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本年度は． 一昨年12月に京都において開催されました抱球f，＼＼暖化防止京都会総（COP3）の伏織を受け

て．地球i畠暖化対策メカニズムの解明に向けた努力が宮氏一体となって械極的に進められた年でありまし
た．

ご存じの如〈，温暖化ガスの代表例である絞荷量ガスの全球的循環過般において梅1$は大気とともに!f!i&f
な役舗を＊たしておりますが，その実態やメカニズムの解明のための研究は陛界的に見て今まさに絡につ

いたところであります．

このような状況に緩み．当センターにおきましでも．この京都決織に従い， t輝f宇の観測や研究計爾の策
定.~b告において温暖化研究を震点的テーマのーっとして取り上げ，解明に向けて事ti鍔カを致しました．

例えIt，海洋観測lにおいては，従来の水・熱循E需i晶綾の観測研究と併せて有機・無機炭紫の循環を中心と
する物質循環過腹の観測研究の強化などがそのー例です．

さらには．古療境科学的に地1*の過去を探り．地球環筑の変遷からi邑暖化のメカニズムを解明し，今日
の渇暖化メカニズムの解明のための一助ともすべ〈．織ijf船開発のための槻算要求なども行いました．

これまで多大なる実績を犠げて著書りました有人潜水船 『しんかい2000Jrしんかい6500］.無人傑査機
『ドルフィンー3KJ fかいこうJ等を用いた深海研究，あるいは深海微生物実験装践を：mいた特殊環境研
究下での生物学研究，さらには音響トモグラフィ一銭術をmいた海洋観測．海洋エネルギー利用妓術の研
究等におきましてもさらなる成集を挙げて参りました．また，海洋地球研究船「みらいjは初めて氷海に

おける公開を経験数しました．

｝方では．壁画商曲集約型研究システムとして． 当センターと字ffi側~ll11/l聞との共同事業として昨年発足

数しました地球フロンティア研究システムも，務日曜な成長を見せておりますが，従来以上に金球的かつ多

分野にわたるデータ襲求に応える必要性から地球観測フロンティアの絞ti.の要求も強く頂いております．
それとともに，日米政府間共同事業としてアラスカ大学フェアパンクス本校キャンパス内に建設を進め

て参りました国際北験脳研究センターも，法的には平成9年度に設立されましたが．建物が平成10年度

末をもちまして滞りなく完成を見ましたので，次年度からは.~にアラスカにおいてIJ開始しておりました
地球フロンティア研究システムによる北嵐研究を悶際共悶によりー鰯強く縫進する予定にしております．

やはり問時に日米国際共同事業としてハワイ大学マノア校キャンパス内に段償されました国際太平洋研究

センターも，問機に2つ闘の閣外侮点としてさらに強化し．活用を闘る方針であります．

この年報は．海洋科学妓術センターにおける平成10年度の事業概要をまとめたものです．この小冊子

により，当センターの活動内容及び海洋符学妓術に関する研究開発に闘し，傍機方のご理解を賜る一助と

なれば幸いに存じます．今後とも当センターに対するー磁のごxm，ご協力を賜りますよう御願い申しょ
げます．

SJt1i 1 1年12月

t晦洋王寺学技術センター

辺事長 平野拓也
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第 11量総鋭

，.事業慨饗

海洋科学技術センターでは．我が凶の海洋IJij発

機進のため．内外の関係各機関との桜衝な述携の

もとに．平成JOlJl幾年度も．研究開発事業，研修

事業．情報量産務及び施設・殺備の綴備と供用等の

事業を実b在した．
各事業の概要は，次のとおりである．

( 1 ）研究開発事業

当センターでは．研究開発の目的．内容，進捗

状況を働集し，プロジェクト研究，特別研究．経

常研究に区分し．年度当初に策定した計衝にした

がって研究を行うとともに，年度浴中において，

情勢の変化や自由な発想に基づく創造的な研究を

随時実絡できるような柔軟な体制で，研究側発を

行っている．また．内外の関係機関の•！H置や協力
の下に．受従研究及び共例研究を1'iっている．
平成JO事業年度に笑施した各研究開発車業は，

次のとおりである．

I ）プロジェクト研究

当センターでは．緩済社会の発1員に得与し.i晦

伴科学絞術の向上に資することを目的として.iCi 
婆または大規綴もしくは総合的な研究開発をプ

ロジェクト研究として推進することとしており．

平成JOlll幾年度には．次の27テーマをプロジヱ
クト研究として実絡した．

. i蝉f干I底ダイナミクスの研究
・海底地銀総合鰻測システムの側発・銀縦

・君臣海底ステーションによる長期総測研究

．先進的妓術の研究開発

成府関プラットフオ｝ム期泌f事政側センサに
附する研究

・海洋観測プイシステムの開発

・海洋エネルギー事lffl妓術の研究l}ij発
．探海厳罰lj紛システムの開発研究その1

．深海鼠削船システムの開発研究その2

．然締赤道域における綬測研究

海洋音鯵トモグラフィーシステム妓術の餅究

開発

・海洋自動綬測技術の研究開発

・亜熱帯？循野理系における総測。f究
. ~t場海峡における海洋綬測校衡の開発及びm

il!I研究

. i晦t宇ー大気相互作/111こ係る観測妓郁fの開発＇＆
ぴ観測研究

・海洋レーザ観測校術の防究開発

・泌総皮海峡における物質循療機硝解明に1測す

る観測研究

－然ll干. ]!Ji熱帯？峻における怨礎生産機織解明に

附する観測研究

・然・物質循環と生物闘の相互作用に関する研

究
・海洋のit宮草＂＊変動機織の解明研究

・トライトンブイネットワーヲの開発事置備

. i幅低下深都構造フロンティア例究

・深海環境フロンティア研究

. l也球フロンティア研究システム

・沿帰環波利用の研究側発

・自律型無人治水機以験機の1m発
－高性能3次元地鍛構造解析システム

2）特別研究

当センターでは，経常例究等の2基礎的成栄に基
づき．将来のプロジェクト研究に発股させるため

の研究・開発を特例研究として維逃することとし

ており．平成IOlJl量産年度には．次の5テーマを特

別研究として実施した．

・氷海威における無人総ホ峨妓術の研究

・ライザ－?.fに附する線型実験及び挙動解析
• i時解像度海洋大循澱モデルによる減洋観測将
佃i手法の研究
・見1潮fit掛i域におけるi.'i'~貫境変遷の解明

・パプ7m.ri1m海様における地袋・津波発生メ
カニズムの研究

3）経鍛研究

当センターでは，側々の研究者の研究能力を滋

かした自由な発惣の研究線泌もしくは将来．特別

研究，プロジヱクト研究に発践する研究繰砲を緩

常研究として推進することとしており．平成10事

業年度には．合計23テーマの経常研’先を実施し

た．

4）受災研究＆び共例研究

当センターでは．海洋科会F技術に関するもので，

センターにとって実絡することが有益であり．他

機関から実施を依頼された研究を受従研究として

行うこととしており。平成 10lll幾年度には10繰

砲の受itt研究を実施した．

また，他機｜測と担rn：にその研究開発能力．研究
成栄を利則することにより，経費の削減．研究に



望書する期間lの短縮及び優れた研究成果が符られる
研究を共同研究として行うこととしており．平成

10事業年度には25テーマの共同研究を実施した．

(2）研修事業

当センターでは， liJI究開発の成果を広〈ー般に
普及し，我が閣における海伴開発の維進に必要な

人材の幾成に資するために研修事業を行っており．

平成！Olli幾年度には，潟水妓術等に附する研修や

高校生を対織にしたサイエンス・キャンブや．高

校生及び高校教倫理事を対組員にしたマリンサイエン

ス スク｝ルを'iJ!b在した．

(3）情緒重量務

当センターでは，研究側発に必嬰な内外の海洋

終学銭術文献（図in.雑誌．会1護資斜．妓術レポー
ト等｝の収集を行うとともに．研究成集を内外に

広〈発表し．官普及させるため，各積報告書を刊行

した．また．海洋情報データベースの構築の錐進，

スーパーコンビューターシステムの運用を行った．

(4）船舶寄の運用業務

当センターでは．上紀の各事業を推進するため．

2,000m級潜水純資船システム｛布人潜水綱資船

fしんかい2000J.支m母船 fなつしまJ及び鯵上
盤側場），無人係資機 『ドルフィンー3KJ,10,000 

m級潜水調査船「かいこうJ.海洋純査船「かいよ
うJ.6,500m級有人潜水掬資船システム｛有人治

水錦査船 fしんかい6500),1/:fi'l母船 『よこすかj
及び段上m備場），深海測量E研究船fかいれいJ及
び海洋地球研究船『みらいJを保有しており．平

成JO事業年度におけるこれら船紛等の運用実績は

次のとおりである．

1 l rしんかい2創均j
樹被均等日本周辺海成＇＆ぴマヌス海盆海犠にお

いて.Ht85自の調理航を実施した．

2 l rなつしまJ
fしんかい2似国OJ『ドルフィンー3KJの浴航支畿

のほか．単独創査を行い，平成10事業年度の総航

侮数は294日となった．

3 l rドJI，フィンー3KJ
総験、訓練潜航及び『しんかい2000J事前純資

-2-

のほか術商諸島．相機t噂．パプアニューギニア等
においてHt39回の治航を袋店題した．

4 > rかいようj
集編成における各種実験．磁測及び深海曳航君事

の湖査を実施し．平成10111幾年度の総航海日数は

260日となった．

5）「しんかい6500)

大西洋中央海嶺．南西インド洋海搬にて針54図

の潜航を策絡した．

6）『よこすかj

fしんかい6500）の糟航支怨のほか．単猿絢査

を行い.lJt成JO事業年度の総航海日数は277日と
なった．

7）『かいこうJ

南西路島・日本海溝の日本田i辺海域及びマリア
ナ泌織・ハワイ諸島にて針39間滞航した．

8）『かいれいj

fかいこうJの潜航支t置のほか．単独綱査・海底
下深部構造綿査を行い平成10事来年度の航機日数

は276日となった．

9）『みらいJ

平成9事後年度に引き続き．平成10事業年度も

トライトンプイの股聞を兼ねて慣熟訓練を実絶し

た．平成JO年10月30日より共同利銅製本格巡航

を開始し. 3航海を完了した．航海回数は共同利

用運航として140日．総航海日数は302日となっ

た．

2.銅線と定員

本年度の組織及び定員は袋一 lに示すとおりで

ある．

定員については．予算の執行管理体湖毎の強化

のため総長l名．研究評価実施のため線長代理1

名及び係長1名，地球フロンティア研究システゐ

のマネージメントのため線長代理聖1名及び係長l

名，t帽t羊底ダイナミヲスの研究の強化のため研究
副主幹2各及び研究員2名．深海略目1］船システム
の側発等のため研究員l名．併せて10名の噌員

を行い．火製海t草観測研究紛の開発担当者2名の
減員を行った．

なお，本年度は．役員I0名（内非常勤5名），



餓民21 4名の合計224名｛前年度2l 6名

1 l名Ji!l.l'l l名滅良｝となった．

-3-
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副隊n’＇.lc!IIQ唆におEずる物陣市的。i先
語句作’I＜！思ti唆における物経字削．化？的ω先
生!llの；；；・，.縦書苦悩術開兎に叫する‘局次

船舶.i街微製事訴プイ＊‘ツトワークのill川政び鴎刻家揖.l!I諸にl刻する併用・a，償
IEi,litbW入縄問JI川昌鍋'f.ぴに‘耐火Ill分lli織E訟の鍍錫ー符，，.. il'＇＇伊

綱取初代船li<U'J;.瞳•JlH度びに秘話・1・何l!'.l!吸，IIの巡航にl刷ずる）！務

制点網代鉛＆Uil.掴J:JA'I・tびに衡中何’.l!'.l!.船の然倒"IIこ闘する盟締

fしんかい“帥』＆U!C叫樽船級慾人隊後鴫 師、いこう』の縫製震・省高備に闘する,l!B,

t剣rm’?I主術的根の,u揖・分IA・1食用・／l川・!.!Ill • I器符.iii獄総合総Illデータの
JJ!f(r・坦勿！脱出マ思 ＇，UNtJ!lltシステ叫'1111桂械の餅先

むつ，r.ffl，衡の緩衝‘ l;l’，.kl伺1PI<,t五，U.Iを鰻.l<!fJ&t舟鈴品i'i”！

－＂烈1111下1!11!11縄決Alrみらいsの遜航¥'ill!.Ill醐データ及びザンプルの処＂＇·符珂！~O‘w

（／つ恢術婦のl(,Qa完備のamt.WI守成
大司健1111下限Ill働党.flrみらもり の総守・然Ii＆ぴ縦測プイのe様。r.慢錨
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3予算と決算

平成10事来年度は.i晦rrcn学f主術に関する（，！f
究開発益ぴに研修及び情報＇／1-,:!I！宮耳のl!t進に必必な

続殺として総額49,129百万円の干｝）.ti＜認可され．

収支r長~においては． 柑，793 百万円の収入決定に

対し， 33,071Ei万円の;I(:出決定.IS，η！2百万円の
干算総瞳待を生じた．また．財務決努においては

235,267百万円の資本金を有することとなった一

方。当時1111失金27,034百万円が新たに生じたため．

欠償金総額は．』71.444百万円となった．（巻末の

『資料J縦を参照｝

なお．平成6,1，来年度以隙の干3草のJ睡移をまt・1
に示す．

( 1 ）資本金

平成IO >/C;'I'!年I.Itにおいては，時，655,000千l'I
を』也貸し.235,267,191千円となった．この』円資は

政府出資金によるものである．

なお．出資金のJl'))JJ状況を:l<-2に示す．

( 2）資本則余金

平成l0司1,Yl年度＊における資本剰余金総制は．

3,149,9n千円である．

(3）契約

平成10 ll（~flユl主における契約尖績のうち主な

ものは．次のとおりである．研究l問先-nでは.rよ
こすか1シービーム笈i世の峨入．海洋観測ブイ;l!

機の製作．向t世担無人2押水試験燃のill造の拠約を
締結した．

~.首選営t~では 『なっしまJ . rかいようj，『よ
こすかJ.『かいれいJ 『みらいJI.I<.ぴ治水制究員fl

fしんかい 2000J の巡航~llll梁務むつ地区研究

事~［＇則述工事特別抗日：受71.i所新設工事ηについて

契約を締結した．

なお． 平成6,Jr Jli年IJt以隙の契約災級｛支UJD;(
悶）は．君主－3のとおりである．

現・ 1 予，ti健格
(lj！｛立 ．｛店rn
ー．”・

..仰＂司＂＇’・＂e’‘”. 等R・・・E.民JOltll,f.,tn‘. 

袈－2 出資金の憎加状況
(1削立 ；千l"ll

区 5} 9事業司王Jli: 情成比｛%） 10・JI来年度 m成It(%)
政府出資金 189.582.191 99.98 2:1,;.z;H. I Ill 99.99 

民間出資金 30,000 0.02 :l0.000 0.01 

百十 189,612,191 I 00.00 23S.267. I$! I 100.00 
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費－3 契約｛支出原因｝波浪年度目唱織移

（単位：千円｝
年度 合 酎 政審＋・監理亙び工事契約 物件その他の契約 ． 考
契約金額 件数 提約金II 件敏 契約金額 件数

1山口3,121,213 
(6,022) 

1〆、思3、,121,213 ”鈴200万円制止の異的
6 1 傘歯車ぴ範的件敏
9.147,382 252 906,325 38 8,241,057 214 

I fos1.s1s 
(6,101) ~、,087,518 2.1鐙ト監理車ぴ:i::•費制＜：

7 3 3 ’停500万円以上
15,546,580 272 964,577 22 14,582,003 250 

t'200,301 
(5,975) 

，てZ三、:200,301 
3. ( ）肉＜：、金担割鈴ll

8 10 10 
9,540.574 327 1,008.150 20 8,532,424 307 4.11!里担割停車＜：酷〈

、白ξ3言シ，、246,124 
(6,894) 

、行思；＇、ノ,246, 124 9 4 4 s. 1貢u慣携附星持a
13 291,790 367 993,278 19 12,298;512 348 

、，思3、:341,081 
(6,760) rぜ 〉、

6ゐ、1司t、ノ,377,000 10 8 964,081 2 
29,484,342 517 5,722,044 40 23,762,298 477 

-6-



4.土地と建物

( 1) 土地

昭和47年4Ji!＇悶から神話足川県繊須賀市の闘有

地40,159.57m’の現物出資を受けた．また昭和55lll

量産年度以来工事を進めていたセンター地先の明！立

工事を昭和57事業年度までに18,391.84凶を竣工

させた．昭和58事業年度には．聞からsss.99mを
織入．さらに昭和60年5舟には第2期時富ti工事と
して4,518.93rr1を唆工させ， 土胞の合計樹織は

63.926 m・となった．

なお，この理立1也と既存地盤との，：刊に段差が生
じていたため．既存地銀の務上If工事を昭事161～
62年度で袋路した．また，昭和63～平成8年度で

機内照境m1，崎工事を~b面した．

(2）建物

~・ I のとおり附和初事業年度から順次豊富｛曲し

ており．平成9事業年度までで各種研究筋紋様25

棟，延床面積26,777.07rr1となった．

なお 平成10事業年度は，受泊所を取り織し特

jJIJ高庇受泡所（鉄付添l（！目量建，床蘭ffl458.54rr1）を

建設した．

~-· 研究擁設の護側状況
〈単位： nl)

建鹿区分 延床面積 ’E・g早世E 建屋区分 延床面積 聾傭年度

治水＂ aレ・9棟 I. 586.制d 47年度及び 潜水銅壷船聾傭鳩 I, 220. 7Snl 58年度
50年度改修 平成3年度増築

海級研究機 48‘37 47年度及び
55年度 箆備嶋付属練 800.00 58年度

海洋研修練 584.88 47年度 平成元年度増築

平成 4年度~修
海洋突破線付 123.84 59年度

海ii!工掌実験嶋 3,000.00 47-48年度 保 曹 置E 平成5年度地銀

平成6年度改修
潜水調査船型1•場 72.00 62年度

潜水訓練7・b練 I, 595. 8‘ 柑年度 事E ’E 4車平成7年度改修
漂海総合研究練 5,639.82 平成5年度

ガスパンク懐 345. 60 48年度及び
53年度 海溝研究棟 I. 981. 80 平成S年度’I !II物処理様 153.90 刊年度
集人探査機聾備場 493.51 平成7年度

望忌 館 2,249.93 刊年度
情報・電源線 I, 124. 32 平成7年度

高庇実験水崎棟 622.33 50年度
川けげ研究練 I, 980. 00 平底S年度

数 E理解析棟 796.50 51年度
平成7年度改修 室戸陸上局局舎 187.94 平，＆8年度

新プレハプ練 99.37 平成S年度
量 室 198. 73 51牢度

化学廃液ー時保 19.59 平成9年度

動物シ： ＇レ・ 9棟 202.05 52年度 官H匝

動物実験棟 754.84 54年度 特別J高圧受.所 458. 54 平成10年度

合 Z十 26. 777. 07 
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∞
1
 

⑧ 

研究施設等配盟国

①本館

＠食堂

＠濡海総合研究棟

＠フロンティア却究棟

⑤動物実肱棟

⑤符別高圧受電辰

⑦潜水訓練プール棟

⑤潜水シミユレー会槽

＠溜蝿冊究棟

＠海洋研究制

＠勤理解析棟

＠情報・電顕』豪

⑬趨洋工学実験場

＠高圧鍵験水槽棟

⑬淘洋閉修繍

⑬聾惜渇付属棟

＠潜水調査船聾備場

⑬無人探査蝿整備場



5 国際交流

近iFの地球気候変動をはじめとするll!!fJ<ra tti等
のi::1~に対する関心のil1iまりに伴い，泌t平の鋭敏j

及び日f究は全球的Ill艇での対応や1IR闘が）！＜められ
ている．

こうした地球環境等の問題の解明1に貸献し．ま
た海洋の観測及び研究をより効巣的かつ効率的に

推進していくために． 億i際機関や悶際共悶計画｝．
＆び海外の総研究機関等との協力関係の梢策及び

俄i韮を｜洩っている．

( 1 ）国際共同研究計画

UNESCO （閲i!!!教脊科学文化機関）のICC（政
府m1拍i洋科学委員会｝に対しては．巡干す~員会委

長として専門家を派逃して活動のJ;J震を行うとと

もに．溺洋t去を中心とした動向の犯熔を行ってい
る．

また．センターの主要観測捌資海域の｝つであ

る南太平洋において彬努力をイFするSOPAC（南太

平洋応用地球科学委員会）等その他の海伴｜湖辿悶

際機関に対しても．通貨研究者を派遣しその研

究活動に貸献している．

(2）国際共同計画

センターは以下に示す各凶際共I司ilt組ijに参蘭．
活動へのi:t献を行っている．
・ GOOS （邸際海洋観測システム：GlobalOcean 

Observing Sys阻m)

• WOCE （海洋大循環観測計磁 ：World Ocean Cir-

cula11on Experiment) 

・ ODP （深泌星通削針蘭 O<:ean Drilling Program) 

・ PICES （北太平洋科学機構：NorthPacific Mari附

Science Organizauon) 

・ CLIVAR （気候変動とその予測可能刊に関する

研究：TheClimate Variability and Predictability 

Programme) 

(3）政府間協力に基づく協力

日米 （日米コモンアジェンダ及び純金子・j.Jil*i協定
下での協力計調.UJNR協力計朗九 日仏，日Im.

目玉t13細！.日銀のお政府間l協力専門前b会の下で
の研究協力を~施している．

平成l0年度にt≫Iかれた政府間協力抑！”l総会は
以下の通り．

・;p!1;!i;l 0年3月 日独海洋科~n.主部Jパネル

・＇I'/>le l O if, 9月 日加科学技術t(ltJ協定に怨

づくin2 （ヨ~t太平洋の環境及び地球科学に測す

るパネル

－平成10年l2月 天然資湯、の開発剰Jfflにl刻す
る1:1米会議／日米太平洋総合観測研究イニンア

ティプ（U』NR/fYKKI)

・平成1I年2Fl 日仏海洋場門部会

(4）海外関係機関との憶力

米同．仏1溺，掴！悶及びインドネシ7の各Uil関係
峨i見！と例究協力等に側する覚え織や合滋替を締結．
これらの下で研究協力を実施している．

I ）米凶ウッズホ｝ルt師祥研究所（WHO))
平成8年9月に協力協定をii!新し。 平成10年

5月にはWHO！にて定期協滋を~8在した．プレー
トテクトニクス，深t両生物， 海洋音響トモグラ
フィー， ~t樹海研究＇ i幅洋物質循環．深海婦問11紛，

氷海Ill自!ll/Ji!!語。lステーションの共I司i没協など広範
な絡闘での協力を災総中である．

2} ＊＇調スクリプス海洋側究所（SIO)

平成8年l2月に研究協力に関する党織を!l!新
し．海洋大筋療にl期する研究．太平洋の海洋プ
レートの変形に閲する研究で協力関係にある．

3）米［制措1jf,巨大気斤太平洋E提唱定例究所
(NOAA/PM EL) 

平成9年 I2月に太平洋磁測研究にl刻する研究

協力党轡を－llll改定し．悶際共問研究である然待

太平洋での係留計測プイの肢1刑について協力関係

にある．

4）米凶海洋fill究所述合法人（』on
ODPの針f踊管理制i俄であるJOIと平成l0年7
月に科会Nt1i架泌鍛卸lにl則する協力協定を締結L..
コア縁取システム及び長JUI孔内観測システムから

なる『泌氏甜！fillシステム総験懐Iの製作に向けた
協議を行っている．

5｝米1到ハワイ大学海洋地球科学級術学部

(UH/SOEST) 

平成I0年8月に共同調貨に｜刻する実施取り決

めを締結し．ハワイ：11島周辺における海底地滑り
及び潟底火山の活動の起緩や脱艇についての創造

を行った．

6）米I割ルトガース海洋・托）Ml科学研究所．ワシ
ントン大学応用物母！研究所

平成 II年3月に泌厳然水げ＇JUIに係る長期モニ

タリングについての共I可申f究にI則して実施取り決

-9-



めを締結し.i師l旗熱水初出の時~IJ;J分布を犯娘す

るための長期管轡モニタリングの鶴測際R詰のJJH発

と応用研究を実施する巡びとなった．

7）コロンビア大学ラモント・ドーティー地E事政

測所（LDEO)

平成9iド12月に研究協力に関する覚え泌を締

結し．以来，海洋物理学．海洋科学.i脅洋間体地

球科学の分野で研’先情報の交泌を行っている．

8）フランス悶立海洋側発研究所（IFREMER)

平成I0年7月に研究協力に附する党え部を締

結し．深海微生物及び海中段ltiの分野において研
究協力を実施している．

9）独悶アルフレッド・ウェゲナ一樹地・1面隊fJil
究所（AWi)

t師洋研究．深海微生物の分野で協力関係の発展
が期待される．

10）インドネシア妓術応Jllfi'(BPPT) 
平成9年3月に協力協定を締結し．太平洋亦道
域の海洋総証書研究について協力関係にある．平成

I 0年4月に改めて然帯海洋観測研究（TOCS）に

l則する実施取締めを締結した他，平成11年1月

に係留ブイによる泌洋気象変動の研究にl渇する実
施取縛めを締結した．

(S）その他の国防協力

平成I0年6月よりポルトガルのリスポンにて

開催された術移ti¥覧会においては.tm催期間中に
日本館にて fしんかい65 0 OJの照認の展示を

待った他.7月20日のジャパンデーの行事とし

て海洋セミナーや博覧会会場内の隊般にて『よこ

すかj及び fしんかい65 0 OJのー般公開を行

い，センターの術肖；.fill：免活動の紹介を行った．
この他に，以下の機関と研究交械を爽B在してい
る．

1）米関モンテレー潟水族館研究所

2）米関アラスカ大学

3）米［;l!!メリーランド大学泌伴バイオテクノロ

ジーセンタ－

4）カナダ海洋科学研究所

5）中悶悶家海洋局第一研究所

6）オーストラリア海洋研究所

7）オーストラリア述邦科学産業研究機構

(6）外箇出湯．編査図．在外研究員の派遣，外国

人研究者の錨聴

お細を資料 I0 『外｜副/!l煩等Jに示す．

(7)科学妓術庁フエローシップ制度に基づく海外

研究者の受け入れ，科学妓衛庁側係人材交流

制度に基づく海外研究者の受け入れ

i際紛を資斜IO f外1到/!l'i!t君事Jに示す．

(8）外国人来訪者の受け入れ

詳細を資斜I3 f楽紡者jに示す．
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第2J;I 研究活動

1 .深海研究部

( 1 ）研究活動の綴婆

当1センターにおける深海研究はl協和571fに．泌

総減資研究Jとして開始され.rしんかい2000,/ 
ーなつしまjやディープトウ等をj円いて.t話海底に
おけるよ再現政の解明のための総合的欽聖書側先を実

施してきた．その後，「しんかい6500;.fよこす

かJ・「かいれいJ.fかいこうJ等のt替水品増資紛・
深潟探盗織・研究船が｝JUわり．これらの機甘iiを治

JI]して＇ b世'.l'｛学．地球物l'P.伊．生物学．地止ま化学
の手法により.FIJ事例辺のぬ弧詩1)i,'fi域では. ~t筋

道俗説沖池袋滅後の泌氏後勤勉）臨.神純トラフや

fJ'Ii.'l、p臣官［諸島域での泌，ti:火1111こ伴う然水ll;動rtfi
の湖tr..Hi eli太平l:f:hまでの詩弧泌1,占や火凶作’1•央

if,j厳における泌氏弘大型事の湖絞研究を行ってきた，

平成JO年後には．邸体地味科守：の研究を中心と

したプロジェクト時十’先 f彬洋I底ダイナミクスのω
'1i:Jに新たにお手した．この緋究は.i毎t下悦プレー
トの形成減である・I・＇＊泌詰iからホ‘ノトスポット域
を絡111して消滅域にE当たる説；み込み有？に楚るまで

の．プレートの変形等のダイナミクスやその進化

過酷！を解明することを[1的としている．なお."' 

長崎3をは当センターの．しんかい6況JOJ・fしんかい
20UOJ • fかいこうj,.o,;により笑絶されている深海
調合！研究（税夜はボ成JO年l皮から）4if皮の5｛ド

1::1の中長期lt!-11申iに凝づいて；iJh告されている｝と紛
Iょに関連しているものである．符に半1,lc:10年度は
＊；併炎の一段として.fよこすか1/ ；しんかい

6500；による火内・1-'r-巳．インドIrの＇I＇＊務官 iの調書E
航海MODE'98を実絡した．

i翠海底で発生するat現象の泌総fドJな観測も ？記長
ifii，泊先研究iの 明言として~挺されており．平成

5 ir・J主から.f[i!型itii?J!ぬ仲のシロウリガイコロ
ニー周辺減で泌1(£ケープルを介した災時間総測が

開始された。また..Y.r,£9咋w.には rmt必I也袋総合
政治lシステムJのIl'J機がi弘知県議戸i中に投獄さ
れ観測を開始し．平成11年度には~ti都道寸紛 ・剣

¥0 /II’に2吟機の紋自立が・r-定されている．
また1ii:.プロジェク 卜li)f究をよ市効』！Hf.Jに策絡

するため．｜対i車機関との.Jt 1.:1による研究を受託研
究や共同町f究としてj);f}Jf!lしている．

．プロジzクト研究f海洋摩ダイナミタスの研究』
O海洋プレート沈み込み帯のメカニズムlこ関する
研究

平成10年度は9i1qll:のマルチチャンネル反射It

/iii代システムのt自然訓練も終わり．本絡的な深夜
体制に入ゥた．それとともに f海底ド潔部構逃フ

ロンティ 7（~1究J と共同し. J也袋発性・.｛誌の詳細な

地下総巡を得るため．日本周辺の沈み込み地域に

おいて．マルチチャンネル反射法線査と地下精進

探資m自己浮上罰百泌氏池袋耳十を用いた胤祈法探査
を組み合わせた総合的地下精滋絢資を実施した．

筒鳥伶日本海減（4刈15制～5月61:l）.熊野灘1有泌

トラブ（6.Jo! 6臼～？”81:lJ.hll'H岬i'l'il'ii踊トラフ
(JO月7B～11Jl7f:J）である，すべての湖殺では．

東京大’：7・I也技研究所の協力のもと.1晦線事t界成の
鱗illを犯搬するために。餓上にも数J点の縦波i点を
投~した．

方.8年i主11,f胞の東海沖マルチチャンネル反
射法i霊3まのデータ解析を行い．銭説ii晦昔話のi告側で
の新たな沈み込みをイメージングすることができ．

また東潟市彬トラフ泌域は．トラフ輸に償交する

大きな断脳でいくつかのプロックに分かれている

ことも明らかになった．また.9年度決織の三l俊神
の泌氏I也S時計によるデ｝タ解析によれば．高年~域

でのマントルウエッジの速度は8.0km/sであり．臼t

"¥i1J、古司lJr(1亜に比べて十分に泌いこと．また．汲；み
込む溺~r--11:地殻の泌上部には4km/s 前後の低速度

燃が切らかになった．この低迷J!I:府の存在は島舗
の火成活動に必婆な水やt控積物の地今F記事邸へのと
りこみがあることを示唆している．また.9｛手段割3
1車のf.目3il術執iトラフの迷度補i韮も1列らかになり．
非常にI似、付Jn1初がNff.することがわかった．
北部伊豆一小笠原型Eでは．海底カルデラをq・，心
として fしんかい2000』による潟水湖資が行われ

た．とくに叩I担Iii師氏では水深約1,200mのカルデラ

~i拘束部付近において．多織の然水チムニー鮮が

分.fti しており｛宮it~ ・ I) .合の合干rMの高い銀鉱
タイプの鉱床が発見された（サンライズ鉱床｝．こ

れと合わせてカルデラ内のI也質学的申I~も行われ．

火山総の分布や磁石学的記峨がffわれ.i部隊にお

ける火山活動の縫Ji!が行われている．
八丈島とl.；ヶぬ，：司に｛Ii.担tする繭八丈海fi:におい
ても備Aii？.羽倉がt'iわれ．約1：カルデラ般における
銀関分布が明らかになった．符に中；：火日目。の斜

1niでは前後3～SmのVi：大銀行ブロックが観整担さ
れ．水i底締約ドームのj泊岐により形成された物と

割t，とされた またカルデラ級制調lkまにおいて.r 
斜l3l常が観が1され，＊地岐においても然水稲動又

-ll-



は摘.iti線の路”が“｛fしている”1舵怜が!ft,どされ
る．

寄寓・1 明神白骨丘内の鑓水チムエ－Cl

。ホットスポット及び深海盆におけるプレートの

進化に制する研究

平成l0年度はホットλポット火，, ，の代必であ
るハワイ川辺j(,jb査の火山においてかいれい｝及

び『かいこう』をmいて泌低のJ由貿.J邑形等の調
11.を実施した．巨た'-5調1i対象はl）ハワイ純正h
のホットスポット火titのI品も初期段防にあるハワ

イ，（，＼1軒／jのロイヒ海底火＇＂・ 2）ハワイホットス

ポット火山の阜UJ：・1品も活動的なキラウエア火＇＂の
,tr側斜耐のヒリナ地i.:り体＇ 3）ハワイ，r.ぬの1,1
大k自慢のt世にり体のオ77ぬ~t;liのヌウアヌウ地
とりであった．

主たるM，見lはヌウアヌワll!!i.ニりとその点側のモ

ロカイ，（Mull書したワイラウI也とりのほぼ'I);島置のi晦
悠I由形附を作成し．その分骨iがオ77.（』から
2似lk刷まで』忠1ftにでる縦れ山が（j,{£ 

ら均、となつた．またそのM大のれ体であるタスカ

ルサ植JIii （事＇120×30km）からハワイ；r..（，＼の火山
にI白来ずる絡l:tftlllの火1JJ.uが段取され．オ77

Mの.ftffltから前rKしたことが峨認された．また．
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オ77お北部のコオラウ火山の山体がこの地じり

で快告れており．その斜，luからコオラウ火山のド
郷をb育成する火山れがr,!Jf（された．
ヒリナ地仁りではその急斜曲［／$で 「かいこう』

による凋伐を1fゥた．その結決.I I’織からド.lliは
ハワイぬの火山のffiJ/j！付近で形成された火山何・の

僻h＇／泌が偶成していることが明らかとなった． ー

方． 1.:／$の斜前iは枕v:，告~/1士事が鋭然され．吋inは

必0＇＼：にはキラウエア火＇＂の diむが観察されるもの

と干，mしていた結決とは%なっていた．
ロイヒ泌111では水深4.似lOm以深舗のうち11!リ7

トと点記事4,800刷付近に 19叩！J，にロシアのittホ船

ミールが先比した然水サイトで付近別航した．リ

7 トでは札~北fl'fll：争の官1nな土；試行のlffflがill?:i
された（ηf｛・2）.しかし.4.800111付近の然水サ
イトは織犯できなかった．

なお．これらの給＊を受けて．平成Il IJ,IJl'に

はfしんかい6500』による前航必慌が'.l!施される
予l主である．

－” 写真・2 ロイヒ濁山上の厩闘なll:ll:濡岩

0海洋プレート生成織におけるメカニズムと物質
収支に関する研究

、，，，.店JO((l皮は． 『よこすか1・fしんかい（,500Jの

令行動を大ll'•I•央ifo織の必1tlifh r MODE'9$ at 
l蝿』に充て.rよこすか』は5月より 12flにかけ
て県懲りi世興一J却をi主成した．航j(,jI立4節より，.電
り＇i:li J ・ 2i自では大同rf.・•J’火筒織の．またl/!3 ・
41事では市内ーインドtr-i晦織のJllt.:が．それぞれ行
われた．全行動にわたり.1M航作業終f後の従INI
＆.ぴ潜水船然倒「1には航，lill!!t~j旬1,•111測がIrわ
れた．

ll11 1宙では．大何fやl’!1.!H極論tI：のケープヴェJ•
デ（15・20・N）問符併（15・N,45・W付近｝の

よ耳炎がnわれた．この必1'I:I ;t, /l)；大道ii量の小さい



中央綿織を偶成ずる梅t下地般の構造・形成過飽．
マグマの性lt. マグマ I：告~過n. 断製品？の発ii!過

純の解明を日(l(Jとして'.l!施されたものである.li¥ll 

tiの紡』I!.拡大納に沿った中納谷の両側の｝l1而か
らはl邑級下泌を構成するハンレイti放びマントル
上部を偶成するカンランれがl$l取され｛写真－

3｝.また通常の曲J搬に比べて倒織に!Il/Jl'4常・地
位気持活日が小さいことが似糊されたことから．そ

の凪1附として．マグマ活動に乏しく．テクトニッ
クな)Jによって’1・紬が別れ．その納；llとしてI也松

Fmlやマントルl:ffiiのね百が総Illしていることが
儲泌された．

耳買・3 ＇｝；.西i:,,i,5健濁儲土のケープヴェルデ断割格付近のE
式軸セグメント止にIt畠ずるカンラン思

,ll 2Wでは．大西洋•I’火術曽tTAG然本マウンド

(26・08・N.44• 49'¥V）.ダンテ・ドーム ・メガム
リオン（26・ 40'N. 判• 20、，V）.レインボウ然水サ

イト（3＜＞・14判.33・54'W）の3術械でil:!Aliが1f
われた．別総や広島長－同1tの4由来.TAGマウンドで

1994ltl以米の然水t,r;動のパターンが大きく盟主化し

たこと．耐熱水サイトで活動的然水繊の百（ f: 2体

300mでプ1いームを始i認したこと.TAGマウンド

附辺にI-'.大なJド総動的マウンドや訴動的低i姐然水
域があることが磁認されるなどの成；llが俄られた．
員i¥3宙1は中央両面詰1活動に1則する悶際(l(Jな共同研

究であるイン9ーリッジJt嗣の－lJ置として'.l!b告さ
れた．この行動はまた. tttW初のインド作中~術

面市の前島t，凶1t.でもあった.i幅瞳i三on点の付近とそ
こから出~J;r,,1に仲びている湖西インド待機織が

訓食され．その給』ItJJUfl活動中の然水サイトは
磁認III.iiiなかったものの.i荷動を停止した然水It
のチムニーをいくつか姥免し．また死滅したtlの

l1't JI.¥を光処するなど．然水の兆候となる現象を施
必した．
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m4節では．マダカ；'7.11ル州市凶インドt下抽j曽t
tのアトランティスIIi紙袋i；；に除する7トラン
ティスパンタを中心とした調査が行われた．この

ltl.!t.U立JI!)級 ・ マントル嶋鮮側の鎌足2が泌氏，~面に

mt長傑出している所であり.ODPの二航海も含め
てそのlJl:J!が白血認されていた.ill島11:letiの紡＊・

断／＼＂！fl師に餓をIJIしているとlft諭されたマントル・
1血般の境界肘がアトランティスパンクのJI,伐を

作っている。＂災が航認された．このことから. JI!! 
般・上部マントル~｝干のおfi午的な榊i置が明らか

となった．さらには．変質していない上綴マント

｝心のおちを般的l,.その鉱物学的特怜や物件．を求

めるための糸UをつかむことがIll米た．

．プロジェヲ卜研究『海底地震総合観；聞システム

の開発・鐙備J

平成9年3Hに高知県常戸岬許t・にJ':ti,'1した f海
底地泌総合観測システムIf｝機』は.211，以上に

わたって磁測を継続している．従米.i！可知以前JI 

郷周辺術岐については．段l二地鍵観測網のデータ
のみによってJl!Jt1のuti≫.分仰が決められていたが．
tり機システムによる泌峨での観測データにより．
高知県市戸僻川辺淘城の地鍵活動が災際は数km

から十数kmほど浅くなること．さらにl己l梅城のI鹿
鍵活動が是1似していた以上にす,Ii：／！であるζとなど

を明らかにした｛泌低下深綿梢ir/7ロンティアの

JJiを参照｝．また. l号機システムに淡附された．
泌向総連社.CTD；計データの解析により．可M'

例＇許I’の深泌氏には 『深肘何iillJ'lY?b曜jとm似した
泌れが（f(f.ずることを初めて，a，正した．また.i II 
波デ－空の解析により．約4mflz以 Fのn~i崎波数

側では水fE変動附波紋fと水11：パワースベク トル
p (f）のmtに． P(f)ocf・＇の附H晶が成り五＇／.
ち．低阿波数側lこ11，倒的なパワーをt.？つことが分
かった．他に，Iり際システムの深梅TV:hメラ
をJllいた鶴測により.tit界で初めてコシオリヱピ

の深泌氏での脱皮行動の総括4に成功した．なお．
1吟俊システムの地袋とfl！波の観測データt;J:.省
戸防上J;Jからt1tJ目白書事により~（線ir大阪管区気象

合にリアルタイふ転i止され.~u虫Ji'の地事l . ill波
聡Ill$務にもmいられている．
また．平成l0年度は.r泌氏JI!!~~総合制測シス

テム2r｝懐』のl制発｛平成9年11£から将下｝を総
統した．なお．当初. 2号機システムの必伯尚城

として．制品Y.l許t•を且J；主し．符峻．品，lS，＼.是正峨．千

必の各Y.＼に対して地.ii:交渉を込めてざたが.'M械．
3正峨制限のI湖辿泌策協"1Jtll合のl司訟が1！｝られな

かったのでMぬ仲ルー トを •I，？減給し．先にI血ii:



の問J設がl!lられた~ti都道釧路 ・ 十勝N•ルートiこ 2

り機システふを.；~；r1することとした．

．プロジェクト研究f深海底ステーションによる

長M蛾澗研究』｛締領湾初島沖の長期観測）
事成5<J!!Jntこ制限湾初.企許I•のシロウリガイ群

生滅iこ.＇占i/:lした ri,'!i帽民総合I.I.!測ステーションJ
は.5 1，，以tにわたって観測を総統している．平
成l0年4fl下旬から5H中旬にかけて発生した

/JI v：宇正－~~f.1j沖群発地織の際には. 4 II 2 6日の
マグニチュード4. 4 I.I<.ぴs11 3 nのマグニ
チュード5.7の地官官先生後．謝野な濁りと掛i巡
の変化を伴う従械が観測された．平成9lJ!3flの

U~l由’i:ll.？に先生したu~回1と1,qt官.ステーション
曲．鍬の斜曲itのィ、安定な表例のt量級物が．地伐に
よる陥れをトリガとして.>!HW'il~lのように斜帥l

をillり儲ちて先生したものと考えられる．また．
泌総が~生した時期以降．ステーションのビデオ

hメラで脱叙されるシロウリガイの附体政が減少
したい＇／.ll・4.旬＇1-J'！・5), 
平成I0骨！911には．ステーションt拝械センサ
のキャリプレーション及びステーションJ時辺の湖
fi.等を目的として． 『ドル7ィン3KJによるUt航
現在（NT9S・II航海＞.rしんかい2刷殉Jによるiii
航調資（NT9ι12航i晦）が：M絡された．前針では．
平成I0年211，／（に『ドルフィン3KJで絞幽した

l'I己記録但I血中温度計を回収したが．そのデ戸タ
からは先述の4』llllび5JIのH正流~ヨf『Cl長にj血Eド
ilU!l'.のlニ告／.
干Eではステ一シヨン近t時のシロウリガイの側件$量1 
が全体的に減つたと3うより．むしろ分：｛fj状慾に

；［化が’＂じていたことが桜者話された ．地中il4皮の
J：界は縦割ifに伴う誕のJIU買による.II',轡が~な愛国

とytえられるが．伶湖水を’！；I，＇；のJI.総とするシロ
ウリガイの分｛1，状況の変化を考慮すると.ill)水の
変化による泌轡も身えられる．

平成Il句，311には fかいよう』による深t耐火
航側代（KY99-02航海｝が実施された．この車店街

では．ステーションの北北西約1.4kmのJI!!，・江でシ

ロウリガイやハオリムシからなる大腿倹なコロ

ニーが磁t草された い'1-t』・6), 
-Jj ， ステーション本体は1世•I•温度計や2t,，の
ビデオカメラのうちの lftの般開等．以前より阿
4児. !Ji'l備が必'.Illとされていたが．’I＇－成 II if/JUご
までにステーションを!I!新するr,；主である．
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茸Ji.4 ステーシaンのピヂョ？カメラ画惜

｛平成，。零4/12SB)

写真・5 1テーションのピデ才カメラ槙惜
｛平litI 0写5116自】

耳貰・6 曳航調置で確伐された化学会鼠童相町蝿

｛帯感11'1!311198)

．特別研究『パプア島周辺海織における地震・湾

議発生メカニズムの研究J

本研宮Eは.1998年7月17flにニユ一ギニ7I：，」
/iiシ'lサ／料3で発生したM7.Iの1血t建＆びそのI「（ 
1畳に~！主した.kt』t限なi院i暁の凪！［，崎と発，tのメ力ニ
ズ：ムを角曜IJIし．併せてそれらの阪I珂となった広域
のダイナミクスをIJJらかにすることをI.I(l(Jとして

災自白された．



南太平作：r.聞の総なにより本日時代研究の~絡が

強＜~まれ． 1.:3己i由自曜・i11波J!てI，の匝t後.I帽太平
t下応mi邑学号宮u会（SOPAqより海ft科学技術セン
ター抗！，正式な:E,<J，？がMけられた.r司自身1こ．本ill1
fi.餅究は線数のプレーl、の境界械に当たる我が凶
において剣先する地震・浦被の阪闘を解明し．そ

の被告を純泌するための）Ii償資斜をも処供するも

のである．

本調従研究は.SOPACJr.Ltl~予との凶hにより＇.）.！

絡するとともに. l~ 本l>I内においてはいl公屯餅究

機関．大学などによる協fl体”をとる．

、，；，産地峻では治去に初＊·硝1i.がほとんど：~b伍さ

れていないことから．’，j！成10l1,1.!l'は．本tilf’先を通

じて.t，店街地形.J自tt.J世総t構造．神l証＼：ll:i/JRill 
状況などのデーヲを取得することを目指し．上主：

l也銭の;;',I出1岐において 『かいれい』による広域紛
街地形・』血球物用調設｛百ih・地磁気・海底反射
市凋l't）.及び 『なつしまJ／『ドルフィン3KJ 

による泌氏口被観客4湖資を行った．これにより．
調官官泌域の広域総務地形などが仰られた.l申にill
波誠としてt晦底地滑りのlltii!される持1j/j！近〈の仲

合で. I：砂がたまった火線1日なi晦ほlrl状地法びそ
の先当面の大きな晶，）正存地形の（-Ht＇：がわかり．それら
の海底の映像や1u1i審物の以科をのることがでさた．

可完成1I 年~は．これらの調査結拠をもとに． 『し

んかい2似焔jをIllいてさらにi止んだ潟底調伐を総
統し illi世を引き起こしたぬほ変動の特定を目指

す．さらに.J血.. 』・ii＼依の先生峻において．反射
t査などの鋭百習を行い.l血t'l’y『が』1'/tにより地下構
造を明らかにして.j品1'のt制政地滑りのf良勝や．

1也記事ll!i制の｛i.司監を傑ゐ．

・受民研究『マルチセンサ海底活動モニタリング

システムのt庫銀に関する研究及びROVを用い
た接続操作技術の開発に関する研究笠ぴに海底

ケーブルシステム運用・管里望校術及びデータ管

理手法の高度化に関する研究』

本側先は．科学波術似興澗宮古nによる [i晦縫
ケーブルをIllいた地1.'l努事nt'l<i地球環境モニタ
ーネッ トワークのIJII発にl刻する@f究』（VENUSJ十
副）の・・i.lとして＇＂，センターの他. KOO研究所．

JIU；（｝にマ：地総併究所など．合計9つの大学．研究
所？”1；主凪1し. 'l'I•.< 7年1ftより実施しているもの

である．

、1t1,l(10 ，，，，.主は1.4111脚l,lti,111（平成10～11ljiJJt) 
の初年1主として.fol’網i本.（：，I拘束N，編隊においてIU
TPC・2i角氏ケーブルへ ・mtt君臨；を，，!ti;'l・ ！＆縦し．観
測を開始するζとを1II協としていた．吋センター

では観測機:i.~の I つである 『マルチセンサ減措11kt

環境変動脱測袋鉛JJJ;,び泌氏での際総の！＆統技術

JJ,.ぴデータの収録・i'l'Jll!をHうデータセンターの
l瑚~を犯さl しており．宮店I捌｛可！b<7～9lf.Jf) Iこ

別作したこの 『マルチセンサ』及び段鋭操作阪総

について.ROV fかいこうJによる織作が”JOOと
なるように匁繊及び機能l••l kを行った.rマルチセ
ンサJにl瑚しては他の全観測慢:!11と！＆縦してドッ
タ試験を行いやれ・i・ 7 ), 観測機:Illll＼体政びシス
テム全体としての作動雌絡を行った．デ－＇／セン

ターについては.許，’事E・繊＜！lf'lllllのデータ伝送般

びに収録試験を行った• •J＜成 101i,1 1 11. "lセン
ターの fかいれいlのr1轡aNI也.＊：Iiiにより， KDD 
研究所の傭船したケーブルf(d'lt紛が慢:19のーつで
ある分岐裟鍛及び泌総討を』量的したが．分岐~r.'1

に放隙が発生したため！”i収した．この紡且t 険~語
の術域への.Q:償は、l'LxJJIドl主に抵則することに

なった．

耳寓・7 ドック民蝿ゅのマルチセンザ
t手前1：マルチセンヲ用地調針｝

・受筏研究 r；萄織におけるエネルギー ・物質フ
ラックスの解明に関する国際共同研究』

将学技術~拠調被r1 r；師詰tにおけるエネル
ギー・物質フラッ9スの解明にI掴ずるω際共同研
究｛リッジ7ラッヴス市内｝』は．平成5年~より

!J.!b属されており．平成I0年1史がZ十両のlu終年l症
である．この，it両では昨年度までに．数I•・1にわた

り11!，！，平洋掬膨士事の中央溺誠において柿i依地Jij調
布が'.J.i』画されて宮たCU-I~！照l• I寺に苧b<!) lj! 
7 it～onにはfしんかい6500／よこすかIによ
り点太平tr-m,HJのRM2」サイト （17' 25・S,11）・

12'¥V), RM2Sサイト （IS'26・s.113・23・W）にお
いて39台のi企JOI観測惚紛の.itli'.Iがftわれた.•(! 
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成l0年度は．米関治水i減量E量fl「アルビンJ＆び
文緩i母船 fアトランティスJ によるa明書E航織が~

.&iiされ，地球化学・物理観測を袋路し．平成9lf 
に投獄した；長期観Sill謹総の［吸収を行った｛茨－

2 ). 

純資j甜域である南郷京大事洋海自信（俗語I)は.！世

界で最も砕い海l伝舷火事由として指lられており．年
1auscm程度の速度で海l庄が浪内’に鉱がっている．
本研究線級では．締官官東太平；；n輔I/Iiにおけるマグ
マ・然水活動．及び鉱大現象を長期観測し，海昔話

の然収支．地味化学的物質収支及び生物紙面1に伴

うエネルギー・物質フラックスを明らかにするこ

とを目的として行われた．

fアトランティス1による乱講習を航海は，9H 6 El 

にサンディエゴP.！を出港し，• 9月l7 Elに純資泌

峻に到着， 9fl l 8 日より泌航綱~を開始した．

I 0月7自にイースター励に得港するまで，fアル
ビンjによるl7聞の潜航を予定していたが、t蒔
況不良Z事により7！曽航が中止になり， l0除Iの潜
航が笑/lされた．海底に絞般した機絡のうち．当
センターの自己記録E首長期観測ステーション2台
を含めほぼすべての観測機絡が岱収された．船上

からの側資としては.CTDT（伝導度・温度・圧力・

濁~センサー｝及びロゼット採水a.§による然ホブ

ルーム純資.lえび深海曳A,1三成分磁力計DTCMに
よる地磁気溺査が行われた．

閉収された長期観測機＊昔のデータからは以。ドの

結集が得られた．

I) RM24及びRM28の各サイ トにおいて，水i且，
涜れの~動は海洋潮汐による半日及び日間j聞

の変動がta越していることが縫』草された．こ
れに対して．然訴if誌には地球潮汐にIJ!I辿して
いると怒、われる変動が見られた．

2) RM24の低illの熱水活動には．変動のi度（イ

ベント）があり.1i:'.常的ではないことが，水
i邑，濁~.ハイドロフォン｛水中マイク）．深

海8mmビデオカメラの映像より確認された．

3) 積出した然水の砿散形態について．低滋の然

水ff；勤続であるRM24は．湧出した然水は

徐々に上舛・鉱散していくため海底付近への

影響が大きいことが擁認された．これに対

し， hY,i且の然水がP拠出するRM28では．噴出

した然水は．その滞力による上昇が強く海底

付近というよりも悔威から 100m以it躍れた
泌さに然水の水塊（然水ブルーム｝が分:ffiし．

海底臨上より治l底上IOOmから400mのl≫Jで熱

水の影響が強いことがわかった．

漢－ 1 過去の銅壷航喝

l 9 9 3年 米（Fl斜主主軒tfメルピルJによる
事前剣道正

l 9 9 4年 Iしんかい65 0 0／よζすかJ

泌総制資（2行動〉

l 9 9 5 if 米E自制貸.＊iiジャイヤーJによる

地l信制盗

l 9 9 7年 『しんかい6500／よこすかJ

詩型統制資（2行動）

表－ 2 海底に績置した畠期観測慣鑓

l. 8己；氾鈴塁首長期観測ステーション
fManateeJ ( 2台｝

（海洋利学妓術センター）

2. 1長期滋I!!ロガー rwaDaRJ(6台｝
（地質純資所｝

3. t華街lill!rl熱酎i!l1測定装置7[ZABUTONJ
（東海大学）

4. 係繍式熱波fil測定装術〈』Ii'.冊i大学）
5. f長期間水浴測定システム［SMATJ
｛海上保安庁水路ml)

6. メデューサf盟然京総迷計（4台）
｛地質純資所｝

7. 活気化学的手法による然水化学変動長期観

対1袋i改（地質店時ti所）
8. セディメント・トラップおよび涜l品］続巡Ht

(4itl C地質湖Vii'時）

9. 1見場自動化学分析装償GAMOSトlJ1
｛東京大学｝

l O.海底酸化i還元地使センサー ｛地質t調査所｝
l 1 pHセンサー ｛電力中央指f究所）
1 2. 濁I~計 （生命工学工業技術研’＊所｝

l 3.レーザーラマン・スベクトル袋線

｛筑波大学｝

1 4 . ifiin軍側ltflatrs帥FARJ
（海上保安庁水路泌｝

l 5.相場i則壬カ・傾斜計｛東京大＇！＇／：）

l 6. チタンt事長期記録ltl海依i出直建計（2台〉
4東京大学〉

．受託研究『鍾カとジオイドによるスーパープ

リュームの形態の解明J

本研究は，m.カあるいはジオイド拠官官を｝目いて，
抜 ・ マントル唆界から地表に~lるまでの地球内部

~Mitiを切らかにすることを閥的とする．

俄近の人工fti縫アルティメトリデータは．ホ
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yトスポットit術111の分術．泌氏員！！j醇の形状.i両

首1などの地怨の!I/;’J首の!ill先にも利HIできるほどの
心WI•えになってきている．そのため．グローバル

なtMi'/iを求めるために人.r.1拍11¥7ルテJメトリ
データをIt；附する・方で.r,':jf;1~のぬn,mカデ｝
タならびに耳U,i桝・総l’ιi.上部マントル税:iil.'Iii 
!!l'附iil.地k華主tなどの作事［！の地球物lll！絞側データ
をmいた総統な術jliを求める．
平成10/fl主は.1:i毎f下城での・官)J異常の以内と
なる泌I低Fmiuを求めるため．品、紡（主のt彬I:•TU1 
データならびにt世MJMJ平・抱妓・ I・.Y'出マントル併
記i.滋j主総逃，地面強気．サイスミシティなどのれ

符¥I世妙、物資Hデ｝タの必械をiiった．また．プレー
ト以倣域におけるブリュームがu;o剥と考えられる
柑太平洋の海消・長主婦・背4重品i従における，，fl)J
データ及びl刻11!する地球物JM！’E日~！Jデータをもとに．

その.l,~ilfrと』量級を求めた．さらに． 典明がJなi制官i

kのホットスポットに当たる大1l担 ff<l1~泌総15・

N{•/ illで新たにねられた~I事物処データ（1{(1）・ 1也

形・地位気）の解析を行った．

,11/ix 111r:1主は.l骨太平作スーパープリューム泌

域において地成物関観測を；だ絡し白その結裂をも

とに．プリユ｝ム起i似の地形．泌11t分イ'fi.地!i障の

roughne時．アイソスタシ－Yl常．海洋プレートと
の.j{Jii.作mなどの，£ず法的なlei/?.を行う．また．
ホァトスポットと中央持l織との相川／ji)IJ ・ 騎;r;~

i主史にl則する定iilモデルを般訂するとともに．そ
の現級の1i!:地球的な：i:c記症を考察する．

・受託研究 『深海蝕射能測定に鶴する研究（lll)J

本日f究Lま．日本J);("f}J研究所からの受託側先で．

j/Jjf.'f.における肱射能モニタリングシステムの務院

をJ並進するとともに.i)l;jfij城における店主射性核lifi
の含p'J)J），／（び分<liについて。 ：ぷI晦峨でのiMl'f.,t，広重量に
よりIYJらかにすることをll的として 平成8年度

かも平成10年度にかけてfすった⑤
ヰ訂正811'，！段から1>irJJ::においては.(1｝放射俊
測定システムの＆t>.!必－＃.， (2) ：ドルフィン・3Kl
a再定系の型車両；，.(3) i晦I手紙験JJ,.び測すまをf，った．
例年度で.3インチ球形のNal(TIシンチレーシ言

ンスペクトルメータを ．ドル7ィン・3K，の機体

の前後：こも芸術したハイブリyド計約システムを製

作．よ正男虫及びi/iiliでのm，払i：を1i'った．また．新た
！こ ~JIJ した，if）；＇＇出の後Ill器I(立．これt」身で独立に派
i耐の紋射能訓J,i：にl'l:HIすることが”J能なシステム
：こなっており。（1!Jflが，tr~IJjされているゲルマ ウ

ム検:11:1.'iと割lみ（＇；わせてl河内に測定できるよう配

送Lた‘；＇tょこL~- 

さらに．平成9年度においてはデータ処恕．解

析の効ホ化のため.1,1'米のDOSによるデ｝タ処VP.

システムに対して.Wind。ws95による処開システ
ムの1*/llとl対wソフトをa島入した．
、＇l'IIXtO<i,JJl'.においては． "kliのシス子ムをmい
た持，11午試験段び湖1i.に自信して．現場においてデv
タ収集．解析が’'Jib起できるようラップトップ・小

't~コンピュータの羽入．ならびにデーヲ収集にl島I

するインターフェースの強化を？？った．また．ゲ

ルマニウム事導体狭山品目の理事入に閥述l,.その

『ドル7ィン・3K：の機体へのl{i(f;Jけ。デ｝タ収

録．泌/[Jなどについての倹討をf'i'い．ゲルマニウ
ム＇I＼滋体検urn詩を実際にfドル7ィン・3KJに袋
!iiiして初挑吠験を/rl、災)Hに｜刻してのf-1主：を得た．

t毎f平級事tm¥ff!f)i'.），／（び湖慌にl比lし．従来のIHJ－，；見
絡の2つのNat(Tl）験mi日を fドルフィン・3KJ
に焚節して行う祖i続判官は．そののJllff.が：M，慌さ
れつつある． ． 経常研究『底質滋料の岩石化学分析・岩石物性
計測のためのまま料処理手法に関する研究」

j丘町i泌／.＇t，；掛1J;のi韮少にi下い．泌氏から多くのl説
it.hi；絡が縁取されてきている．海底の底資自式事i分
析（l世mq,・ iioイt"'f:.定i主i物性｝は．海水の!.'6
Fキ， Mnコーティングや．却l水変質にnう紡土鉱物
の’f・1広匂のi必符を考慮しなければ1＆らず.I穣i：の

,IA科と異なった条例がれi-(f.している．
このため本側究では， Iii&・分析 店員絞までを

合めた.J政f耳J;i;科におけるスタンダードを作成す
るため．船 I・.や隙上i駐車世議施;i',l:における分祈願
日・条例ーの担保 ｛紡1｝.（分析.}Ii鮫境分析．物性よ1

測．火1i!1!N• 1/t術省の!M1可化字分析．結1・鉱物の
,u抗分析，化7i',l式料士号）や．分析のための紙斜｛十
成r,n.，の検討をh'う．さらに米lt4給地獄物Ji{絡や
fl'i上鉱物均を合む成fU式斜を合めたf足取，¥ltf,fの似
（：；.・（；.！f{:) j/1;の倹J・1も針。う．
‘ド成10《jlJ主l;t./Ill＼（された1氏ra式fl（長Hi）の
J民1/J.JHtについて検討を行った．結栄はT臥水をm
いた目見取.Itが．｛山の.tti.xi庇洗沖によるものに比べ

1/i ・t :ll.i;物などの欠J日が）~（いことなどから符効であ

ることが191らかになった．さらに粕：I:
v;むt式料の品早，，，.{1i1,I:.！ごおいて｝立．ィ、彼泌を朋いた
出fU普itがH担h・ 1;1Jr.i1J首Iiなどの抗Jiを附いたliJIll'i法よ

りも安全であり.J巧辺if.l持品／，~もi泣小碓Hfl'.にとど
まることが191らかになった.hまn，凶；料の｛草紙につ
いては冷厳保（i-.続u~uを以みており． 作総ti

，！史料について街皮・，：，総事のmnについてII年1111盆
化をr.!l,i：しヂーヲを泌総している，
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．経常研究 『灘＊網査船‘無人潜水機を事IJI現した
海洋放射能測定に関する研究』

この＜vi究4立、市成JOIJiij足後j聞から平成14《1'皮
にかけてi'iうもので．潜水両日.主聖人治水機に袋備
したa制li:'.~~置のキャリプレーシ ョ ン，官官続、 保守

を1'iいつつ．機縫のf,,J.jーを闘り.i骨~nh.主射能の現

場での：tt測データを!l!mして．放射線強l!!:や桜織
の分布の地質構造，冷湖水．然水との関係をより

IJI舷にする1)lを闘がJとする．また紋射線強度。核

磁の分布のデータベースを作成し．…般に公開す

る．

‘J（成JO年度には， fしんかい6500)JllのJI・測シ
ステムを綴｛精し， M0DE'98の大内

ンドF下i首内＇ mlの拍~:,ii 3 ffi点イ、Ji立の詰崎1,:で測,i：を
行つた．この繍資により．インド洋の海泌がl.Yl:r, 
にトリウムに絡むことえ宇野iしいl/{,I!が判明した．
また.rしんかい2000;.fドル7ィン・3KJに
ほとんどセンサを常縦してill・ff!Jを行い．データを
解析した．

．共同研究『自本周辺及び米州大陸周辺における

海溝型地震とそれに伴う地質現象のメカニズム

のtt鮫研究J
日本l胡辺及び米州大隊賂辺の海鴻峻．あるいは

泌iMより派生する侮1111活断術においては.JI~辺の
隊員まに畿大な被容を及ぼす巨大1也話3・i-'11波 ・地妓
変動などの現象が多く発生している．これらの続

税織のヲ在住から地鍛の舷~.さらにはそれによる

披望書などの事例を絢べ，また数ii!'iシミュレーショ
ンの手法をmいて．これらの狭量良を引き起こすメ
カニズムを統｝的に説明するモデルを渦：'if.する．

以て， 地~災；5の予測 ・ 予防に資する. ；本研究テ

ーマiこ1倒しては，臼氷ー共通のID.襲fi!f究担軽犯であり．

共同研究相手方の米側ウッズホールt面作研究所
(WHO！）のq!f：究者も強い附心を示していることか

ら目199MドのJAMST.EC・WHOI)£)011,(6,l避に於いて

取り上げられ．共同初予E湖l趨として！i訳されたも
のである．

t幅減究l庖波及びそれに付随する綿現象は．読書海
底でのプレ｝卜収量生によって起こるもであり，こ

れらの現象を通じてプレート恩織の実経．プレー

ト照織で説明日1却とない変動現象の解明を行うこと

は．深海府「允のill,裂な匹I!壊の一つである．このこ
とは当センターの長州事業8t1i!>iの中でもli'i摘され
ている．

.... ），，プレートl勾のしかも主任術で起こる現象．

例えば．員~；;',lに励起されて~＇I＇ーする泌fil:J自にりや
それにf'j',’う津波発’hなどの飯合した).!l象について
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は．防災.1：の酷！：／.ゅ、らも防iめてm艇であるにもか
かわらず．解析手法が必ずしも俄立しているわけ

ではなく．それらの側!I!関係について解明され．
また統一的なモデルが1：.制されているとは;'ifい難
ι、．
本研究では.i師t耳科学tiiltiセンターで開始され
たn本州il!I司大地総研究にJJIえて.11.t』事の多憾な
地伐をJf,(りJ.:Iずその発生のメカニズムや伝舗の性
質などを地球物.l'IWNf,i• .I: M伊的見地から考堅持す
る．また．その~；mを現Ut f:I本，制術n4.米4時
間mil中などの波線にi歯JjjL, .プレート境界付近の
一Jillの変動現訟の解明とより完成されたモデルの
隙立：を目指す．

身内記lO{J;l!!:は．附太平t干・米州大I砕周辺術械に
おけるlt!!；浅・i:I’波IJ!I係のデータをNOAAより取得
し，またデータ解析・処vv.・数｛問実験のためのハー
ドウェア（UNIXワークステーション｝を事軍備し

た．さらにif,rnまでの地帯tの倣駿・峨4漬物のIi，！／協・
持政の先生を計算織でi•ilJlさせるためのアルゴリ

ズムの1≫1先にお苧し． 併せて.i盛)IIすべき事例と

して．尚P.!iJ括島t幅域及びニューギニア近海の地JI&
デ－-1＆び白線鶴野E紀織の概略！を行った． 

． 共同研究『黙水ブルームの長期モニタリングに

よる変動特性の解明に関する研究』

然A<ブルームに関する従来の研究は，践例l惚i~
の制約より的知倒的な変動を犯駁するために寸分

なデータが符られているとは汚い濃い．このため．

本問際共，，司liJf究は．従来の鋭測に｝JUえ，活型車計測

!k術をJt;;Jllした然水ブルームイメージングソナー
による長期モニタリング化をわ’い，然水ブルーム

の変動特性を時1日1(J(J伐lill(l',Jに解明することを向的

とし，さらに．泌総械の然水活動が地球環mへ与
える線型車のよりiE織な主主lil化のための観測I.Ii叫iの
総立， l,r;6定データの政jl}• If.仰？をffい，今後の海
滅。f究の'jjjl,jづけをr『I磁にすることをf.l/1'iしてい
る．本研究の：1$施にあたり，然水ブルームイメー

ジングソナ｝を開発してきたRurge時大ヴ・， Wash・

ington大学と共和jでイメージングソナーシステム

の長JVIモニタリング化に取り調lみ．従来より災織
のある泌燦t長期制御l技術を応fl!し観測を行う．平
成1O•H韮は． %センターにおいては， 観測機u昔

を骨，11患に iil,iiはするための投iW•;J4x ~ 1！！の製作を
1'i'った.Rurgers大・"f..Washing！加入：ヤ．ではE提供lに
HUiiするためのソナーシステムのr:1:・4車検討をfiっ
た．また．今後の研究の)jjjめ＂）jについての党；1；を

Rurgers太子'f:,Washingron大？と取り交わした．



．共同研究『伊豆小笠原狐及び関連海織の地質に

関する研究』

平成9年度より3lf.i:lllU次大’宇治狩併究所と！ill
’rl,!i:H電所との:II,(;;J餅火線~の 2 ／ド111 にあたる．本

研究i立以北日本や縦球弧などの大W.itのJ主総では
なく.i蝉符Itプレートの上に発達した./)I !ii小~
11;(1亜の海底火山等の地質を凋資することを長l(l(Jと

している。平成lO lti伎は9年度i“i除./Jl !ii：小銃
mi婚において昨年度 Iかいれい；のiJ'.I熱Ri'［泌によ
るマリアナトラフjt鋭部のI邑質．地球物均等の狗
伐と ：よこすかJlil館行動によるヒ総湯山と面軍総

~繊ii!i級品I域の剣~によるデータ等の解析をすす

めた．その紡＊をもとに.rよこすかJの単独行動
による．般旅.＼＇.~／／~辺からマリアナ弧~t，，揖泌と．鈍1

M起苦椛造線の側側ifij~まを，；，心に地質 . J由形減資を

1実施した． そめ結見l. マリアナ•）Jli.lヒ織にある比，白

欽100mの小ilofr1mがトラフ北端の説仰にしか分

布していないこと．またll!取されたおおは~武滋

と波紋8；伐の＋干,f.iでおそらくパイモーダルな割ii真
を持つ火山活動により形成されたと考えられる．

また．婿l紛起すの織造線のv.Y側には』t併市東方向に
ならんだ小緑丘・i:r,があることがわかった．またこ

の海.fr.HI＞からは1ーとしてマンガン自主化物が十薬取さ

れたため＇ lt絞｛下~己iい火山と考えられる．
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2.海洋妓術研究部

( 1 ）縦要

i1,J I下校術研究舗は.rr人骨？水測従量fl.無人前水
機．海洋観測プイ湾各陣のt幅tN岬l'i船．海洋製ill!
E量2詰の問I~遊びに水中ff腎技術事各争,ti晦洋観測に

共通でill聖書な先巡的』k~伎術の，罰，~を通じて. i苗
I.Y:.ひいてはl血球を担lるための手段を鎚供してき
た．海洋伎術研究官Eの開発したこれらの獅洋側i't

ML ifi1 ド軍機絞殺びに妓術は.i幅1下fl＇列車術セン
ターの研究省のみならず。外部の研究行にも広〈

Illいられ尚いlf悩を得ている．
梅fl：妓術研究:mでは．これからも海底下深部に
ある地球自身の情報をtまる地球深；軍派住紛．術作
を広域に自動的に．鴻貸するl主阪線航行当時無人iM水
機のIN！ヲ！.エネルギーをはじめとする広大な術作

資源を｛j効利!IIしようと喧る沖合得体式法）］1主飽
のl問先．水•I’音符．水中映像写のM鑓後術帥l:lIを

通じt晦t下・I也£tH＇列車術の辿ゴiHこ2寄与する事を目
指している．

(2）プロジZヲト研究

I ) 漆t晒剣n,1船システムのIJIJ先防火
1011111 ：平成2年度から
深t輝則n,1~lシステム1:1.. i骨J底 Fe臣官Eまで晶1n,1
し．その揃nrr孔から1世術~＇：や火成主）~予の以斜を採

取するとともに．孔内で為伺の物I'll.化学計測得

を行うためのシステムである．それによって得ら

れるデータに必づき.mi克会動や．海水変動等の
地味変動に1則する研究.J血妓変動プロセスや1血銭
~’tメカニズムの解明．人l'l1,lとIt.のマントルまで
の！Iii附lによる術作プレー ト巡動の解明．地般内の

生物の保持；と研究等がJ推進される．これらを過し
て.J世緒料学にl則する研究が総合的に促泌される．
深ffl）蝋削船システムは．その中でm~な役古唱をI!]

うこととなる．水面f究はこのような深海術開l船シ
ステムを研究開発する白的でf.1，~2年度より継続

されているものである．尚．年度途中より名体が

地球r.lir稿係資船と：！）：JI!になっている．鴎ー1はl直
球~flll蝋削船システムの概艇を示す．

平成10年l!tは．深i16細仰lにl則する調従解析.i蝉
.&:E胎l仲iシステム~験l置の製作吟をIi'った．これら

の軽量必は以下のとおりである．

①訓告解析

将守：制打•Iにl則ずるM新の技術動H・J. 術作石油1闘

削リグのlll泡状況当事について剣先を行った．また．
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図ー’ 深海蝿剛鮒システt,.司睡眠

1斑泥本にllllずゐ凋l'I:及び：J,験を;li絡し．市販の向
調己処~Jll豊を本プロジヱクトに!llJIJ した41合の1r,1:.:a

！.＇！.を洗いIllし．より持制なデータを取得するため

実験機材の興作を符った．さらに．泥本によるコ

7の1qmにl均し．試験コアの化学分析をIiい. ),~ 

~データの取得 ・ 解析を行った．

②泌底lliln<Iシステム試験機の製｛1'
fi郵~鍋骨lシステム』 とは．泌氏下のJIIJR-f深飾か

ら良質なlit料（コア｝を縁取するため地球深部~

貨車flで使用する『特殊紙斜採取システムI.j¥jj削1濯
の孔を4通IJIJし．孔内のれ械データを，11・測する 『蝋
n，，イL.fSIJllシステムj のJコのシステムから倫f止さ
れる．本システムの訴験機について．平成IOiF!Jt

から‘J！成12年Jjtの3ヶIfで1問先・，It,it・製作及び
試験を実施するものであり. IO IJ,J.!fにおいては．

設計のM鎚データを1説得するとともに.r,システ
ムのII：様．曹を作成し.1,',! ,II' Iこti下した．
③効F事的な細目，，のためのar.験討
平成11年度にllll飴される予定の1血球深部傑先紛
の島本a没計の~胞に当たり．』品本要求条件の検討

＆.ぴIt~新の技術動I••！~;.ilft l,.これを地球i事i官僚

倉庫tに反映させるための初検討を行った．



2) (lrlt!¥'1無人治水機試験織のl崩発

朗1111：平成I0年俊から

l'.l lll!l'l黒人前水機はあらかじめプログラムした
スケジュールに従って．自律してt留中を航行でき
る無人約水機をいう．この研究では.，民・11こ:I:
_f.( 11を示す向tit！！＇！無人治水機紙験機｛以＂ ・l式験
機と船す｝を1刑罰Eする.l<・1において．試験慢は

深度3.500mまで前航『，Ju躍で.3ktのii!li（迩＂で
3制）kmの航続距織をII ~とする. Jl,阪商Eを航行す

るには．向性能動力源とd活性向E航法システムが不
”I欠である.,l,J'I可’は．払df，主席分F担f型宇11也池とリ
チウムイオン三次1官池とする．後者は．倒11航法

で生じるltll.!をM小とするため.Jt.リングレー
ザージャイロなどを割iみ合わせる．また．自動多
段t荒本3主的やサイドスキャンソーナーなどの総測
機allをlif岐して．治水の保l胞や泌総凋資を行うこ
とがで宮る．飢験機は全長IOmの！＇.（＼¥fl 'l'Jで.ff(M 
は71である．図・2は試般機の概念凶を示す．

費•I AUVll!職＠の主要目

..王面肩車車ーす互応
，航続Iii・f日Illl!I・4;t泊にて訴剛刷
, ＊＂＇返 :I) 運航 約飢え ．火紛4',

主＂＂＂lll!*Jli分子盟11n1i泡相岬｝・鋪＂I制定:l>l酌 削船電力..泊治均IW'J予ウムイ調rン三次
電.e

• Oltl両1111111

・航海・8・
，過Ill‘霞

・縦訓織，g

主

発リロ，グレーザ；，.，.イ0・Wドyフラー!lll!.
II IR1;1f寄絢圏直僑II.脅宥傘ーミング穣置.
浪llll.11111令．．，，トランスポング．即SIi

・＂＂レ”・＇Jー後竃＂OUJt・1農水鍵11Ct。。．サイドス4＇＼＇ンお
値．デ・；，釦与カ”’e
’O...fA)xl_St,,(.・...M 温.. ""' 

111・2 AUVt,t蝿慢の慢書調

国・3 AυVil!蹟健楓週間

平成 IO fJc/Jtは.t司・3に榊巡を示す試験慢の
際体及び路上での試験笈般をl.l!.治した．各政測機

a詰の作動繊Ml及び推i畠終的の制作を，I十測した．ま
た．今後．白tit担照人潟水慢の効市的なl叫1!の~

絡が行えるように．邸内外の開発動防•J＆ぴ将来展

望にl周ずる制従を；I.!$草した．

3) 先進的技術の研究開発

l明1111・平成I0年度から

広純なt晦t干の将軍E研究に・l?:・・穏とする.r.震t骨1治本
調佼船． 黒人~i電機. i凡＇＂泌 f下総測機器I＜：.＇事のIJI発
の桜となる)1,盤鋭術告先ii!!的に研究する．

①映像技術に関するill:f'c
TVカメラの映像は．無人保係機にとって水中

の状祝を却lる l二で織もill~な情輔lである．本研究

では．員主S曹の映像妓術を羽入しl!i.i!M~.!iあふれる映

像をオベレーターや研究｝＇｛等にJI,!供するための映

像システムについて研究を符う．本年度は．映像

lU力1民主について検討をii!!めるとともに．映像を
役泌するための下方IN球形噌1111耐スクリーンの殺
計・製作を1Tった．
②動力厳に｛則する研究

この研究では.AUVA,t験慢の動II訴として肉体
自分子劉燃斜電池を相官載する場合1こ必援となる終

科と白書化剤を収納する符泌を開発する．燃料と般

化測はそれぞれ氷点ガスと店主衆ガスを｛古川ずゐ．

本年11:は．水素吸桜合金について調伐．検討を
行い敬悠使館のtit験をfTった．主cf.I{・II立．吸必
合金をぜf:ll}に収納し試験を実施した隙のぢi~外似

を示す．その紡よI!.吸厳性能は災機巡mの可能性
がある反I由i.吸総合金を収納する容2習の問l/ll1.'.iが
叩lらかになった．

草R・1 t,t!'l曹田町外眼
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4) t晦洋観測プイシステムのIJII先
j明IUJ・平成5fl!/fから
本研究開発l;IJ，よ｝；な術洋~1111において．多rot宮i

の海洋データを長期ll:J，線総的．立体的に．かっ
tlit/11:ll:に観測するための．副師洋観測プイシステム
をl問先することを目的としている．

本年度は．昨年度の中前線J真実証以験中断を受

けて．そのIii!鴎である強泌に対する対策を検討す
べく.ir.試験を3陸路した．
①係問予備獄験

昨年lJl:の災誕試験で．プイはほドに非常に大き

な彊u，を受けて本没しそうになった．制t巡;JtのI&
F品のため減速データが符られなかったが．強l/Jか
ら.必at条件を遥かにj;（＇.＇］る泌れがめったむ総定
された．また．流込：3十等の総務は．カルマン渦に
よる鮫動で取付金Jlが絵手~－~域したためと俄3どさ

れた．

そこで．胤湖峻で係m干術試験を行い．プイ11'(
下強力と減速プロファイルの関係が.;j十1);とほぼ

③水中fJ符t主術にI則する研究
水中の・ff曹による通nは．伝送速度が向巡にな
るほど多1f（反射やドッブラシフト得の外乱の影暢
を大吉〈受け.j創立の鰐似性が低Fする．本研究
では．水中での官邸に外l.tが与える彰響を犯減し
て．『羽越で俗鎖性の高いデータ伝送彼術を献立す

る．

平成1011,(!fは.i晦中波ii'I噂符響送l!H主的及び受
Ii?袋悶を製作し.;J.!i晦域でのfJI括計測を実施した．
,na＂は．水、 J!ili.縦約500m..!l!f((ft,J様i<J700m厳れ
た地点に偽装lf'Jを投mして音響による通併を行い．
判事態依ぴ梅耐の反射を含むデータを取得した．写

A・ 21立． 実t師峻試験における汗腎送13袋院の~

m鼠践を示す．

‘ 

a:tt闘車用段lfj隆伶
b:<l'高歯車用位計課件

o:FY9富匝阻睦処置曲

d:FY問中高崎直也通限界誕速
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寓蝿曙U踊に省吋る殴置血量

⑥計測及びセンサ枝術に関する研究

無人前A<機を利Illしたt晦r-t-凋資において。オベ
レータは無人貯水燃の資勢制御などに多くの労力

を要求されるようになりつつある．無人潜水機の

高機能化がさらに進めば.瓜mf!lセンサーと筋性
能コンピュータによる各備の臼動織能を取り入れ

て．無人潜水機の起動制御を高める必裂がある．

この研究では．水，，.での巡動を潟Ml.Ifで計測で
きるセンサーを開発する．平成10年l:ll:は．ぷ中で
の移動距緩r,;a草袋位、の以設計を行った．

茸R・2

浪速プロファイルによる磁力の計算舗と翼謝舗鶴.s 
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ー殺することを磁泌するとともに．減速と係filj院

の娠動のI地係を計測した．関－＂と鴎 ・5はそれぞ
れ剖t述プロ77イルと泌込Sプロ7アイJvによる様
)Jの計算紙と実測舶のIRI係を示す．
＠係官i終決航獄験
-)j，昨年度興作した低締i.ll:Jllのプイは尖海峻
にJ民VIIされていたが． ζれも.r.tat条件以上の11,iれ
の祖i械があり．水中センサの取付金具がlfl粍して
いた．

そこで.！見航以験を行い．低綿l.ll:Jflの強減対策

として．スパイラルチュープの袋純比び取付金具

の強化の効処があることを航総した．関－6は2

ノット1且航時の必の綴動計測給JI!を示す．
@•l•r.:i純度試験機の改浴
中尚紛I~における般大総泌を巡正に；股定で宮な

いため．限界旅巡（4ノット）を段詩：しそれ以I:

の師;f)卓ではシン力ーが修勤し．プイの水没を逓け

るように.j字体を大宮くするとともに．係留銭に

事事形断1耐のフェアリングを設ける改造を行った．

5) 術作エネルギー~JIU技術の日f究開発

期f:rl：平成疋年院から
i直線療'Rlr.J泌がJll.tされてきている昨今.? 
リーンで無尽縦なl'.I然エネルギーの』量JJUがrlぴti.
巨，c'!れつつあるとともに．厳島．へきI世．開発途
上聞などにおいては，附｛涯でコンパクトなエネル

ギー瓜｛である1:1然エネルギーの利JIJが期待されて
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&ll-6 2ノット曳航闘の量的量量動

いる．沿t；’海域において1！｝られる波エネルギーは
そのーっとしてイl効利Illがl明f与されている．さ1セ
ンターでは．波エネルギーを効準良〈吸収して沿

/j！機嫌の平T効科Illに役立てるとともに．淡泊の後
背海域を静包化して． ζの海洋~1111をd量刑漁業な

どにmmすることのできる沖合浮体式波））1主的
『マイティーホエール』の研究開発を附利62If,よ

り災絡している．これまでに即愉的検討殺びに総

尺m1置をIllいた水情実験などによって 『マイ
ティーホヱールl のJ,l;本的な機能． 設inの~全性

及び鋒術性などについて見通しを得ることができ

た． これを)I;に． 平成 111,l.ll:までに~i!o峨'.I!験3主

的｛プロトタイプモデル：I去さS0m.相30m｝のJf.
締段併を終了し．平成8｛ドJI!ょηill泡をl≫lllfiした．
平成1011,sn末に 『マイティーホエール』 本体は
完成し.7 Hに'.I!験海域の三m県JJ:会側州事事町の
Ji.ヶ所湾にl兄島1・！，＼＇，＼＼＇I放（11されやf.j'!,-3）.各I持
般機ll.'Iの調被作業を行ったI監.9 II 10日より'.I!織
を開始した．

'.I!術核実験は2~ ・ 21こ，1<すように．本体の伎町't.

動Ii.係術力.?l!S主誕内外の水位や気象.i師畿の
計測を1'iう．計測データは碁本的には関・7に;i,

すように．得体tでデータ解析・保ffをIrうが．安
全対策JJI；匝ぴ椛載機総の作動状態鉱Illのために．
ー織のデータは解析処埋後．路上計湖水miに無線
Ii;必され状態監磁をf'rっている．また.~を上計測
本怖からは波)J先1tl機の符沿道奴』指令をはじめと
し．補助発電般の発停亡事．所定の1符披担費量日の撚刊さ
を無線遠隔操作により行うことができる．

決験開始後.9 n is日から9H23日にかけて述
鎖的に台風5.6. 7. 8勾が~駿泌域または近傍を

通過し．悶－8に示すように約4～IOmの1β有譲
渡副首が計測され．波力による発泡が峨t草された
(I議ー9). 

写•· 3 災海域寓験開始祖の fマイティーホエール』
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今後.;Iii帯主主災験では告を綴のデータ収集・解析

を行い，本；裟uttの：liHJ化に目処を点てることで総
合的な約作織作のB冊子E俄巡の’助となるように；，1
1｝したい．なお．実t館主主実験では波浪エネルギー
利1自のための応』ll妓Wiの他に．浮体式t合ii手術遊物
の安全性や紛波性能tこ関しでも検討していく予定

である．

6) 術店主設i世!I'!＇£脊システムの研 究開発
Wllll! ：平成7年度から
日本海符有の冬の~節胤によるi也被浪は，日本

泌沿岸のi?i1/.'i活動を~しく制限してきた. iii天時
に店争犠な海面を縫｛呈すること11.特に山形県のよ

うに平療な海降線を布する地域においては校佼

的・絞締約に隙嫌である．そのため．本ii耳究は冬
季の高波浪時においても海底11~P段であることに

務討し．これまで.f!Jfflされていない泌氏を司有効に

刷用することを目的に．日本t輝治l予約に5生育する
イワガキを対象として磁総生産主技術の確立と．生

育装l?t及びE喜朗システムの実用化をf.l指したUII発
を山形県と共同で実施している．

本研究側発では，胞域共悶開発｛平成7～9骨．
J.l{）で作成した生育システムの災用化に向けた改

良をf'iうとともに．イワガキの生慾をさらに解明

し． 縫災の育成.. ｛自最をfiうことにより．日本t帽に
おける治俸皇室嫡漁業の鋲奴lに役立てることを目的

とする．

.I'.＂俊一
閣・10 翼用型渇底段置慰霊育諸積（30革プロトタイプ｝

これらe ’iiliの統’允開発により．イワガキなどの
witまに＇＂脊する水 m,u却の.If.fl{/主持jを際立させ，
if~／.芋資源を強化し．地統総統の~JjにtM抗する．
平成I0fドi主は以ドの却十先l財~をう匙鈍した．

（！）海Ji¥:自究員賞哩ii主資祭i貨の研究開発

泌総紋i蹴哩日生育システムの：1'JllIヒのため， 主主目宮
内の生育詰Rの抗体力学：（（」特性をJ崎べ．システム全
体の規般の研究をl'iった．その結集、生育総のifii

体力学的特性は－I革派中で形状係数は1.0～I.Sの
筏聞にあることがわかった。

この尖験結裂を速に.'.I'：背詰誌が20.30. 50. 100 

≫，で椀成されたシステムの11：様検討を行った．さ
らに， 1:1:ti倹討により関ー10に示す30）.五プロトタ

イプの野細殺計を~»包し．製11' して水深40mの実

験海減に殺f?.Iしてjl"!験をrm飴した．
（？）イワガキの守：明町先及び官成以雪量

平成9ffi！主に投〈した[iii・IIに示す1・司抱生r.n誌
を．延縄式（~下式）と泌氏設総式iご昔日織したシ

ステムによるイワガキ｛投入時1才VDの260日

11!1における成長燃は，延1唱式部分においては30.1
± 10.4mm （印刷成長枇： 115土40μ. m）であり．
従来のt幅低投i政武書留分の成長；誌は26.8土6.5mm
（日m1成長治；103土40um｝であった．このこと

から， f.¥j・地点、に絞i置される終日立はほ陸i係より中
尉織のほうが成長彩がよいことが明らかになった．

なお，各線分における生俊継は89～l創）%であり．
5主有総の改良の結果が認められた．

・’事」ー・τ
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(3）符別研究

I ) ライザ－i'i'にl則する傑僧実験＆ぴ敬動解析
)Dll:IJ：平成101,,1監から

地銀深郷探丘紛におけるlfi~技術としてライ

ザF倒~·J技術がある．ライザーとは．船と街底に
i初出した石油やガスの司書出防止装践とを結ぶ大口
裕（まり00mm）の銅製パイプである．この中をj掛

目。Illドリルパイプを過してJliln，，する．

，；ム‘

ライザ－•盤

tt湖周7ルミフレーム

Ill・ 1 2ライザー，e鍵睡システムの慣恨

-26-

大水深でのライザー銅向，，は． ライザー強度の似

点から非常に厳しい状態となる．ラィザ－tllln11水
深日僚は2.500mだが．このような大水深でのライ

ザ一線f聞は．世界のt制作行油術開jにおいても数例
しかfTわれていない．また．ライザーの強IJUf.舗
はコンビュータを利JI)し．数Iii（解析がf'rわれてい
るが.7!験データとの比鮫はほとんどされていな
い．本研究は.100分のl総JJ!:のライザー倹E置をJIJ
いた災験をfTい.~験データによりまt航解析総＊

を検証し．ライザー設計手法の雌戒を白fl'1とする．

本IJSJ.l!:は．ライザー俊耳目を設計裂{I！した．また
ライザー俊明の水中で併動をl取得する~験システ

ムを製作した．回ーI2は製{Iiーした実験システムの

概観を示す.Jtil!l)IIアルミ7レームに取り付けた
テレビカメラでライザ－g)司自の喉動を鋭叙する．

実験システムのfli動以験を水榊で行い．ライザー
僚制の挙動を磁i!2できた．また．数l{(解析!IIプロ
グラムの検討を行った．

2) 氷t幅峨における無人潜水機技術の副f,¥!
J割問：平成IO年l!.tから
この研究は．地味i品暖化のt臣官警が~計：に».れる

とされる』t憎岐において．黒人前水慨を利)IJして
氷悔のcmデータ．氷川データ及びこ般化成ポlit
などの収集を行う際に必:JI!な，1tilll伎術を剣先する．
前年度までの災舗をもとに．写真4にぷす当セ

ンターの無人詩型水俊ファントムをf/1備し．’／.~5

のカナダのルイサンローランにlfi，践して.9 tlか
らIO flの北側術で無人的水慌の通！/IIをIrった．
'Ff.)'(. 6は．氷潟でファントムを)IJいて．ルイサン
ローランのプロペラを縦揺モした俗 fを示す．その

紡』ll.プロペラがlllfijしていることがわかった．ま

た．氷点下での黒人湖水械の漣m上の問題点が切
らかになった．

耳寓・4 無人増水揖ファントふの外股



耳耳・5北極調で曹人端然織を運用したルイサンローラン
｛カナダ｝

耳寓・681帽したルイザンローランのプロペラ

( 4）共同研究

I ) ）；.涼!Ji縦l.l¥ケーブル黒人iM水機（UROV)
の光通IJの研究
則1111：平J占sq・Jjiから
大水探で草Hf程ケープ）レ｝j式無人m水織を巡1目す
るには．長距織の光フγイパーが不可欠である．

この邸I究は.1長田i雌i'ti岨，.rにおける光77イパー
の総りmし淡白と尚道jj画uを酎f:)'cf問先ずる.4，年
度l立．昨ifIJftまでの尖制を鰍まえて．以下のこと

を~絶した. J品目~置のi't77イバーを収納する光
77イパスプーラの巻きゆるみ防止対策を絶した．

総数のJr;ファイパスプーラを使!11する婿合に必裂

となる彼統袋路の役儀試験を~絡し．良好な結』I!

を符た．災t制峻 （i冨JJ:'.6，似国日m以I：）でスプーラの
滋F&it験を行い．破断せず総りIllされることを雌
絡した．写』't・ I f主総下試験に似mした光ファイ
バスプーラの外相tを示す．また，x容J.1通併を:l!
製するため.t~泌1ヒ（IGbp＜）について検討を始め

た．

写真・7 落下揮下鼠瞳に使用した党ファイパスプーラの外観

2) l'.I劃IJ~水後i間の研究

期間：平成s"Ji/Jrから
地球温暖化のbi!l/,lを’'9i:IJIするには．世J水・I•のY<

俄プJスat湖が'Rtiとされている．この日f1,:l;I.，多
数の潟水サンプルをl'Iill型無人柄本慢でrnit｛し．
f.fられたサンプルを隙上で効端的に分析にできる
探水Vilnを研究する．平成IO年度補正予算でrf'.I 
tr.型無人潟水機（t¥UV）以験機1をIll治すること
になり． ζのt¥UVIこ自動U¥,t(!/Ji,'Iがm-11され．本
年度から＇）！憾のJ雪Jt・製作が始まった．このため．

本年J!tにJ十両していたJllセルを組み込むモック
アップを拭作して．作動試験を1iうな味がな〈
なったので研究を『｜’ti:した．

3) 黒人~l'正俊Jllテザーケーブルのリアルタイふ

カテナリj世;i(！主術の日f1'c
l聞IUI：平成！）ij!J!tから
『ドルフィン3KJのような／（泌式無人隠すE限で

は．通切なケーブルj盤作を怠るとケーブルのりIJIUi

といった事故を起こしかねない．しかし．ケーブ

ルカテナリにl泌する情怖が仰られないため.I地f1i
l立オペレーターの経験によるところが大宮い．本

研究では， Ji銀船の測f•tlo'I軒iにJ&づきテザーケー
プルのカテナリを災問＇＂＇で llt.,i，し．結＊を向t輩l<
’，，ずる妓術を開発する．本年度は．持t定結ll；のIll
/J l,,f，機能の修正をIfうとともに．サーブルまわ
りの3次元非iU'if:if,tれの計算プログラムの開，~を

ill)めた．

,J ) ケーブルの12れ特”を~I越した無人l:it:l'i機の

幼ヰ’t'1'1過l!II技術の研究
i岡11:1：平成9!J,/J.l'から
t時近テザーケーブルのt幻1不動がある限度IE似
できるようになったため．ケーブルキンクといっ

た、Ii放はほとんど泥’邑しなくなった．本研究では．
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さらにテザーケ目プルのl2れ特性をm資喧るとと
もに．ケーブルの12れ特性を~~!tし． ケーブルの

絶れlYifi1をM小におさえるための研究苦行ってい
る．

本年度は.1if1年度の結裂をもとに小型直~引を聖書

作し.12れ；￥／t.'l lili I I：に閲する実験を1'rった．その
紡＊・捻れ品Hfiメカニズムについて新しい'AJJI.が
1！｝られた．

5) 深浦成illlll'l:.観測のための『かいれいJにお

けるJ'J動機紛システムの餅究
JUIU:I：平成IO lJ,J！：＇.から

この研究は.rかいれい』による硯測機R持のa!Jll
が波浪などの環皮ドでも.i!l!!IIに必1c!な効製的な
,i! ... ＇.（保t,1).lt.ぴ側錦町i行が”Ifillな自動総船システム
を問先する．事成IO !Ji！邸主 『かいれいJ自動燃

船システムを仮設i挫し.i¥l'.J動機船機僚の検，E正絞
殺を;I!施した．その紡＊・主主浪などのl,:11立下にお

いて、システムの布mrtがよ去された.1.j.tf.. 8は．
「かいれい』での自動機船システム仮設i泣の鼠l＊を
示す．

茸n-srかいれい』のa動館館システム仮ti置風景
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6) 圧縮可百%を,4'1))11した海水汲みJ:lft:止術の日t究
開発

』011111：平成8lf,/Jl:から
この研究は．波力エネルギーでj!fられたn，総q

%を利Ill して．効市よく rm艇に~WA<を滋み I：げ

る絞1fiを開発する．本年Ill'.はが＇l{f()JtまでのJI,健l'C
泊の検討結』llを際まえて．以Fのことを'J!h匝した．
n：緒r？.＇！~1iz: 』担HIIしたほ射水ii.!み kげシステふのよ

卸水榊：~験を行い． 災計師峻;l!験をffう I二でのIMJl'.I)
点を初日Hした．この実験結JI!・を｝！.に句%と水の混

合前の係わる；~~珂！請の検討を行い. '.Mi蝉域胤挽
システムの数航J十~技術のlftl先を実施した．

(5）経常研究

I ) 古書泌TV鋭測機1日ランチング・システムのIJII
J ! 
JUllill : 

この師F歩EでI立－ 経常研究で，~，~した fi?;lilolfl小
野TV観測憐I を白人榊水船にIn~して． 尖術域

で使)IIするのに必~なケーブルリールや絡納1主的

などからなるランチングシステムの開発を1i'ぅ．
本lf,f!:'.は.li11/J.!Jjfまでにう曜日：したランチングシ

ステムの偶成主起業について作動雌絡を行った．ま

た../i人？貯水船で使JIIするための安全失.・1を軍司11,
して．全体システムを組み合わせた総合i刻扱 － ~

flit鍬;lg以験等をIrった．

2) LE Dによる非指触明データi岨1:tに｜則する由f
先

IOllllJ：平成9，，，，症から

この研究は.LEDをして抽i’，.J日のJ仁被触明デー
タ泌(Jの般討をfjい.Hi水訓l'l:船などにI持峨”I能
な3主的を開発する．本年l!H草川年litまでのお側
LEDの純作：illj{iにJI,づき．システムの倹.H.lkび物
~特性；M験を1'rうとともに．近,/j;外線を4同1111 した
Jドt量触品j通，，n者約の倹討をfrった．次に．近./Jl外
線を利JIIしたJf.l量触耳目泌f:t1主的の投，ltをfrい．制
作を開始した．

3) ,i~1i傑{iソーナーによる副n~i:aの側先

10111:J：平成9lJ!lfl'.から
この研究は.111t11!t1無人H1水慣が隊宙となる物

体苦ゾーナーで2e却して凶避する手訟を開発する．
liiJlj!!Jl:までの;I!縦を鮪まえて．本年tll'.は以下のこ
と岳災絡した．ソーナーとi',iH?：終的をI産総するイ
ンターフェースを紙作l,,;tif中’l絡の凋？世をfrっ
た.~両3'):袋町tに1,1りを取り込むソフトウェアを以



作して．プールでf1l動状況を絡絡した．

,1} 『しんかい6500』のJftil!:機器t淡i自の性能向上

に附する研究

期IUI：平成I0年度から
この由f究では． 「しんかい6SOOJの．俊敏なjl!!f))

ゃ，：'r,1./fな｛立目立証話勢市j御を可能とするw.泌機縦終的
にI則ずる研究を行う．本年度は以Fのことを災施
した．平成9年度にプロジヱクト研究で健作した

スラスタ（DCブラシレスモータ駆動のダクトプ

ロベラ｝の水柵試験をffい．その定常将位を杷縦
した．また.ID水船の巡動を計測するセンサユ

ニットを号明日・し.rしんかい6SOOJにこれらのセ

ンサユニyトとλラスタを試験的に銭面目して自信削

減紋験を行い．制御手法の検討等に自生するデータ

を得た．宝／.）耳・9陪.rしんかい6500Jの上郎への
スラスタ取り付けの状況を示す．

5) 無人i同水憾UROV7Kの巡Ill技術の研究
期Ill］：平成lO lf!IJl'.から

この研究は.UROV7Kを深謝域で巡)IIするため

に．綿径ケE プル方式に過した巡JU技術を俄立す
る．本年Ill'.は，ri,tr-,rに敏Inさせたシャーシ当事を修
復し．テレピ力メラ湾の観測務院．制御機；訟Ht.び
スラスタミ撃を機体に：~貸した． 水情での作動試験

後． 『よこすか』を利JIIして水源100m,I刈lOm,

2，似l()m の2日航以験を~施した． 写~・ I 0 は. ~

泌域においてAフレームタレーンで吊りよげられ

たUROV7Kを示す.81航試験の結よI!.~海峻での

巡mにおける1r.1J1il.''.-(t)<IJJらかになったので．対策
を検討して来年度以怖に改良する．

6> 1a適j字体舵i世鮮による紛包泌波jl'j成システム
の儒~I開発

l明lfil：平成9年度から
この研究では，拍~I帽の複数のJ字体をM過に配鉛

して．その持j峻を.r,I：！化できる紳fl!海域迎成筏術
を榊築する．また.i字体による物思la!Jt彰轡の1巴
悦もIrう．昨年度までの:J!鮒を防まえて．本'ls!lt
i立以下のことを実施した． 飽数のf事体を~II'<した

則合の紳ll!l.fl:解析下訟の地論的検t,J＆び1質慰実験
をffい.j字体群後1n去のエネルギー収Ji.と透過継
の,i：沿的な倹討をfrい.i字体侃胞の変化により．
透過I艇が1/2以ドになる配置虫があることがわかっ

た．
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写E・9rしんかい＆町”。Jのよ揖へのスラスタ取υ付げの棋
況

ヨ,J（・10 Aフレ－1,.クレーンで吊り土げられた
UROV7Kの81量

7）必応分解fill述短絡泌氏際資ソーナーの曹f’:it
JOIIUJ：平成9年度から
本側究では．衡騒などにl昨4置されているI嗣口合
成レーダーでmいられている附IJ合成の手訟を
ソーナーに適Illし.If｛，分解1慮ソーナーを;I!絡する
ための必俗的研究を'.l!絡する．品！.本lf.lJl'.は研究
を『且休止しており平成l2 lj,J.!l:に11lJJIする．



3.海洋観測研究部

( 1 ）織要

平成10 iドJi'.の泌／！t観測研究都の械製

地球表面のが17剣を占める海洋の実体を地球（~）

規機で解明することは．地球環境変動の解明． 予

測のために不可欠である．このため， WCRP（！世

界気候研究計酒｝のもとCLIVAR（気候の~動静i

性と予測可能性に関する緋究）， ACSYS （~t噴気

候システム研究｝やGOOSrn世界海洋鋭都！システ

ム）などの海洋桜前lのための悶際プログラムが縫
進されている．

海洋観測研究官r,は， これらの鼠I~プログラムを

量産まえ．主として北太平洋及び北側海におけるt幅
減税積｝研究と観測に必婆なf支持i開発を権i草してい
る．部としての主たる鈎的は以下のとおりである．

( 1 ）観測により．然紡峻でS面積された然が揚洋と
大気を通じて， l1P.然干昨峻， ill帯域， E五2事m域？傾
城へと同時次総送され.!Ji!散して行〈泌総を明らか
にすること．

(2）これら観測データのほか，積々のデータを利

用して全球モデルを開発し.i苗1芋及び海上大気に
おける大規織の~動が余地隊(J(J規僚の気候変動Iこ

及ぼす彩轡の解明l.予測をめさfすこと．
平成10年度は前年度に引き続いて.5 liJI’先グ

ループの分般により．熱線wi霊感から北縫域にわ
たり．水・然及び品（~を中心とする物質の徹底観

測を店員織するとともに．必婆な鋭311t:主術のl瑚発や

モデルの開発も併せて実施した.~研究グループ

の活動状況は以下のとおりである．

然稽駿~ffl.当する第 1 研究グループは．組審i熱

帯f/ffiili峻においてトライトンブイをPH~. 成附し

たほか，船納による観測と併せて獅洋精進弘、動と

熱の謡M.発散i晶限の観測を行った．
R聖母．帯？媛を担討する第2研究グループでは．音
響トモグラフィーシステムを重量然持続から然保駿

にかけて縁側し．この世話域の浦洋精.ii'i変動の~Wl

Z史演！を行ったほか．県1制続淡島Eを中心とする然i鯛
岐において．船員自やブイにより泌／！（＇.栂.i.ti炎、動の観

測を行った．また．このグループが中心となって

全走者モデルl蝿発に向けたモデルf)M~も進めている．

~t蝋峻を11:1労する~3研究グループでは. lt相量
海の永久総氷上に氷t毎月1自動E草加lステーションを
al!'能し， t雌氷．氷I気象．氷下の通年観測を：?Ji施
してきたほか．米鼠lやカナダ君事の伶氷船により永

久派氷峻やft不にiftj氷が継島幸する縁拍i械のilrn11を

災1麗した．また．ユーコン州旅域における本文観
測も実施した．

大気～拍』tfflij相I!~:If Jllの鋭似i研究を担J＼可する首3
4研究グループでは． 形成l1 年6flに赤道のナ

ウル品川辺海峡において~飽予定のロ：l際共間観測

にf/1］けた事前観測を．赤道成及び1持病；;tf/百語，，可辺t蝉
竣において~Liliした．

紙袋続減及び然得域の炭衆彼療過l'.！の観測を担

当する第5研究グループでは.』t太平洋減を中心
に，紛鮒観測のほか．セディメントトラップの長

j朝日党総などを通じて.i師中における物質の鉛街愉

i基観測をIiった。
これらの銀総の多くは．主として米凶を中心と

する外側の併究機関との悶際共J;)Jとして災施した．

さらに，上i犯の創世ピII十似を補完するため経常申f~.

特j)IJ/iJf＇；先. j色J吋研究，~託制1i.などの脱究もjli;h/i

しており，研究テーマの総数11'20テーマ以上に

＆ぷ.!11,1々 の研究の詳細は以下に述べるとおりで

ある．

,fi 1研究グループ

プロジェクトli)f究

然得点i草域における観測研究

太平洋然待赤道峨は．太陽からの放射然を般も

多く吸収するifij域で．ここで吸収古れた然は海洋

及び大気の巡動などによって中総度成・e宙線/!i.峻

に再配分され．地球の気候を1且E震にしている．特
に，尚喜~然有F太平洋綬は．肱界中で織も暖かい潟

水（暖水｝があり，エルニーニョ／1朝方銀動（ENSO)

!Jl象に代袋されるような気銭安動を引き起こす大
気・悔ff現象が起こる場所でもあり．地球i晃被の
気候変動現象を解明する鍵を怒っている黛袋なt幅

減の向。つである．この海級において，船舶からの

水温・I草分計測.q11l1j係官｛ブイによる減速鋭測．表

l酎係官tブイによる海上質i象・水池.!ti:分のl時系列
計測を行い，それらのデータを郎いて， t会~t，宇のj1Jl

動や然愉送．大主｛海洋側si.11,m ＜大気t面停聞の
熱の移動）などを解析している。

本研究において観測航泌It.NOAA/PMEL及び

インドネシアBPPTとJl:raJで fかいようj により

2問。 fみらいJにより1則行った．それぞれのク

，レ－ズの概裂を袋一lに示す．これらのクルーズ

において悌一 11こがす観測点にてCTD観世ll｝.えび係
叡系の;i';l'訟・問収を1'iった．なかでもfみらいJの

航海においては， .!f・7車9｛ドl主にJJ開発したトライト

ンブイを＇ JI！総14 7 I主の北線5佼＇Jt総2！主，1軒
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Id，プロジ，.？ト釧官 m・4』通！•ll:tJIIる圃a蝿，＂ にて省‘し丘四個鴫悔の・.
器－Iプロジzクト踊究『鮪得総量単に省ける眠濁踊llJにτw睡した岨湖院自聞の蝿聾

期01 IOII 得IU! 係衛調島 c-m,cm IJU・
自制地t蹴LS- 1叫15.0'•11 かいよう ゲ7ムー• t ,-•-J(ラ， 7トラスプイ1t胴6"・ ..収宮崎．情＂ 2噂 3 •. ... 

,¥DCP:1( n掴$嶋．制射4踊

IY附01.:≪,... 1.，：神店主位 rかいようs γ＂・＇＂ .パうすー・パラオ アトラ~プfa・2>1.H(l2砿 I 2 % "1 
,¥ DC Pプf.I.Ill I >!. id眠2>1
~肉U毎週おプィ1111I a‘ 

仰”。L師、開岬OJ.JI みらいI I＼／＇『ゲ7ム『ホエァ，『 トライトシプず’.111111 .i,点

'b-?-F開 アトラスプf1111411判明dA風俗ItI U 
ADC Pプfn111 >1. ~m l揖

10・N-f ノ ～，  
・ー

．． 百】目q。コ” : V ( ···:l····~· ＠ ． ． 

－ 合．． ＠ 事 ＊ 

0・
． 

ー ． • 
~ < ＊ 

同 S戸了
。
~ヘ入 、＇＼

金

'? ト？ 可、
110・z 120・E 130・E 140・E 150・ξ 160・E 170・E

Longitude 

TOCS Observation Are。
図－1 ＂＇尿 10匁置に真範した酷梼~道場に省ける3自のクルーズにおいて行った嘩圃・ CTD観調屈 （－IIJの，gr：檀融のクルー
ズで量掴して問調をIi－：，ている）. • .O:lt CTDJXCTD ll酒属.oはTA町ON樺留a草食ltATLAS(I留点.xriAOCP ・涜
向車通計プイ係留－~を吊す．
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図－2 赤道よ東111S 6置に鵬関した膏曹式浪向ill通計で観揮した軍西淀遺底分の崎聞置勘.Iii抽出ホ漂である.iEの値目東向倉
海~It聴する．

総5俊のatg .'!.1に/J~l»I した．これらのデータは来

年度以降センターのホームベージ（hllp:1/

www.jamS1cc.go.jp/j:imS1ec/fRITON）において公開

する予；主である．
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これらの観測をi画して興味深い紡栄がいくつか
1!1られた．まず．亦・.ill上京総I5 6皮に股l用した
飽t'i披式減速fft(ADCめ から符られた剖i巡変動i滋
を関－ 2に示す．鈍色より暖色のものはll!向き泌



を；，－す．すなわち水深150mから200mにか

けては常に京1••1宮の骨量れになっている．これが赤

道ilt縦である．この11:illi/t泌が.I 9 9 8 (J，＃以
降に火災強くなり（JI、j!.l!,Jifof泌l111/S以上｝かっ

ifot舶が淡くなっている.I 9 9 4年に絞測を開l始
して以来ぷilli持縦の強さが封、'J(.l!,J航でIm/sをAts
えたことはないのでこの現象はかなり特鉱なも

のと考えられる．

また.1999ff'.J Mから211にかけて 『かい

よう』をJI]いて行った波測航祖iは．拍ill宇観測デー
タのqιi峻とも呼べるセレベス海を合む海域にお
いて；~h臨した． その結＊·フィリピン共和問ミン

ダナオぬそばを泌れるミンダナオ様面白の分岐・lfi

伝~'Hl！舗な附浴が，泊された｛凶－3),

·oc乞 ＜"'r·>• . .，，‘ 

， 
。三戸寸~

n ""' :r電 網”・3・、
~。・－

⑫句’o “》，

lll-3 I 9 9 9匁 21!にIi －：＞~rかいよう』クルーズにより
術られたセレペス調車tf.フィリピン1舗の浪速ベクト
ル国．

経常餅究fトライトンプイセンサーのf判的手価と
計測データの訴価J

可！1,£9 年~よりトライトンプイの巡JIJが開始さ

れ．その計測データは研究lI ((.Jのみならず.1.ι〈
気象予輯lなどにも布鎗に利用されることが期待さ
れている• JJU：£は．検定方法などがまだ未雌立な
センサーや．下法が錨立されているがさらに滞納

Illな検定が必ボされることが干怨されるセンサー
がある．本研究開発では．トライトンブイのセン

サーの性能評価とデー？の品質への援符を犯泌す

るため．検定刀法が鍬立されていないセンサー

(r，羽鼠，it.伝潟阪府.fl射百十｝を中心に．トライト
ンプイのセンサーの性能持舗と計測データのaf舗
をl'rうことを目的としている．
事成I0年1ftでは．トライトンプイの絞限，.，，こ．

「みらい』のフォアマストにトライトンブイで~Ill

しているセンサーとJoiI唱のセンサーを取り付It.
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プラットフォームのi畠いによるデータのi畠いにつ
いて験討した．総JIH立．それぞれのセンサーの混
として利意な！.！は仰られず．プイによるデータは．

『みらい』上でl!ll担l的な状態で得られたデーヲと大
Z!ないことが和！った．
また トライトンプイの見直JIIのri•I後に行う検定

データの解析を行ったところ．水中センサーの水

iUセンサーは年，目121111<のドリ7トをおこすこと．
伝滋皮センサーでは.Ii(分鉱で！f,fill0.024psu綬If::
のドリフトを組こすことが1'11った.，.~様に．気象

センサーについても．トライトンブイセンサーの

検定自体の続If:;の持組j.プイJit.・1削とil'!i代後のセ
ンサーのドリフト詳備を行っている．

ここで紛られた成米は．トライトンプイによる

I配給データの品質官邸に’I，かされ.i主t.!されてき
たデータに者し必しのフラッグを立てる刷合に役

立つものと期待される．

『 ト ライトンブイネットワータのf»I~笈編J
センターでは．エルニーニョやアジアモンスー

ン等の気候変動に側わる術作徒動研究に脱するた

め．海上気象．水中の温度.Ii(分．話rnrをi止i聞に
わたりt目測する彬伴観測ブイシステム｛トライ ト
ンブイ｝を開発した．

過去2闘の実:if'A!験を経て．事成1or,,311. 
I !j!JIIJの係仰を阿術して例措置点字作Iこ4J＆の災機

ブイを設臨した｛写Jl- I）.しかし．係伺から

茸耳ー’ トライトンプイ＊’・



3ヶII後の6,.,. 草事自陣中の41在中のlMに通(ii添
トラブルが先生し．修復のためf"I収したところ．

プイ本体内下の係似合以に羽しい縦食が認められ

た．他の4 ）..~についても測資したところl•l憾の状

況が銘められたため@J収することとなった．

この凪｛倒を調貸し．早急に対策を立てるため．

fトライトンプイ巡Illプロジェクトチームjに「胤
食対策特別チームjを兜Ji!させ．外織のぜrt章者か
ら偶成された『トライトンプイ縦食対策卯1”1置を民
会』をIAI似して検討将舗を行った．

脳食の：E闘はプイのステンレス本体と山下にあ

る鉄製係官i金Hの拠純金側娘触による屯気胞食で
あり．加jij[~闘としてステンレス本体の倹伎の出j

拘置，む宮HIしの鈎パラストの(i(f..さらに， ；1$81正
災験機峨｛小~lh!JIW，許I’｝に比べ約 I O IJ匡C;r,;ぃ
,/,1道械の水泌が. .\'4純金属！Illの縦食lU械をt~S 0 

%1明大させること等が判明した．

この湖妥結』粧をMまえ.G/j食対策として．見極

<P.1'11!111の絶縁．フェールセーフとしてプイ本体へ

のアノードの取り付け．係官I~共への十分な7

ノードの取り付け放ぴステンレス本体の倹銭前l舗
の!!Ii11：のためのドj也処iViit.の改涛匂を閉め.Ii! 
•,u式験にて効泉を磁認して. 'J.!機鍛作へ反映させ
た｛随一ゆ．

.. 時＂＇

宅整主ユムー山.／

.災窃

ブイ本体構ii（ステンレス鑓｝

医歪豆珪豆三豆
，；；；：石石コ；民情鍋｝

す雲墨
面世世凪〈胆’R鋼｝
撞帽h'l'＋筋量アノードl

ワイヤーロープ＇(l.•l却刊

図－• 筋量封療
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また.I叫収した水中センサの取り付けi(7Jl,の一

郎に強潮流による煽動による舷仰が見られたため．

係偶然の即i鋭対lfiとしてスパイラルチュープをワ
イヤーロープに袋持するとともに．取り｛・Iけ治H
を改良した｛儲－5).

C;Tt:，・，．”附拠181

・智；，・ヲ胸定方＂

‘~＂ ・・・・圃．
，、偏2'.:AW，・z

盛題。ーな崎柚
圃圃』『4・一. ,u・＂＇‘・・・・ k
= CTt:,'ta’＂＇＂＂伺

苛ー一ーJ

種調

国－s凪付抽貝の改良

これらの対策を絞り込んで.,!<lドIf.£は・J.i機プイ
をI4 l正現作l,.‘J!1,£I I 11,2 II～3 IIに 『みら
いJ航海fMR”’KOIJにて＃辺自師械に9必設IllI,. 
t面持観測をi時間iした（リ貞一2). 

写R-2 fみらい』とS書置したトライトンプイ



観測デ｝タ（風向｝且i弘滋l立．気ilL~ミHf. Iむ

:ill，短波放射1xび水浴．伝通事＆.減速データ｝は
アルゴス~iliH坦｛白紙Lilにて. I 時H:JfiHこセンター
むつ、：fl務所のデータ処VJ!システムに送られ，品質
チェック後データベ←スに鐙鈴されるとともに，

米自ENOAAのPMELのWEBJnデータとして1日

平均値に＇.！！： I揖送付されている．
来年度早々WEBによる観測データの公！眠を行

うよう織的i中である．

然高？太平洋域の中廊及び宮署~it.inの紡浴とla:Jl!JJ特

恨の解明〈共同研究）

本研究では．船舶及び係仔i系をrnいた海洋l!!官II
により．太平f.'f.の然滞緩における中派胞の端iれの

係予の蛇：継に賀市Iするこむを8的とする．本初予ピ
は．』巨大海洋研究所とiltJaiで~施する．分担1とし

ては.i蒔I平科学技術センターがニューギニア治結
を北上するi朝磁中j濁水を，東大i(rj/:下研究所がメラ
ネシア泌盆を通る1/llR水の説iれを観測する．なお，
本研究は平成101FJ.互に始まった1frt日以泌である．

平成10年Ill'においてはプロジェクト研究 f然
m功：道における観測。f究』におけるfかいよう』及
び 「みらいJをmいた観測fli[i(ijにおいてmw波式
統rt』縦総合計を6lJ,J民｜則した．その1JJで．縦波社主式
耕i停J出iifilSi-の｛也に，中1M水の波れの変動を観測す
るため．ニューギニア沿伴のiti総2.5!ln!I＊主14 
21.Jl:にアンデラ式指定I旬縦、造計を41.t（成総500
m. 700m. 850m. I. 000ml.泌ill上
京総I4 7 I~の2カ所の水深 70 0 mlご！”lじくア
ンデラ祈ii何税i巡！SIをそれぞれUl係官tした．平成
I 0年度2J守のAil泌にてぬ！Jillした赤道上m経13 
8度のもの以外は平成1I Iドl.ll'.のj'JW\l~t彬1：てIm

;JJ(予定である．

当ヲ2グループ

プロジェク卜研究

(1）海洋音響トモグラフィー技術の研究開発

。t究l町l:ij: >fl I正光年／JI:～平成II年Ill:
本側究は，地球続般のt師t羊炎Jl/J現象の』￥／IJjに資
するため，海洋盗事時トモグラフィー技術（海中の

色々な告の伝わり；与を泌ベて.l](i，品や耕iれの分イ'fi
t予を測定するIl'波CT技術｝のfpf究開発をfi・い，オく
括4や揖tれの分布のJ五成・立体・問l時・述銃器Jij/Jを
可能とする1!I!怨的なリアルタイム紡鮮日』測システ
ムをOM~ ・ 1軍備し．太平洋における気候Ml:Wi総括II

f~I炎の－－~として，拍ii1'字音響トモグラフィーシス

テムによるm，点泌域の級測を行うことをEl的とし
ている．

。縦製

品ド成JOiJ,JJl'.には， 200Hz送受｛百システム5l【の
保守宅露首iiと…f問機後強化を、11J,Ji. I O ｛ドIl Flまで
にh'い．かいようのKY 9 8 -I 5 高，i;if,jにより中

郷里主－：i；太平洋に200Hz送受偲システム5l主をおtii:i
し．平成10年12月から2if,Jlllの百十飽iでトモグ
ラフィー鋭fl!IJを開始した．

200Hzi語受111システム8l是による品、新皮200Hz
if,j rt資事告トモグラフィーシステムを完成させるた
め．平成10 {j!lJl',i1三次補ir.予'Jftにより認jjJされ
た200Hzll<受信システム3援の製作に滋手した．
トモグラフィー観測データを一元（（1に管理する

ため．後1Jなデータベース総鋭機能を符ずるデー
タ管雌システムの製作を行い．迎JIil解析システム
の俊能を；；霊化した．

さらに．ウッズホール泌洋研究所と共｜古jで災絡

している！日制統制t主主トモグラ7ィー観測のために
ぬぬ)li方術域に平成9ii' I 1月に目立i躍した400Hz
トモグラ7ィートランシーパをlJl1,J( JO{f 7舟に回

収し．データ解析をl持l始した．
~滋によるグローバル泊ijftijl測を版製する悶際

シンポジウム『泌ff.l:f符トモグラフィー・99JをふJL
成11{io 2 fl 8 1:1から』 01'1まで3lllt:Wll fillした．

コンビーナは主主h'ii尚宏泌洋観測研究部長と Dr.
Andrew Forbes （泌1H.CSRIO）で33fl：の研究発

表があった.i(百外から25名．凶内から約50名
の計約sor，，の主主加が得られた．

②針t進休日JIの~JI!
平成JOiJ, 12 f.lにifijf：字。移トモグラフィーシス

テム,ill)IJプロジェクトチームが発足し．海洋音傍
トモグラフィーシステムの辺川にあたることと

なった．これにi宇い，加j作待望Pトモグラフィー校
術IJ!l党プロジェクトチームを解散した．

C争中泌然、m太平洋トモグラフィ－BQi,,
(a)EHl均

泌1平ー古物トモグラフィーシステムのJよ成立体問
的illa!JI謹rtを利Ill して， l':lf·t~ll!線付近の大平洋

然椛是正を輯rnimi級として．エルニーニョ現象に伴
う桜i穏な水浴シグナル， ーJ·{J,Jll燃変動に.i[(~な子

午百Ii循環および＇＃J!'!不安定談JllJ，などの斗I};Q綴1児島t
を観測し，エルニーニョ綴象の機梢鮮明に3需品Iす
ることを問的とする．米岡ワシントン大学応刷物

型l！子学側究所（APl.rUW）との共同級究として中書II

然~if太平rt トモグラフィー鋭測を1/.il血する．
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討＇／!., 1:二．

キリバスに~！、＇，r.・カ：：11悦し．政府機関のl対係討
にトモゲラフィ－－目l，倒的！I午j/!I.びむlilについて.11

'~I したー

(d)2（附H死活'.>ti,tシステムの然~ii .際青色・.強化

2印刷zi基：完I.;シス子ム5λLについては. 2句，fllJ

のiii税制il!:J!こ耐えられるようにJ,r;本的な終t絡を
fjった．
また．トランシーパ本体については.iE餓な信託

述観測に必iJ:(なJi;Jll:i送受泌総能を実製するために．

5係1iliのI0次のM系列f;P}を将人L..I司自寺に受
i虫データの）；.’r手；，Hヒfこiii／えて1付桜IID Dをこれま
での2GBから9GBのものに!l!新した．また.G
p Sの20 0 0 (1'.1::1近jに対処するため.i幅j(!lブイ

のGPSJH試を 20001J·・＇ Ii＼］~対応射の）.~桜に交燃

したる

(e）トモグラフィー鎖的のllll/If; 

if•iff ｛＼＇符トモグラ7.（ 日ンステム5泌を平成l
01Jc)2)!231 iから、！完成ll {t, I JI 3 1:1のi::1に

(bJi!m1海域
・f'f,j(tjj店!',;ll立.(';. ｛.ピそのものなモデルでも1i.ll!.¥lj 

データからもlif，，泌されているがーその＼;Z}/1］につい
てはlj]!l'(tでtまなかったsしかL Gu and Philander 
( 1997）が然，：；。域とゆ必給1主主主の大~U：海洋のら1合

系がヱルニーニョJ｝！象の十時＇lll検変動を引き起こ
すという仮説を悦l付するにいたり．その，fl＇.減ftが

必泌されるにいたった，花火・ドj芋におけるf・fl'波
限変動との~えられるためこの似必の低公．な~

必である－（・’l寸前循環のうち.IH、I変!I!線付近でバ
イパスする線路の作ffを検，f1Eすることが必渡であ

る． ζのため．トモゲラフィーシステムはこのi時
域をカバーするようにJ~IJIIすることとした＇ Ji＇・Ja;

な必i~U!.iま．スクリップスi持f下宿t究所から人T・じ

たi時折の2分メッシュのif1ifば池j醇データベースを

以！こik；どした。

(c）関係行への凝191

l'I ,t，よかっおまぐろ漁業述合会．海外~1絹if.!；＿~協

会。近t毎かつおまぐろ級::ll協会｛也の漁業関係討に
もトモグラフィー観測について．説明し 協力を·~
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中1部然m太平洋に役目立し，約2年にわたる必）UJ削
減を開始した．

トモグラフィー観測は問的i重量主モードlBと阪
次送波モ｝ド1闘に休止モード2臼を組み合わせ

た4日則｝明の観測を実線iしている．施1次送波モー
ドでは観測データは海面プイをmいてリアルタイ
ムで陸上に送信されている．

(f) i蝉洋鶴測

200Hz送受俗システムSU紋白後， CTD磁波11主
ぴAOCP減速綬測を行った．これにより，この観

測海峻における赤道治滋．赤道反訴i.術品，，Jlii録制i,
北iil¥、道海流を反映した．海洋精逃の初期般が得ら

れた．

ωデータ解析｛水温分布の変動）
il!3!1i帯域から路上iこ送信されてきた観測データ

をJ.tに．トモグラフィー解折を爽施し.i/J;i道上と
北緯13.6／~の 1 9 9 9年一月中旬から2月中旬の

平均水温データが傍られた．赤Ju上の水iUでは!IS
験開始限後の1月18日tf（にー時的な水浴の上鮮が

硲総されたが.2月初旬には水温の低下（200m昔話

l主で2/J{程度〉が見られた．この1ヶ月Hllを通じ
ては， iJJ＜道上の水継が徐々に低．ドしており．この

変化はラニーニャの特牲を型更すものと考えられる．

米悶の観測プイネットワークによる何時JUIの水滋

分布の変化と比鮫しでも，良いー殺を示しており．

この時期，この海械はラニーニャの特徴を示して

いたことが隙t草される． ー方.~tSI，占 I3.6!lU車線上

では，このような変化は全く見られず．ほとんど

変化のない状態を示していた．

海洋自動観測妓術のf~I究開発

li!!l\'I鋭校の大気・溺rf.ll(:~Jを解明するために，

i!!i:.t •H字域の滋弘t燃が指織されているが．当該海

域 0,1:(経135• ~t総20· ）は／.U抱lのもととなる北

赤道機流の慾裂な観測地点、であるにもかかわらず．

織統的な観測データが不足しているのが現状であ

る．

本研究では，これらの総裁での述統的なll!~Jに必

袋とされる無人で作動し長期間にわたってデータ

を収集するエネルギー自給観測を~.むをIJ!l~ し．日
本la陶立自の沖ノ）｝も』11において，海洋総合llli!!Iシス
テムの!bl~器地として迎用．観測することを目的

としている．このエネルギー自給型J'll!¥,I観測シス
テムにより約られたデ←タは.1~；m観測（EERS-1

マイク口被散乱~i·. DMSPのSSM/1マイクロ波紋

措，WI.ADEOSマイクロ波散乱計及びマイク口被
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』女身tnr＞のシートルースデータとして18則するこ
とも的的としている．

平成1011,1良は.N•/J」めに絞i~1 しているエネル

ギー自給製lll!おlll8!1システムからアルゴスシステ
ムを利JIIして送られて＊る縦測データを海洋軍事会1,
校郁Jセンターのアルゴス受信システムで［削章受信

し，懲リアルタイム観測を行った．

;iz成11ill 2月に『よこすか』を利111して，れl’／
鳥島において，簡易観測システム及び気鋭計2勾

機の保匂・点倹をfぜった．沖ノ郎助における気象
統計値は．淡－2の泊りであり，平成10年2iiか
ら平成11年2月までは．比鮫的紗砲な一年であっ

た．

また，これまでの仲ノ.~：；k＇：；の観測データを取り

まとめて，観測データのデータベース化告行うと

ともに， Webページの作成を行った．

さらに，N『／鳥島における定的観測データを入

手するため．気象，U2号機の観測データをリアル

タイムで伝送することを目的として， NITの術密

機羽？？目指サーピスを利JIIしたリアルタイムデータ
伝法泌総の中級餓である気貌データ自動収集装訟

を開発した．

表－2 沖ノ島島気llltによる筒気象要賓の周平均値
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i距然2店街底i系における鋭g1Jfi!I災
北太平洋諸li？.高m循照系の凶j利克非対iであるim樹
は.ti,大な然エネルギーをiJj;ミ滋緩からm1i軍司？域へ
と紛送している．この然i)l!！読の盛期変動がENSO_,

アジアモンス｝ン電車の気候に与える影綾は少なく

ない．また．黒潮の減量変動は日本I制約2における
烈湖大蛇行とも関述償がm怖されており．日本の
水r.f,.!,/Z.持｝巡業など社会的にもffii/!!である．
このため， H¥ifjj淡城から／！.＼湖l鋭総統にかけての

誕然ii~梅域における然海lとjljil'i原総の変動特性の
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系の変動について研究を行った.i晦rt・数値モデル
を月lいてよ.I.＼潮旅岐を鱒ベた紡＊・ !Ali切の泌.iili（制i
歯止｝が大きいとき．日本I紛争で：.ll湖がt'i:li'する傾
向となる多m平衡性を持つことが分かった．また．
m潮線路変動と4耳目前原系の強さの変動が関係する
ことが示され．メカニズム解明の研究を行ってい

る．

平成9年度より．十年縦模気候変動に鼠裂な治

犯であるI).¥潮総面白械での然とi!動litの愉送i品製・
交換冶胞を泡組することをIJll<Jとして.f.¥¥潮縦割t
岐において係ff／系による泌剖i変動の観測．躍1*1に
よる水掩綿巡の観測をl'rっている．

平成10年度は.rみらいj をmいて:n湘鋭機~

及びU’I正海湖東方術械における観測航海（4 Jl l 
s a～5月19 13）を実施した.J.ll持母縦旋減では
croをIllいた水風情il!Iの肉食とbttれ場の附m1~動

綱盗のため舗i速計を係留する作業をfrった．点総
14 5/lt. 14 7.5/Jt. l 5 2.51主におけるCln

尚北断街観測から.iii!乱水域.m潮続減.,w.然m
街ffl系内都のそれぞれの水味榊泡をIE録した.m
潮鋭機下部には~t太平作中婦水が1.'.l仕・し．』l!:)Jほ

ど滋分断小檎泡がi専らぐ依子が観測された．本

croデータは．トモグラフィーデータの,l'/if.?l/1:解
祈研究にも』匝'1111した．なお係官Iした泌巡11tは平成

mean(Sep) velocity(-250m) 
50N 

35N 

30N』且
140E 

45N 

40N 

：錫；写敵舗モデルの計算縄県のー制．回I:2 5 Om震の
埠れ（9 IIの平均個〉を最す．鳳湖眼..I)(北揖35置
付追を嗣北に蛇行しつつ軍温ずる健干.lt.'I闘が三路
沖まで間下ずる梅干．過が事敏存在する織予が覇現
されている．

健一8

似測研究を順次：Mb面してきた．日本揃:Jjにおける
/Al潮の強さ｛泌i車・制t!il）とm潮大蛇行の1関係．伊
豆縞織を凶進する•l•J!H費渦を介復した且1湖iii術展
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1 l年度の fみらい』航海で@J暗）'(l.，，絞れ場の変

動特性をIJJらかにし，中日官a幸俊トライトンブイの
段計に平iJJTJする．
また＇ /JI）夜 ・小~!il(海繍上を航行する定期航路

紛紛を利111した誠れ場の辿統制測を総統して1'iう
とともに．新たに71<1量級測の単備を鐙えた．
黒潮・1見i鵠訴i続を表現する海洋数値モデルを用
いたif究を行っている．平成10年度は，オホー
ツク海の影響を境界条件に与えるよう数自立モデル

を改良した結＊・混乱水域の水温・4塩分自陣避が以
前より改笹された．この数値モデルは，衛星術樹

高度データに示される1風格Ilic泌械の~:U/J特性｛鋭
れの蛇行の依i世．変動の周知！など｝や務災海洋の
炎動を良〈表現していることが191らかとなった．
十年規娘海洋変動に関わる倒際シンポジウム｛於

京都悶際会t量得）を開催し， t晦t竿鋭測研究として
ill擦なトピックを鐙理し．今後の申f究の方向性を
縫検した．自民潮ff，酎t繊の冊＜it平 ・ 気象現象のm~t主

が共通総裁となり．日米共｜司J.qgmiJf究の1事締置き員

会が発足し．観測計画の策定を開始した．本観測

(ilf究は岡本伽lの中心的な研究テーマと｛主総付けら
れている．

特別制~

fi¥TiMf1融llf掃ijlf.火循環モデルによるifij／宇5!!測評価i手

法の~I究』
神，jf,宇には綴々な防空間スケールの現象が（，？.｛£す

るが．海r,rs観測はE抑制的にもさ：－！Hij(I内にも限られて
おり，微々な海洋現訟を全体的に促えるには．総

体力学．熱力学といった/1.H¥IJに従って観測Iデータ
を鱗発し．海洋の状慾を湾現することが：｛，f効であ

る．そのため本研究では．協解像Ill'.のi',,H軍大宮i'li.l
モデルをfllいて海洋循環を/li.lY.し，観測データと
のtt絞により掛~ff.現象のメカニズムを湖べること

を目的としている．数鎚モデルは~t鰍海を1徐〈全

球t幅t草を主：H良として．水平方lnJに 1/4~ （約25

km），鉛1車〉り肉には55レベルの解像i主を持つ．

今年度は．気候学的平均m.応力データによる;ill験
の解析を証llめるとともに＇ iiミ々変動を含むデータ

によるrM験にif.I手した．
気候学的平均データによる実験結；IH立．撚潮の
継品Eや，＃ill潜流，反訴i等の!Ji;、道t幅減系などの平
均的な精逃をよく縛現している．特に，太平I下亦
ili域に存。ーする狐~廊反涜は，本研究のモデルに

よって初めて再現された．また．秘書6赤道太平洋
における織やインドネシア.illii曲線虫の変動など鋭
制された特性を五としている．モデルで符られた給

裂のfillとして，凶ill¥太平洋，かi且減における水深l
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0 0 rnにおける波法ベクトルを的－9に示す．

フィリピンミンダナオぬとニューギニアぬの,:t]Iこ，

ミンダナオ判明とおわれる反l時刻附りめ渦と，その

I制球のハルマヘラ尚とおわれる時目l・[!fりの渦が形

成されている．モデルでは，ミンダナオ11:~は約4

0臼の郷J闘で＇ －l部が~J て）織されてセレベス織に

入り．それに伴って低自民分の北太平洋水がインド

ネシ7i晦に始送されている．このような変動は係
官｛観測データにもjlられ．ニューギニア沿停滞演

や赤道治流など熱帯？域の様々な植i流変動とも関係
していることが示唆される．今後＇ fill然締．然繊

街!11!域の限書!Iデータと比較．検討しながら，総合

的な諦i洋観測データ解析システムの問先を進める
百十婦である．

。。，）1-.•0J
・惨

陶‘v・....

図－9 モデルで計算された酋郡太平洋昨週峨におげるホii<
1曲 mでの浪速ベクトル

キ•！/IP）制究

平成9iF!lt～1 1 iド!ltr：日浦l絞械峨における宙環
従軍E遣の解明1
凶器6太平洋のm湖鋭泌域では猟熱帯F循~系（然

海l彼，!ii系｝とfili，；，（』l｝循環系（線治l従j~系）が彼し

ており．これらの泌総系のltilで災火な然f誌が交換
されている．しかもこれらの務域では大気と泌絡

のt::Jにおいても然・水蒸気・巡;v,mの交燃が顕箸
であるため，北太平獄中肘の：fHUJ的な水循溌変動
に深く係わっているとされ．このため数年から数

百年スケールに及ぶ全球大気の大規綴変動にも大

きな影型撃を与えていると考えられる．これまでの

お泌1NiJf究ではこのフロントは氷卯lとl:ll氷j明の数
千iiiスケールの変動に伴って砕i~tに移動している

ことが示唆されているが．将米予測を行うよでm
Yl!なよりih'iい時ttll分解能｛数El・if，スケール｝でど



う~化しているかはよく解明されていない．また，

麗然，m以：Itの海域は，オホ｝ツク拍iを起源とする
低総i分｛且織の叶s脱水が形成され，大気より吸収さ
れた~II&ガスなどのIC.緩化物資の貯j歳や愉返に鉱
挺なi監視jを撚たしている上．生物1:l量力について
も非常におい櫛峨であることから．会t時／！（－.
る4骨t立侃!';1i(i寺に品i，医循!J:l）を胡雪える上でもm主~ 
なt晦量車である．このような全球大気の変動を伴う
海洋大循環変動及び物質循環の居重量lは刊i祥l庄のi民
積物中に刻み込まれており， l.ll海洋放ぴ将来のt師
洋における水徹m・物質循mを砲’解する上で[i裂
な情報と訴える．また.I（＼滞l続出fの大鋭校炎獄の
純度を明らかとする研究は，数｛血モデルの験筏の

ため非常に箆~である．

このため，v耳O巨Jt太平洋における百li?.Ml，循環と
im1芸術館，潔の数百～数万年スケールの火線燃変動
のlA!担置を海底地綴物から~ttするため，＊1fli書作
から東洋にかけて海洋地球研究総 fみらいjの依

然航溺においてピストンコアサンプリングを行っ

た．さらに．例年度係泥した』武将についてプラン

クトン、必倣の計数分額放び年代測定などを行った．

~j蛙性ff孔虫，石氏質ナノ化石1埠!JS. H泌ii'l！抜群
mの温綬級．本冷S亜の分析から．次のことが分
かった．

それぞれの微化石が生息していた時代の)ll神l鋭
湖の消長の変i盤を提えていることが分かった．特
にこれらの解析により．北西太平洋付近でデータ

が少ない． 鍛終氷JUIから税代に奈るill暖化の•！•で

起こった忽激な総冷化イベン卜であるヤンガード

リアスj岡(13 kaからll.5ka）の検tif.を行う
ことができた．これらの分析結集を揖iみ合わせる

ことにより．より正織なjfij(f.俊樹JをJ巴泌すること

が可能である．

今後は．分析'vf;／皮を;i:i；め．これらの微化石に加
えケイ白書のr岳を待つ紋i世以を分析し．その微化石
が生息していた頃の水滋を推定するとともに‘＇C
年代の測定値．地位気データをJ!Iえ各府市におけ

る年代決定を明らかにする予l主である．事』イ1
中のU1泥点についても悶4墨の分析を行い．点えから
蘭への＃／.柿1・調rn闘の~i?iの解明を進めていく予定

である．

共l白i自f究
げのif<i~下f王将トモグラフィー解析肢体jの』何度化に

関する4主総研究
キII字方事1•1R気:r.mt.1<式会制

世；t不'f.1穆トモグラフィーを赤道城から~t似泌に

主主るi11iftに巡Illし．世』rt物凪！現象の鮮明に資する

t.'I械をt制止するためには＇ i削減によって災なる百4
1下桃治や・l1iiJlj分干Ii1：：：迎合した解析モデルの滋入と

’＇＼＇！11:1分解能と観測精度の綜鋭的；1fイiliiが必混となる．

本研究では．これまでに開発した解析技術を

ベースにm湖統総統の波乱水域のように総数の点
塊がi!U.Eする線総な治械にi曲Jll”；Hiltなように解析
モデルのIJ/.:般を行うとともに.笠1111分筋’能と観測

W！症の定式化を行うことを践的とする．併せて．
シミュレーション＆ぴ災データを附いた？厚紙も尖

l庖する．
平成1011,J.lH:t.水洗似合岐における水波及びフ

ロントの水混／音速プロファイルの統計的性質を

JCtNの船げ－~JJ,.'(f,，口Dミ抑制国データにより

純資し，その分布や分i控などの特伎を明らかにし
た．また。フロントを合む縦波のEOF（経験的筋

交l則数｝及び解析；'t/Zi~P.,jを狩似し．さらに. CTD 

与のIJlgwデータを組込む向結成化手法のj制：$： .倹

討を行った．

fカルマンフィルターをJflいたlf,jff窃智トモグラ

フイデータの解析手法の研究j

!U'P先：j:j’t縫気工業株式会中j
相11?'HH持トモグラフィーは術IN’,if',!;の水温・t普
段摘i詣を広威かつ立体的にモニターする有力な手
段である．み：共！司柑｝究は＇ i時f干カマ・に附lしてトモ
グラフィーデータを解析するための.wit半数値モ
デル（l¥時J邑衡淡モテ’ル）にトモグラフィーデータ
を同化する手法 （カルマンフィルタ一法）を研究

するものである．

平成10年度は，平成9年度の成JI!（腿織的側

究，梅1手数紘モデルの篠弘ij）をJ去に．本溢（笹;ljl')

主総lt!lの持降を．トモグラフィーデータと海洋数
/1直モデル（館地衡がt二JMモデル）を結びつける織
となる4骨組ぬと似l~づけ＇ i，向省を紡びつけるアル
ゴリズム｛カップリングスキーム｝を作成した．今

後．このアルゴリズムをUiに， カルマンフィル

ターをJI!いた問｛ヒモデルを作成する．

受託研究

f向島予｛砂J免措3伴大循環モデルをHIいた会~データj(;j

化システムに関するlilf筑J
本研究は，主主10 k mから数100kmの’全日l
スケールを的つ海洋の，・1・総娘械を分解する街角手像

度泌伴大筋線モデルによる念~データlilf化システ

ムをUH~し．立主~liiHH罵r.;;~においてまt列化. I品
通化することを1,1((1としている．データ｜司化は．

観測データをJUいてモデル＊＜＇•＊を修正し． 思』~似j
かつ均約なデータセットを作成する,r，訟であり。

-39-



日草食1111 （内に｜絞られたiftiff量~~iiデータの解析に役：1·1.

てることができる．研究初年度の平成IO 1f (l!iは．

~/;leデータ例化に通した手法の品日l・iと．データドl

tヒを念~Jiに；nいた官。trモデルの~）ヰ：化を':xii脅した．
会正まを対象とした前解除(l!iのデータf,lf化では．

データの入出力時m，の)1,'lJJIIや， （？；J化データのため
の作業百u,rの~＇~から実行メモリの)\"JJJJが予定1さ

れる．そこで，実行メモリ低減｛じのため，モデル

後数（旅i事.71</i, !ii分）を主メモリ上ではなく
ディスクからアクセスすることを験討し. lll;ll~メ

モリをmいれば21古松!ll'.の持i:nで；tt知が可能とな
ることが分かった．データ附fヒ，r,Ill 1:: t員tしては．
本研究では計算機負術の大きいプリミティブ；邸品！

ii:系を解く全球潟解（'l:/Jtモデルをmいることや．
金総スケールで中規線1見象をできるだけ再現する
必製伎を験SH,.IW !il.i晦I目前i主デ－-9のナッジン
グ訟をGlJftすることとした．平成II年Jjtにはこ
れらの手法に基づいていl化システムのプロトタイ
プを作成しテスト計算を災民iする，~ti\\iである．

ri毎I下脱税l総illlデータ肉化のi~鑓｛出火J
ivf究JUlllll・平成7{j!）豆～平成ll ifJ.l:' 

S寄託先 。日本海rf.f事~1＝~狽!l!.f聞
fデータ同化』 は，総々な観測機i詩・司，tl;により
l¥lられたデータを海洋数｛ii'（モデルをJllいてJt油化，ー

統『化する技術である．本店時11.では.ihilY'淡ifliの
リモートセンシングデータからi(,H,'(qJ,J~'II. ことに

語ijtf.i軍総の状悦を知ることができるか．そのため
の手法としてデータ肉化という手法が＇／＂ i効か.,(,j 
~））であるための条ff，は例か．をよtilt: . （~f火する．

平成IO ｛！！／立は，jff,J.Jl: 81. if6 fh1水品t化ザ：物質．ト
モグラフィのデータをそれぞれに過した術F手数/JI(
モデルに例化し，その平iJ!/J但と条件を~Hをした．

｜百j化;Ji殺の紡＊·データ；j/,//!fヒ等：：Ji111）処棋のin~

flや．もともとのif•il'f.J主総モデルのttJJ.!能力に

よってデータ肉化の効＊に.itlいが！l＇守じることなど，
が分かった．また．データli'll化研究会を聞き．！日j

化研究の級念：．通JII似I.申f究の）jf,,Jtt.など1111訴の

研究動l品Iを減資した．

:113 (j)f究グループ
プロジェクト研究f北側i11jI,まにおけるif•J1'f.i1m1t.li 

~,iの開発.＆びillm1餅先j

1ヒ4抵t古川立.i!6氷や海洋の~ml！を通じて』t鋭・ ~fl

4抵繊の数十年スケールの気候変動に~併を与える

だけでなく．全拍fff.をま：／lぷ大規検な然且1.Wi富iに大
きく待’Jしていると考えられ．この然総省町f,;／を揖4
!liJJする派h;i水形成の炎並I；を通じて全地球（（~）越僚の

-40-

S.:t般公扮jを引き起こす可能i1'がある．

本研究では. l<l後変動における~tf幅約の役古Qjを

解明するために，チュクチi!,j，ボーフオート絢の

氷総域l/1.ぴ多li,・氷域において．

－ 氷野形成 ・ 維持に節濯な北協同•H·奇術の泌If.榊員2

．太平洋水ゃれ•J/11水の才t鰍泌への滅入

・大険機lと仰徐11:fの水域交倹
• ll/i/1白水形成に附わる~t総神j中！舟（300～400m)

の大凶1-'f.水の祖師事2・変動
などに治闘し．船舶観測．係自由系観測．氷ifijlfl自

動観測ステーションIOEB(Ice-Ocean Envi同nmen-

阻lBuoy）観測を災絡している．

〈り多lJ＇氷泌峨でのu.1J3PI研究

北桜t師多~：氷域では， IOEB ill討lやXCTO（投げ
込み式母国分・誌!l.l:'al）鋭amにより．拍i底地）ijと海面i
との関係， •！•総隙渦の栄!i/J，結氷に｛半う鉛i自主ti責

などを191らかにしてきた．平成10{Ji£症のW!li!Iで
は，平成811'・Ill:.91ドIJ::に役i/1した係留系（CBE96,
NWR97)J.i<.ぴIOEB21}機の！•11似を行うとともに，

XCTDによるJillill均成での水rJ.J.j,{分観測を行っ
た．この副lt!l(i/1 l)＼；はl勾際共同lllff!llf~f炎プロジェク

トSHEBA(Surface Heat Budget of the A附 icOcean} 

のー’!);lとして行われた．また，ワシントン大学・応

Jll物l'Jl’学研究所．アラスカ火ttifii然科学併究所と
」主 ，.~でポーフオートifa紛棚斜i削減のi'-i.i.liif.il,1級証明

をすrうため．新たに2系の係官｛系（BFK98,BFS98) 
を，lit治した.IOEBの軌跡， l•!Jlj)( • illtil／した係f{／系
の般的， XCTDの鋭測点を！刈ー10に示す．

也IIll(された係白系の脱税i総；llから， 'El挙の太平
ff水をA追加1とする上t絞的，，：； ii:.:.なアラスカl:H~1l<

ACW(Alaskan Coastal Water）は．パロ－ i•I• ( CBE96) 
からノースウインド泌総京斜if1j(NWR97｝へ移iili
されることが191らかになった．その移統に泌する

l十！illllは2～3ヶHと》lfi'Iもられた．また.IOEBの
軌跡に治った水i:.t分イ'(i（脈1-11）から．尚水i弘の

ACWは拍』M終曲iにliil!li!されていることが示唆され
た．

以上のような似測結＊をもとに，ACWの移波総

事告を総；式的にあらわすとi刈ー12のようになる．ま
た．パロ－i:I•の係官｛系（CBE96）の観測から， こ

の海械の1切？年におけるi品潟水泌はJO～11f-1 1こ
4•c illくにまでjり， 1996if.，のli~iff,水it: <-o.s•c) 
と比較して務しくt:iii;Iであったことがわかった．

このω泌I.ff.のω絡はACWの移総とともに1'-211'の
司会 (l998ifI }1｝にはノースウインド淘指t!I!斜i11i

に部l述すると推測される（関一12).!998if; I列下
旬から2JJ .l・.i1JにかけてSHEBA釘人キャンプに

リードが1・Iいたが，それは，まさにキャンプが
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＊ノースウインド渇．保留葺（lffl同7) ・Ito－峡醤保留茶』CBE96)
4・・ワシントン大学・アラスカ文学と共同町係留孫（B附肱 BFS98・）

自－10

ノースウインド梅揃到！（41掘にさしかかった掛所で
あった．また，199811：晩llから駄にはノースウイ
ンド海lil川辺海械でl;t，これまでにないほど沖合
いまで氷緑が後退し．北線77皮まで述した．以I:

のことから.ACWは1t械術l匝J，附モード水とな
り.Jt械縦のめ・1τ.i両氷袋動に大きなh語”を与え
る可能性があると考えられる．

Ri氷紙調b・峻での凪』測研究
柚it下I車線研究紛 『みらいjによる:It械獅慣熟訓
練航悔（MR98-06）を実施した．本航持iは．相jの
』t傾t師海峻への航海に駁して．色樋のt面f芋似測作
業ならびにf耳載されている観測機器IC海洋・気象
観測袋G'.I.化学分析笈o"t他）に償熱するとともに．
チュクチ術・ベーリング泌・北西綿花太平洋での

術核実験を臼的とした．

＜•）観測の概必
金量i'U'l（凶－13）は．何w.と観測n(l!Jから三つ
の部分に分けられる．

レグI: 'J!J,J( 10 il'7 JI 30日～平成10年8月12

日｛閃般浜～スワード｛アラスカ｝）

北西側北太平f下．における潟t下街ffl及び物質循環
単純を解明するために.CTD観測及び探水による

化学分析を行った．また北総,i7皮.JU経 I7 9 

120W ・1998XCTD測点
白線：IOE自由軌鈴

111:に説的されていた係宮I系の向収をfすった．
レグ2：平成JO年8JJ I 3日～平1,£JO!JcSfl 31 
Fl （スワード（アラスカ）～ダッチハーパー（ア
ラスカ｝）

;ft蝋潟、のパロー海底谷I唱辺・ボーフオート術隙
傾斜蘭峡での潟水・物質究換過郎を明らかにする

ため.CTO/XCTO 観測 ・採水による化学分析 －

ADCPによる椀巡回』測をITった．
レグ3：平成1011,9/JJEI～平成1011,9)1JOH 

｛ダッチハーパー｛アラス力｝～関俄i民｝
ベーリング泌における悼H洲崎濯の変動を明らか
にするため.CTO/XCTO観測 .fj水による化q:
折 ・AOCPによる減速鋭測を行った．

t抑制測！Ji日
t晦洋脱測
し全骨1i'.I~でCTD 4 2！時点.XCTO JO測点の観

測を~絶した．

ii .CID観測点のうち.2 5湖l』において．ニス

キンfj水agによる保水苦行い．以Fの化乍分断を
行った．

総括主ガス分n，及び全品t磁調理m'.・7ルカリLitの分
析．ヨ長1111分析.JU分計測．首＇lf+flV臨浪ur分析．化
学トレーサ｛再生必向｛主体 · ~射性核伺｝匂
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’却 ’4。 ’日 T回 '"' 

市・

e。

‘。

’却 H。，50' I曲 1珂

Ship Y同ck(MR9806) 
剛健鍋省内喝剛剛

随時時

Ill .船舶f官級ADCPにより．航行期!iii中の織作
'I.＜府減速織の?l!鋭観測を行った．
如航行期1:11中．海洋袋例水の温度極分.i-x西宮
ガス分配・会決抗生・栄習を躯の込I縦観測を行った．

V .:It島抵潟とベーリング海の43測点において
プランクトン・ネットItalによる動物プラン9ト
ンの鋭測を~絡した．

気S融制測金鉱銭で．船飢m織機総による一般気
象観測（ill/.lt.温度・気圧・鼠l旬・鼠越i• CO2/I自）
を符った．

(e）レグ2の概必

ダッチハーバー出港後.8fll8臼にベーリン
グ悔映を通過し北極梅域へ入り8月28日に出峻

するまで11符mlの観測活・動を行った．主な観測
海域は．随一141こ示したように．パロー沖の北総

7 2度．商経 I5 81./.1:/.t近であり.cm観測（－
$採水鋭測）3 2測.＇.＇.i”プランクトンネット！比和i(8 
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t肺 •17'> ー’同 ・3却

制

拍

崎’

’師 • I，。 ．，曲 ・3拍

測点を災施した．天候は．’l/れて箆やかな臼はt

日のみで.ま量＇！＼＇！で風が強い日や．浪 織の日々が続

いた．また．パロー北西神に師i氷縁がJl!i!'可に延び
ていたため．干’.ii!していた観測点のー官官を取り止

めた．

凶－ISは．レグ2での大気と税制梅水の泌Mガ

ス分If.の迎鋭測定結晶Eである．自純納は.t.llll'lした
飲水の水協で示しである．この飽から．特に水iU
2.5℃以下で泌水の分庇が低〈．この抽~島ま1立大気中

の政荷量ガスの吸収域である可能性を示している．

受託研究 r』t太平津中防水の形成におけるオホー
ツク潟の役測に関する研究J

l .目的

t桂近の気候変動予測モデルの結集によれば．大
気の気候変化に対する海洋の応答は．熱剖，itillと
並んで北太平洋の誕百事骨，oo械において大きいこと
が指t画されている．また．この世i様I立て織化決議



鴎－14 主llU調潟埴

2事i温暖化物質の吸ill(~としてj血球線僚の気候変動

においてきわめて!Il'Jl!であると考えられている．
特tこ．』t太平洋地域の10年脱線の気候変動に
大宮な役；柄lを＊たしているJt太平洋中附水は．艇
な占.1徽m系海峻で彫成されると考えられ．これに
ともないτ般化炭」誌は頓~l首綱島長から全』t太平洋
中前へと愉i草されている可能性の向いことが指摘
されている．

このように．』ヒ太平洋張~m悔峨は．人mがii(

t而する緊:.'.Ii堅'.Jiである気候変動の予測において鍵
となる梅械の一つである．それゆえ.t<焔からt韓
併に司EるJt太平洋雌＊』昨循環の実態を托！製品しその
紡＊を気候変動干・測モデルの検Z,Eに役立てること．

大気の変化に対するこの判事械の応答のモデル化を

t子うこと．ニ際化炭.w，事iLI礎化物質の吸収・愉i韮
過f'ilを民il<Jに解明することなどが強〈匁まれてき
た．

本自f,1!は．科学妓術鋲興絢鐙rir:1t太平作誕型Z
f持街mと気候変動に臥！する間際共同研究』｛平成9
1，，～I I年度｝のうち.f.lt太平洋中射水の形成に
おけるオホーツク梅の役湖に附する研究』を分犯

するものである．』t太平洋中劇水（NPIW）は．寺
季に司ホーツク海で形成されたOtatで?,':jli{分の締
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国一時 レグZでの＇＊担と量眉清涼の属根ガス分Eの量踊測定

結県

水を起祖師とし．これが千．山神J触をi曲して北太平然
に曲面Illしてmつかの水処と混合したね＊’kじると
考えられている．本研究は．オホーツ？i幅F判官官＆.
ぴ千島列Si,/，司辺部を対象として.NPIWの起掘｛水

がオホーツク世話から泌mする渇仰を明lらかにしよ
うとする．



2. a増資研究結果
( 1 ）鋼査研究の実施日程

I ••・，＂・・

I ! - ,s輔‘
1ぞれ・，”・・a

』回開‘

＂・脚＂＂必“＇＂＇包伊・膨

－ 
(2）調査研究の内容

p 王亙王
国＝
・・．．．

オホーツク梅雨去＆＆び千島列島！珂辺泌域におい

て．北太平洋小脳水の起源＊f)Iオホーツク泌から

i流出する海峡として兎援な北ウJI,・；，プ水道を巡る
観測線を殺定して．海洋銭測．係儲鋭測を実絡し

た．同時に，オホーツク海からilii:±lした中棺！A<lii:
i原水を含む鋭湖水が.~ti晦道南東跨に沿ってt軒下

する様子を定包的に従えるため./fl,f,事仲に観測線

を設定して梅洋観測．係留綬測を行った．

潮汐モデルを服いたオホーツク泌と北太平洋と

の海成交換・混合i品聡の結栄と係官首級測~i燥をえ

鮫し，千島列島沿いの谷侮映を過しての交後誌を

評価した．

1；オホーツクi幅及び北ウルップ水道湖沼水綬
での観測量If;¥:

NP!Wの形成におけるオホーツク泌の’f,;:¥iil）を氾

録するため．オホーツク海尚都政び北ウルップi水

道周辺水域での船約によるCTD観測型与を行うとl得
時に，NP!W起源海水がオホーツク海から滅的す

る海峡としてJlil!l!な北ウルップ水道に係留系をi没
滋し.i甜峡を通過する海水の観測を尖施した｛関
-J6). 

a. J剖Hf!（船船乗船期間｝
平成10年7N 7日｛水｝～平成10年81l7fl

（余l( 3 2日開I>

b.使Ill船舶
船名： プロフエ yサー・クロモフ時

(PROFESSOR KHROMOV. 総トン数1764ト

ン｝

所属 ロシア城東水文気象lilf究所

C.係留系の設t直
平成JO!J! 7 JI. :Itウルップ':II＜道 （~U年46ll'.l'.39 

分．策絡 J51/jl;42分）に係官I系を~~.立した（悩－

17入平成11lド9./H'.i.llfxを干＇:it.
d.CT D観測結；ll

サハリン北京Iilから:Itウ）I,yブ水道を泌り太平

t芋にヨEる観測線上での観測結5誌を附いて．太平洋
とオホーツクmil白lの潟水総合について解析した．
その結決次のことが191らかとなった．

:Itウルップ本道の~t内・側に111；；‘汁 i•河りの~流があ

り，その内部では宗谷綬imまたはブライン辺自民の
オホーツク泌袈厳出来の潟水とベーリングt躍起源
の潟水の彩型車を受けた水が混合滋段にある．

‘・・

， 

圏一時プロフェッサーク口モフ号の航路と観測点

｛平,llt10＇事7月～8月】

，． 

" 

” 

‘． 

－・

“ 

北ウルップ水道を巡るオホーツヲ海の術:ltlrr耐

上で地衡減速を？.l・J'I:し，断面lを検切る｛＇，.検事由送の
収支を訓ベた．その結＊・千鳥海鎗の雨脚l斜砥Hこ
沿った強い1割削減に対してそれより北西側の緩や

かな北京械が概ねバランスしていた．しかし.f,本

敏給送鼠がパランスする点は泌峡の太平洋自由にあ

る比較的緩やかな勾配をもっ大隊斜ifii上であった．

断面iの北側から火事t'tに続出し目指酷iの繍側から詳i

びオホーツク海に液入することが示峻された．

。北海道1・lil¥!i<I’での観測由f究
ま足祖師の輸送t.Uえびその変動級制lを目的として，

:lti幅illI以紛れi』の－It泌道IK水産研究所の定線上.it 
iol 4 I !J:: 29.3分．議終145!Jl' 32.8分にJjl.~10 lf, 5 

n，係'i/1系をiW出した• I司係官｛系は．平成11年5

川にjnj収予定．

主潮汐モデルによるシミュレーション

千ぬjil),li1,でのボ峰i唯である潮流とシルとの相Li
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図ー，7 itウルップ水道の保留系量，aw.宙＂＇の Jlが渇湾絢
学按術センターの係留畢．

作用によって発生する内磁波とその除波による鉛

直混合の可能性について，高分解自g2次元JドN予水

庇モデ，もを用いた内部潮汐｝阜の数飾実験を待った．

その給製.K 1 i闘により発注する潮汐燭期の内部
波が．密度不安定を生じて除波し， 4沿海一線な水
嫌が形成される．これによる鉛自主舷倣係数は，中

紛で最大103cm" /s，表燭や深婦でも10かる10'

cm" /sにも透する．このような大きな鉛際総合の

生じる深さは．千島列島周辺の貌湖水や中府水の

深さとおおよそ一致することから，観測によって

』劇画されている千島列島周辺での水処の変質（低

筏化）は．｝綴l王のKl潮流とシルとの非線形相。互
作用によって発生する大綴錦内部波とその時波に

よる潮汐巡合が主な原闘であると結治できるe

さらに，オホーツク泌と北太平洋間の鎗送過程の

総合的な解明に必銀な大循療プロトモデルを作成

し．気候（1直を用いた数鯨実験を行った車高架．干潟

列島閃辺での鉛ii[混合効果を加えなければ．ミデ

ルの北太平中級水の組分濃度は量車検IJfi車より0.2psu

向いという問題点がわかった．

ffi4研究グループ

プロジェクトfill究

海t宇ー大気相互作用に係る観測技術の開発及び鋭
測研究

エルニーニョ現象やモンスーンの喫解には．大

気と泌ffの骨』反作mの研究が不可欠の婆淡でJ!;る．
本側先プロジェクトでは，両者の自草分として然の

紋Ill・吸収にも瓜裂な？暗号をするrm，をキーワー

ドに，fみらいJf持・阪のドップラーレーダーやラジ

オゾンデ得の波書Pl事ii喧を中心手段として降水渇絞

の併先を行っている．

平成I0年度は.5 JI 2 1日から6月27日に
かけて， i<l'loilY県・'Ill下1ぬれJi＆び関係赤辺地；!l'Wi長J
t≪それぞれの海峻において降水観測を災Bをした．
特に百官官f動沖での観測i眠ll時中には鯵雨観測鈴＇i！量
TRMM (T附pie•!Rainfall Measureing Mi括ion）との

｛時期観測を災施， flll!i.店手術をf'iった．また，地球
1：で肢も降水量置が多い凶郁赤道太平洋海峻おいて
も観測をlT,i)J(!iし．問海域における降水システム発

生のメカニズム解明の研究に車若手した．

鈎ー18は5H30日02:472（日本時間午

前11時4,7分）に街。占a許，，の北総24皮00分．
紫綬127&35分で．発途する俗臼＇前線を観測

したときのものである．それぞれ隊総強度の高度

2k mでの水平断rmと．同1説中．‘?.I.線で示された
線上の鉛償断的．を示している．水平断面闘の半後

は100kmである．この多数の降水セルからな
る降水システムは28H22Zに発生し.l Om/ 

田cで漢に発達しながら進んでいった．この凶に見

られるように系の西側に次々に新しい1海水セ，品が
発生したが．各i海水セルは2-3時間の寿命で，扱
火セルでもl0時lfij純度であった．現在．詳細な

解析を災施している．

成路側プラットフォーム月j拍~ff彼自陣lfflセンサーの
研究

本研究は.1＆附i関プラットフォームの捌発と，
i訓話・放送並びに他球観測への応111を臼的として
平成l0年度に開始された科技Jj＇と郵政省による

省庁l悶共倒である．本q,'f究では．海洋科学t主総セ
ンターは字術日開発lll~fllとともに．姥l球観測への

応mを目指してセンサー側先：＆ぴ観測を：分期する
予I主である．
平成10 ifJJl:は， 以下の2点の線策研究を実路
した．

①成H苦闘プラッ トフ才一ムにおける観測システム
に閲する綿盗.fl耳炎

本調査・検討においては．観測システムにおい

て級!ll;~線級である2車線供鉛システムとしてllJll

されるs可能f:tが鮫も術い悠斜電池技術に側する製
状の減資・検討のほか．多数の電波センサー・ア

ンテナを問時＇＊献した場合の糊波数マッチングな

どの問題．大気のオンボード分析iLデータ伝送
妓樟：jt事にl期する純資 ・検討を行った．
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随一18

②htlM附プラッ トフォームによる海洋観測に係る
絢伐・検討

成11'11!!1プラット7:tームの手11)11が効Jl!i'ltJと考え

られる地球科乍的制測に！”する;.¥t1l;.検討を術庁ー

似測を中心に調伐をlrったほか.~者犠観測. <pfli 
U測災干，，~悦．交通J:i彼．沿／j＼管沼！．機上磁彼

等につき恥Mよ〈湖ft.検討した．

2目5側先グループ

・プロジェクト研究『術作レーザ観測妓術の研究

開発J

平成S年l.lfまでに行った「船鮒併特'fii耐rtレー
ザ観測袋路Jによる捕物プランクトン観測の紡』It
海洋レーザIll測経路のの・＂＇伎を実証した ．この結

JI!を燃まえ．‘l＇骨lt9年度より.rl!/11 t賓として海滞
I由緒続究船の船底に11H書する 『船底締結型t制下
レーザ鋭測袋11/Jを開発する．

事成I0年1庄は 『みらい』の船底にレーザ光告

発射するための光学窓をとりつけた．本体は昨年

l!l:に興作した光学ベンチと組み合わせ．平成lt年
I.Itに『みらい』に10載する予；主である．

－プロジェタト研究 rr.;純度梅犠における物質循
環に附する観測邸究』

平成10年度は以下に示す『みらい』による三

つの観測研究航海に診加した.（l)MR9：品05航副首（98

年は7fl 6円～24B）：セジメントトラップの回収・
1li~lli＆ぴ織的物の段取，(2) MR98・06航揖1i(1998 

i1,s n～9JJ):CO，の鋭測.(3) MR98・KOi航機 ｛平
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blt IO年iO月300～12月16臼｝：物質循環研究の
ため．』t凶；lll.lt太平洋の19a!fl.( （尚一lのにおい

て総合的な桜測．以下に．側々の日f究の内容を示

す．

(1) MR98・KOi航：if！において．北阿部」t太、HtA
平t下における海洋での中長期U:Jの物質変化1誌を明
らかにするため，栄提唱証の測定をil':it，占(ltで行ない．

品質をu・Ifしたデータの都f,1を!Al始した．今後他
成分と比鮫検討により．水島抵の移動~rt過f'J及び
生物活動による物質の変化.！，＿＼を明らかにする．

(2) MR9品KOi航海において．』t副総.It太＇l!rf.で

f制点中の全4-ltl濃度を船kで測定した．その紡＊・
冬季（11}1, 12月）の全保同空調理If!の分(r,は.i高水

混合などの物瑚tドjな張関にのみ:xieされているこ
とが甲1らかになった．平成iO年度は.MR97-02航

海｛平成9年ILfnで縁取した梅水紙約の処mを
行い．そのうち約200本の鋭泌14を測定した．そ

の給泉北西部北太平rtの40・N.I“l'Eでは．過
去約20！ドllllに決議14諸島(ltがほとんど変化してい

ないことが，，，らかになった｛随一20）.今後．

MR9S・KOi.MR9品05＆びMR9806Ai（泌で探l取し

た漏水紋料の総量EMの分析をf'iい.』t凶綿花太平
洋における総裁を中心とした物質の曹im巡限を明
らかiこする．

(3）生物ポンプによる火気中ニ般化成ぷの吸収

能力を偲保するために.i！成9！ド12H. 』t凶1$』t
太平洋の3地点｛判・N/155・E.50・N/165・E,40・NI

165・E)lこセジメントトラップ係問系を設.・1し沈
殿純干の／19』I!を開始した．例－21に判・N/155・Eの
3似lOmで！1自然されたイi機以来.！’E織決」時7ラック



IWf: ，陽喝

留一時 M F号制ルKO，航渇続観測点． ・：L句 1 ・：Leg.2 

ス．及び手i機決議／無機後楽比の季節変動を示す．
決議フラックスは1997年， 12）守に術〈，その後低

くなった， 1998年.3Fltfiからt哲加し始め.7月～
8月にかけてE盛大となった．またJO月にも決議フ

ラックスは尚〈なった．

(4)MR98・06航海において・＊終165JJ!:，北総45
I.JI'.付近を中心とした海域で表面海水中のco，濃度
が420ppmvlこi主しているのが観測された．通常．こ

の海峻の夏季は活発な生物t活動によりco，が消貸
されるため．表面湯水中のco，濃度は330ppmv程
度に下がっていることが多い．したがって.MR98戸

06航海時に観測された海水中のco，濃度は，通常
の時よりも釘Jppmvほどi匂くなっていたことにな

る，MR98・KOi統織では.!kl‘i鵬t流綬で火気中及び
表面海水中のco，濃度の測定を災絡した.i!f前i潟
水中のco，濃度は， 320士JOppmvであり，大気中
のそれは368ppmv穆俊であった．したがって．大

気海洋間のco，交倹の駆動力を示すCl.pC01 は・
SOppmv穆度であった．

(5)MR98・KOi航海で， 17測点においてテフロン

コーテイングしたクリーン緩水務により溶符鉄試

料を鉛砲的に係耳記した．また．大気絡陶でt許fff.i<
R事に供給される鉄の寄与を明らかにするため，谷
観測点；を航行中にハイボリュームエアサンプラー

により，エアロゾル（40試料｝を探取した．サン

プルは,!flr:置も分析中であるが， t蝉水中の請書作鉄濃
度はO数nMf.i!!！！＇.と非常に低浪度であった．

(6）海t字表腐における総状有機物のフラックスを
見積もるために， MR98・KOiで， 9測点において

世 Tb,"0Po, POCの観測を行った．現段階まで鯵ら

れたデータによると本観測海績では，東から大織

に近い西側に向かつて紋状有機決着告の有光胞から

深/fjへのフラックスが徐々 に』骨j皿していることが

解った．

(7) MR98-05航海において.6地点でピストンコ

ア及びマルチプルコアの探取を行った．その内，
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;I,; !ii海山列上のl点について．決鮫カルシウム含
有担！.有機炭素含有抗，f争当主孫娘の分析を行い，過
去7乃・ij，・にわたる海洋淡鰯の1f.~宿怨変動の推定を

行った．

－プロジェクト研究「熱都・音量熱俄減における造E
a量生P.K機柳解明に測する鋭測例究j
潟水の化学成分分析．現場法による基礎生産力

の測定．海中光など海洋生物光争的な観測を透し

て．請l,ll~)l舛域におけるお栄縫ffi濃度・他物プラ

ンクトン低iQ!/.!:,l!i'l水プールにおける深鰯徽物プ
ランクトン樹木・磁の機械．インドネシアi盟過演に
伴うインド1干の般物プランクトン生産機織を解明
する．また縦疑獄i践海色センサーによる広島Eの続
物プランクトン観測データをもとに.IJ!'(f.鋭の時
開l京、動を求め. ~fi是1,磁力鋭測データと総合し．

広割高の~t軍使館力を詳航する．

平成10年12月から平成II年IJi1にかけて『み

もいjにより.A：‘Ht両日首赤道域｛随一22）におい
て｝1~他政観測を実施した．関－23に水温の鉛成

分布を示す．鋭敏1J~寺はラ・ニーニャj聞にあたり.I量
水事i1ま巨GOiiに仰されていて．み道/ifl11-の彩縛が日
付変民税lをl車えて 160・E付近にまでAえんでいる．

160・E以来ではクロロフィルa淡mから水深JOOm
くらいまで広〈分<IiL,.援！立官なクロロフィル輔i大
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は絡められなかった｛関－24).160.E以凶では湧

”が：hiまり.,ffi近域州側の綬水プールによって水

深切m付近に温度統府が形成され.ftilli'I以1£では
水温301史的後の水峻によってド例からの栄後溢供

給が絶たれていた｛胤－25）.そのためジロロ7イ
ルa濃度はJ}.制で0.lmglm＇以ドと低＜ .r，劃桝付近
に0.3m&lm＇を必ずクロロフィル鍬大を形成した．

Op年度のエルニーニョ附は暖本プーIvが)I!i1IJ l,. 
綬水域が広がったため．般本プールのl引みが縛く

なりクロロ7ィル蝋A：も淡〈なっていた．しかし
今回のラニーニャ時の悦測では.抱/Jfl峻が必へ鉱
太したことからR草木プールの1引みがmし。クロロ
フィル憎大も~＜なることが縦S署された. 135・E

のパラオ仲の布陣l..iでは.4・Nと，がillから外れてい
るため綬水プールの滋容を受けず．そのためクロ

ロフィル幌大は70111と泌くなっていた．
T，陶喝樹首，，re,

』司，．． ，惨宮町
国-23 ＊温の鉛積分布

・純私、研究「軒I(.f{, t事政』：の紋射性総議前処J!lll主
恨の側発J

t耐水中の前向布告堅物に合まれる級射性決議を測

定するため．。If処.I'll}主的の烈刊・を行った．自白処狸

下Ilaは．次ぎの3段階から成っている，（1)1'/f(Hr機
物を俗化してて般化炭必にする.(2）二由主化炭素を

紛自書する.(3）紛捜した．ニ民主化決議をグラファイト

に遣えする．各ステップ1革のM適分析条nーの検討
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を行ったのち． 二時密化決議の悶収市を測定した．

今後さらなる改良を？？い.l'.'l収唱のl••J I: Iこ努める．
また．この市I処Pfラインは1甜体以料の処理目も符う
ことができ.I世制物に含まれる鋭俄梅化石氏斜を

このラインを｛克って処喫をした．

・車通常研究 『栄dをJj,(I':¥ II'!サンプルに611する研究j
t晦停における生物j血縁化学的な過砲の’.，~1)'1変
動を哩lらかにするためには．航t幅Mのデ－9lt鮫
が厳密にfill！（るよう品質の1<:~した栄義Jl,{の!!Ill'!

サンプルの｛j,｛£が欠かせない．そこで本研究では．

阪駅サンプル作成の諸条円を検討し.-Ii効な111ル）；；
方法をまとめる。JIを目的とした.'I' 1；占I0年11.tは

C{.(f ・ /fl・~＂ミ事にl則して多〈の条件を検討し． 測定
条件の占宮山しを行い．マニュアルの侠織を行っ

た．

樋-24 クロロフィル－・の分布

一一一一一一 『

関－25輔MIiの分布

・純然研究 r；師t軍の級品E系測定の制度向上Iこl刻す
る研究』

後lfii海水中のco，濃度を潟鎖皮｛軒J10悶／時｝で
測定可能にするため.J算式平衡昔日を『みらいJに
袋備されているpC0,1ltに敗り付It.Iii:.験を実施し

た．従米のシャワー式と比鮫した紡栄.lppmv以

ドで両~－の鯨が一致しえ．

念品l~i贋11£のl叫際比鮫~験に主主IJIIした． 海洋fl
’F妓術センターの測定制は.~：，正告書！続物質とのi2
が2・3tt mol/kgであり．良好な測定白血がiflられて
いることが証明された．

・経常研究 fj晦作における徴hl令1,!,f:A.；の明動に
IRIする由f究J

本餅：，＇；：は.i晦水，，，の微1・l＠~唱え;4{ 何年にl'iitf.鉄｝
の分析下泌を依戒し．」tffll~t太・l'-IY,，における微Iii

IP.鴎元.flの不動及びその生物i血縁化？：が1）品Iv.にお
ける役；怖をIJJらかにすることをII的としている．
これまでに.i耐水試科への／1)換を械hおさえるた

め． 筋書目l:i:A<2~の導入及び改良. ：正科前処里fの改
良士事を待ってきた．平成10l.トl創立． 『みらいIに

よるJt何.1aJt.J.:・Hr.観測航衝で.17測点において
1ll1((1l'1に潟水試料を採取した．ぷ斜は現代も分析

・I•であるが. i晦水•I’のlfi（（－鉄淑l主はO数nM仇’Ill:
と非常に低浪titであり．以斜l.ll取から分析に4売る
までよ主将が汚録されることはなかった．

• J島In！研究 『赤道湖持岐における人~~1~；・政），：変動

とJ;l!Jl凶Fの脱測研究』

:1, 1こ亦道湖M域における，~~！色l'fi.JJの~fJJとi\;.
栄達砲などの環境悶子との倒立作/flの!el砧を1:1(l(J 
として。ダルハウジィ大学（カナダ｝と共1・4日f究
を行っている，,jl島J;;10年12Hから平成1111,111

にかけての赤道岐観測時に共lulで似測を実施した．
鶴一26に過去2年！日lの水•I・1たりの）fi随生政hの

変動を，T<す，1997・98の11111:t工，む .ニーヱョであ

る．この変動はllliこ他物プランクトンの製作ほの

地減のみによるものでな〈．栄，＼＇.iii.1唖f託金t<I：干
の卿皮肉｛・Iこ彰型揮されている．

・ Jt1,;Jfilt!l'c r潟水化学成分の似測flfh化にIll!ずる
研究』

本研究は．生物・fヒマt成分J'.I動測定災臨及び試
斜自動保存策的の開発をfr い . ~主主i置をマイ

ティーホエールに！搭載し.:Iii晦~：式験を行うと｜司
”に沿／j！峻における縦測をf'rうことを目的として
いる．平成10年度は化学成分自動測定銭信ならび

に以斜自動保r.；.務店主の段。汁を行い..Lt作機を哲理作
した．又．生物・化学成分自動脱却lプラγト7才一
ムの得体・係1司システムの険制を3週刊ll,.水4拘束
殺を行い．そのij!動特例ι；を解析した．

－共同研究「太平作品トiii梅岐における地球温暖化
の以関物質と），t~’li i>i'i)Jにl則する店総研流l
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気象研究所において． 「みらい1船tで使Illする
観測m術館ガスの検3与を， WMO (World Mete。ro・
如gicalOrganizait側・ l世界~＼』融機関｝ガスに島づき．

災絡した．航海（MR97・02.MR9！レ06）のがH去で．
観測1111::1t¥'lガスのin/Jl;X！は．いずれの航拍jの場合
も0.lppniv以ドであった．

加句，a伺1"11)>I、個凶7－・”

----－ ・ーー・．、、、
’-IS I！均 ass1崎 t砧 170175 I凹 1“’” II婦 3”

t刷・dぬ＂＂
・3舗網S噌’世7

自ー甜過去2＂＇聞の水中薗たりの革担章置カの富勧

・受託制nr太‘l'-1芋号車道峻における一次’t.m＆ぴ
l則ii!•指 Ii\の!11:li!litに閃ずる研究j

本研究i立太‘J!f下a¥lili減において地味鋭測衛lil
デーすを1／（傍受（，，し.J抑制による泌/l!製測紡＊と

合わせ．衛litデ－11から一次＇.I，政及び凶辿！ff訟を
i世3どする平訟をIAI先するζとをti出jとしている．

平成II)年 12刈から平成tI /fl I Jlにかけての太
平洋州1111"1＜道械の術If.観測時にOrbview-111こIii載
された褐色センサー（S叫WiFS）のデータをMli：で
受(;Iした＇ I司－271こScaWiFSにより鋭測されたm
Ill］合成のクロロフィル4分術簡を示す• I画商品舗の
亦;a~fsH!WにHI＇可する師事域（ 1 75・E～ 165・El にお

いて0.3かもO.Smg/nt＇の尚いクロ ロフィル－ain度

が観測された．その凶側の綬水プールに相当する

梅域では，0.1 mg/m＇以ドの低いクロロフィル・8浪

1.!l:が脱測された．

太＇11ft.亦i1i域における必健生Jli'iJJl測
主にADEOS（改良普！l世止ま観測衛It[fみどり1）か

ら得られる術上!fl.i晦色のデータを’住物海洋学に
応Illするための研究を行った．船舶とのlooJJ間観測
によって得られたデータを解析し．持1二，＃iii城の
ような低クロロフィル術械におけるデ－；.Y/'1111の

ff.ll/h."!iを明らかにした．

回－27 S剖WiFSによリ観却された糊鵬脅威のクロロフィル畑。分布図
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4. ；海洋生態・環焼研究都

地球環境問lliiは，今日の人紛がt担えるもっとも
深刻な問題であり．かっ！j!i'l.に対処されるべき沼1
llJ'iである．地球環境問j泌の解決策を見いだすため

には．環理主変動による生物の多際般の変化が．地

球環療の将来にどのような彩鰐を与えるかを評価

することが袋嬰である．同時に，生富島系による物

質循環を余地録的に捉えE震波変動メカニズムを切
らかにすることも必要である.i蒔r料立地球袋商の
7 i!Yを占めており．海洋生態系の理解なくして地

球続績のE肩凝変動現象を明らかにすることはでき
ない．そこで，生物生徒性がおく興廃変動の影響P
を受けやすい治伴域と．中.ii襲腐緩から深海底に

いたる深海域を中心に，生物学．海(.f.物l/J!学.i極
洋化学，海洋工学など多；方商から研究をfft巡する．

プロy：：，：クト研究
r海洋の生態系変動担豊橋の解明研究』

期間：平成10・II年

サンゴは熱帯から.ifil然滞の拍i峻に広〈分布し，

地球温暖化やオゾン層破畿の~轡を受けて敏感に

消長する生物指標である．サンゴによって殺まれ

るサンゴ礁生態系は，海洋の11,礎1'.~：のうえでm

~であり，また多くのt蝉洋生物の幼総fl'の保宵場

となっている．本研究では．このサンゴ磁生態系

の変動メカニズムの解明をm約としている．
平成7～9年度は.:r,; .!i'i，喝の玉取的を研究対象
としていたが．平成JO>fllltから．我がl四11/1大のサ
ンゴ磁海綬である rr, ii!ili盟1胡J(25 X 25km）を対
象とL..本絡的な2調査研究を開始した．
本研究は平成10.II年度の2年，mで．この泌域
全体のサンゴ敏生悠系について生きたサンゴ．’VJ

織物ブランクトン等のバイオマスを求める手法．

またそのt局長に関与する物漕！・化学(!CJ言者渡的の針
決1Jt.量得iの開発を目的としている．
平成10年10月に第1自の金綬絢資を行い，それ

以降．繰越ごとに適時鴻資を行った．「低次1tNi・ 
水質filJによる鈎査研究は以下の2項目に大別さ

れる．

(I) 水路に治った湧界プル｝ム形成峻の侮洋~3!1

礁斜面におけるサンゴ礁のヲ程遠姿閃を泌べるた

めにお磁礁湖の務i入絡を中心に水浴，塩分，クロ

ロフィルa＆ぴ栄獲暗証絡の分布を計測し．礁9もか
らの5民主産物資供給に荷停していると考えられる初
界の可能伺を般認した．また．台風の通過に~f＼う

E盟波浪、化をll!司朝してサンゴのの化現象との！苅j!fj伐
を考祭した．

(2）磁斜面におけるサンゴの活性能，凶？を

＠＼斜1b1から~I出した独占穏のサンゴをmい．段

上水織において水中マイクロスコープによりサン

ゴの1:怒鋭里見を行うとともに．水中マイクロス
コープの現場海域での縁働試験を行った．また湧

舛減の礁斜弱から係Mした組出税のサンゴの優先
般と被mの純資75を1Tい，サンゴの活性皮や白化
の状況を鋼べた．

f生物語f測班Jによる湖策研究は以下の3項目に
大胆iされる．
(J)正i隠曜監I，婦を生物指標とするための』基本データ
セットi摘発に附する渇！:/Ji
宿泊＂1$海i念域のサンゴ，プランクトンのバイオ
マスと．それにl期途する水質や続れ等の熊境緒裂

闘を潟貸した．サンゴ綱l!l:/IJ として．潟水湖~~

点26カ所．島'iit絢世f）主線10本を設定した．プラ
ンクトンと水質に関しては．会主主に9本の測線と

20カ所の観測定！ti，をd空けた．
(2）パッチリーフでのサンゴ般生慾系研究と計測

手法開発t専に関する鎌足E
サンゴの活性皮の災なるパッチリーフ3ヶ所を

選定し．サンゴ敏生態系の構造解l担J.サンゴの微
細分布締巡とa11環唆9易関との側り．魚額群集機逃．

プランクトンのf~彼分布構造~を主調査した．
(3）サンゴ磁生態系の機能と変動予測等に関する

先駆的鎌足a
サンゴ総生態系に影響を与える可能性のある現

象や新しい計測技術等の検討を行った．これには，

ji;当時分析によるサンゴの総脱皮計測の試み．採取

したサンゴの光合成扱計測の紙み．慾光や色影を

利Illしたサンゴの健縦J主計測の試みなどが含まれ

る．

『海水総動特性純資却tJは．以下の調査研究を実
施した．

(J）海中エレベータ理事による磁斜耐の海本訴ii/Jの

ii!!統制~

石凶感情lの~ti\!11に発主主し東シナ海に価するカヤ

マピシ（!l'!！ポ｝の沖．水深32mlt!!点に海中エレ
ベータシステムと荷型車多Tu!il首選針を殺鍛して．水
lla・JU分・討ii勾総速の鉛i底分:{fjを計測した.Ii);湖
から潟水が淡Illすることにより（J0/12),~~ 3 

m以淡では水温が：o.s℃上野していることが綬然さ
れた．

(2）織内外の泌水流動
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般輸t及び鎚糊内にmi述況を4台1.!l:践し．潮汐・
鼠と泌向締法舎の制限lを訓fをした.1(1!詰lでは低潮時
に湖』I:al;りし．低減からお潮崎にかけて側内から
縫外に剖fill.；担に尚湖から低糊には旅入ずる傾向

があった．織内では耐風”に~tr;,1 ，きの剖tれはそれ

ほど大きくならないが．北風になると市，；，Jきのif,i
れはかなり焼くなった• !f JQIの北iii季節風では線
内に後人すると考えられる．

(3）人工浮il1幼生トラッキングシステム
人主将遊幼＇.I，を迫((iするシステムの店本性能以
験.i創立候飽紙験.l'.lfh迫II！.佐官E試験を'M）ーした．
災H埋設計のためのff轡測｛在住，車放ぴトラッカーの
/It進性能・l強調置性能に関する）！本デ一世を取得し
た．

サンゴ敏’I，悠系研究が.(j凶国皇制のような広大
な海峡を対象にIrわれるのはllt採で初めての試み
であるが.i晦派生態系司書以会..f事’y：潜水研究会に
所属する多くの研究者の協力を得て．その変動H豊
橋解t抑制究1こ.r.手することができた．

耳R・1 量売~利用した先脅威活性的計調

r燃－物質循環と生物園の相互作用に関する研究』

期1111：‘ド成9.

梅1下生f畠系には．光合成生悠系のほかに然水司君
Ill・冷水初IIIといったl血隊内$の変動現象によっ
て成り立つ化学合成生自由系がある．とりわけ大島t
mなのがi;Ji抽j峻にある然水＇｛＼ Ill孔生物群集や冷本
初lllfi!'I，物rtJI!である．これらは．涼師事底から峨
UIする物質を11111査・直後的に取り込んで,;r,太な生

物悦を総持しており．明Ill物質の循痴に大きく関

与していると忠われる．本研究は．深海調資シス

テムなどを／/jJTIし．地球Iii綿からの明出物質と潔

衡化学合J<i<'t悠採のl!I花関係と深術化学合成生物

昨JI!の他地生f!!¥ザ：が：iJS,t.:l-?11：を191らかにすること
をlclll'1Iこ行う．

日本l柑辺からマヌス抽i盆といった肉太平洋の化
学合成生物群集を対象にitt水よ明党船等による

フィールド謝炎と隙』：；足験で．ヨ：m’・生態学的研
究を~絡した．そのS占見t 群集の織成生物の調lb~.

持細分訂i.成長.J駐1：細i加の系統などに附する
データが約られた．また．新たにIJ本t色ii，持7326m
地点で．世界f詰ra郷の化’F合成生物群JI!を発見し
た．さらに，＜リアナ溺滑においてはlit持倣深部

の生物:ill'tを行いヨコエビmなど伐;nな紙・i:'t斜
を仰ることがで宮た．治水調1f.船などで．効単品

〈サンプル~JI!ができる吸引式深海生物保1』n主i芯

とE司自白測~！主総など＇ -/j，険よ実験Illには例ff
RI苗.ONAシーケンサーなどを蛾闘した．

寧R・2 マリアナ；濁調チャレンジャー濁酒 t水深拘’0.900
メートル｝でl;l織したカイコウオオソコエピ

「外洋型人エ海底による沖合海中空間利用銘大技術

の開発』

期llll：事成6年ー10lド

本研究は。平成：6l手段から：a手県との地域Jtl;;J研
究開発事業として始められた．滑降j?.tする人工
t晦1'＼：をi問先・利JIIして水深100mまでの沖合続の
泌中!l!l:Uの利mを日的とした．そのため．平成7年
度に外洋却人工悔底『おおちゃんマリンIr} Jを

は作して船位向の水深40mの樹減1：，没凶し.'M泌

峻総合t点検をfrい.:).!JI!憾の綾atを行うための各
館の実験データを取得した．平成10年度はI時終年
度にあたり以下の~験研究をnった．

0)7ワピ例行試験
平成9可－~に飼育を開始したアワピを縦縦飼育

し./1,Jlド飼育を行った”の成iι金銭期.ll{取Ii¥士撃
のデ－~を仰た．この給＊·外洋波浪の起草”を受

-5由一



ける海域でも7ワピの倒ffが可能と判断された．
(2) Jド舷峻検w.
~令ft .耐久性を定期的に値，Jgし劣化状態の正

鰍なデータを取得するため．治水｛下mを中心とし
て施投本体Jk.び係宮IチェーンのIVi食l'lll主計測．ア
ルミ附械の体f責決it1,t.lt測．係鰐チェーンf琶の}t
粍fll,1t4理．外il!OIU検干t海水パラストシステムl用
車量検W.＆.び｛・1羽生物盤k¥Jt測を符った．その結＊・
絡必本体＆.ぴ係官I系 Ch臨;?itよりが＇J8m以内｝は十
分なllli食f官l•Zが雌保されていること． 陥隔の体frl

袋縫iilにY41首のないこと．チェーン筏の-'tit肢は
ほぼ設計似通りであること等が偏i認された．

③防上検流

災海域試験終了後にhe般を制収し．現地で外観
日悦検w.を行い．工場でチェーンリンタの外観測
位．断耐形状4制空五位ぴ銭(1強!l::Ml張）潟:i'tをITっ
た．

給品！.水面下の縫綾にはムラサキイガイ等が街』I!
しているが．除去後の反面には．塗袋の剥がれや

み紛などの縦食がないこと．係鮪チェーンには部

分fl<）に付.r,生物のE置にi2があるが.UH踊.I揺食放
びY4骨：なi白径五竜itがないこと等を繊.t2した．その
他.:Jib車製作の上で氏mなデータがl'Jられた．
＠制i倍ゆ作成
SIドrmの研究結よI!をまとめて制ll'l',lfを作成した．

茸属。 段土倹置のため回収され止保留畢

『沿岸漁IIモニタリングシステムの実用化事簸』

j明Ill) SJ！成6・10111

仙台t市立問l政性が前〈． 和•／J I！水． 相I制間系水. m

湖系水が滅入し．品1；事な向内海水自置境を形づくっ
ている．またこのために謀総生耳目力が拘〈φ 仙台

尚治1;1；軒続は必始業や漁船設業を中心1こr.，皮に手・1
-5'1ー

mされており．マガキ天然保有｛などこの海峻の也
般的事rmによって崎ガキの浮j)2幼生の分骨i械を特
定すること．またお湖．只，：1プランジトン．低俗
語障水塊の先生などによる総菜被：時をボ然にllliltす
ることなどが求められている．この術織の術水原

俊を観測しとくに,oj(J:19.の泌動をモニタリングず

ることにより．生物生ffi環境の'.M態解明に結びっ
くものと期待されている．この1也域共＂＂研究 cm
II WI）では．第 IWI C平成6～8年度｝でIRI発し
た泌中エレベータシステムを中心とする水担担割t動
モニタリングシステムの'.Mm化研究を行う．さら
に．このシステムをmmして．潟水8自境の$｛lo「［分
布を連続ll<Jにモニヂリングして水厳関係肯のデー

タ利mを図るとともに．カキ符il1幼’l：などの生物
調伐をfぜい．仙台湾における浮遊幼lEの鉱rtt・滞
m・3良債の機摘を解明Il, . 治／j！益崎町漁~のj踊興に
役立てることをEIIY1とする．
平成10年!Itは．術中エレベ一世システム及びミ
ニ泌中エレベータシステムを改良し.6～S flに
お巻尚において漁場mmをモニタリングした.7 
月下旬.8/11：旬.9 /l l :1•Jに fiitf=l'II!滋tJJ 1iの

定点鉛［任分イ11Jk.びヱンヲロージγ実験をIrった．
また．海中エレベータシステb.解.JL'Iを作成した．

... , .，・・．州制."' 師同町‘’・...,., .. u 

．． 

t・
，． 同師向剛山側

叫 ” ・d・・酬’・＂，制．

－・

・・・m・u・・・n,＂＂＇ν凶 帥” ‘、．酬・ ~Q 制，

包4 揮命エレベータによる餓酒量の寄鍋儲 （1998)



『大村湾の貧厳濃水線発生抑制銭術の研究開発』

JUU:11：単成9-11年

大村湾は長総以の中：I<にf\Zi~Iし， I勾湾のt幅b:I:に
はヘドロがP~＜継続している． 近年．大将湾~$

のl:llili化がJ臨んだことにより．水質的織が!,ll昆！！，

mを~える状慌が縦鋭し. !!JUIにはn西空業水拠の
先生が'11儒化している.ti舷持；Jj(!JV.は水路魚介m
の生Q.を開1；与し．また亦織を・；lき4l:こすもとにな
る栄袋分を術底織からI昔Ill.供給させる匝（凶にも

なっていゐ．長崎県はCOD!H•i町の総r.t)I!制に鍔
めてきたが．湾全体の総合的怜化戦鮪の布陣援が緊

悠，型犯となっている．本地峡Jむ同研究は.X.村尚
における質問号」降水塊の~~メカニズムを解明lする

とともに．その発生を抑制する総動成作技術を餅

究開発し．大村湾沖化戦賄側築の瓜織とする．食

品空調4水流発生仰制技術として.&li'Iのn栄養潟水
とほ府のbl~長潟水とを俊作混合させ．さらに水

平に”：倣させて広範的lにJli縫’J；磁を進行させるこ
とによりit時是~水嫌の発生：を抑制する技術を研究

開兜する．

平成10年度は.・c;i栄.t化．貧民霊井；水化及びモデ
ル化のため大4れ曹の現況川貨をfTった．波動縫w
システム設泊予定JI!!.•.＇.（のl.,ll克モニタリング及び：f.

価手訟を検討した．また.iJ白動撹ti＇システムの絞

:itをt'rい．制御mi字体を製作設置し．データ伝送
主事の作動を倒12した．大村怖の鼠述分布は不均｝
のため．これを考慮できる海水減動プログラムを

開発を行った．

『サツマハオリムシの簡易録集システム及び飼育手

法の開発J

JOllllJ 平成9・11Ill 

サツマハオリムシは．消化i'i'を1：；たず体内に共
生している化学合成総泌が作りIllすエネルギーを
事lfflする特%な生物で．鹿児正M~~』水深82～ 110 

メートルに生息している．現状では．サツマハオ

リムシを探ll!するためには.j蝉t下作学技術セン
ターの潜水調習を船や無人保干E機など大がかりなシ
ステムを必援とするため．研究にmいる以終は烈
られている．そこで．小唄船Mlなどにm.tし訴に
研究飲料を供給できるようt~1111M録集システム
｛カメラ付グラパシステム｝のIll~を行う． また．

鹿児ぬiJ，水敏郎と共同で．サツマハオリムシを良
好な状悠で鈎ffするための技術をllll1fし．海洋科
学校術の持及・硲発を行うことを[IIY1とする．

平成10年度には．術品A探ll!システムNl上！'Illのう
ち.j自滅及びカメラ制御郎の創作を．水中綿のう

ちカメラ ・レンズ郎及びカメラ馴御m.の後作を
f'rった．水，，’地送以験をf子い．カメラ.ltl級制御
｛部の動向2が良好であることを繍総した．また．サ

ツマハオリムシを合む探ぬ．化学作成生物に｜則する

一般l••lけ CD-ROM を興作した．
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縫常研究

「海洋生態系の複合モデル化に関する研究』

j閉1:11：平成10-12q, 

み；ftif;)cは.i毎f下’＇＇・態系の・・つー・つの現象をでき
るだけ単純にモデル化し．それらのモデルを桜合

することによって，より純伎のi*iい海洋生態系モ
デルをq)f究開発することである．総動鉱倣モデル

（帯！耳P.毛デ）レ）.物質循環モデル ｛生・物化学モデ

ル）．生物!Tt/Jモテ’ル｛プランクトンの鉛直運動
等｝などのモデ，iの綾合化を制111-1.,.:I十努効怒の
よい姥列｛ヒiii'算プログラムを開発し．それを主主予〕）

司J大’riiti草僚を｛点って計1草を’~b告する．

。f.Ji.11 !Ofド伎は．海洋生態系モデルにおいてはプ
ランクトンの飴依移動がif（裂な鍵であることを犯
縦するとともに．プランクトンの行動モデルにl刻

する文1liU調'i!l:をi).!8在した．また，モデルの並列化
については． 生態系モデルだけでなく物線モデル

も立f,3i＇）化する ζとを検討した．
今後の予定ーとしてはプランクトンの鉛政移動

をモデル化した行動モデルをll"5~する．また．物
mモデルの占並列処耳Rfヒを／＇iう．さらに， iJli常の生
態系モデルをおコンパートメント鯵に煎炉l処型化

するとともに．物~'j!モデルやプランクトン行動モ

デルを統合し，員生も効率的で詰J・)a安定般のある手

法を検討する干すどである．

「級河湾における海洋深j竃水の科学的特性と多段利

用システムに関する研究J

期間。 ＇llJili.10・12I手

本研究は.！主州t苛E事脳水:/i効利J!ilJl;i'!の効拠的
な機進と.＂＊創的な深脱水利 HI技術の敏立に貸す

ることを制約にしてfrう．本年l)l'はli/f究初年度で
あり。餅究の効然（(:J隊進を1:81るため，初予tl.li路沿

溺の'f!J詰，liif究体制（プロジェヲトチームの総f成．

~t誌研究員等｝の般討をnうとともに. J.t鋭的・
先進的な分析 ・ 観測機R~，阜の努ri.に活手した． 型軽

｛前機irg績としては．微抗：金l抵E員を対象とした数百t
h1分分析袋i市．官最後託証主自宅手を対象とした多t.＼む.11分
分析主主総，生物による水質，if阪を行う生物線li:'.. 
分析装滋，紛紛によるif,j／下訓it:！護保まIi，係併，tの
t晦持制1l:I寵＊~ま員Z撃である．

a
T
ザ
ん
の
後

huum血切
実

主主主旦正且且草草

s，暗号ヂルのJli狗処ftのIU!
l舗L忽添..”bの象興砲店量の後＂

m・5渇津生態果的複合モデル化の研究フロー
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『サンゴ近傍における潟水運動の鮮価手；去に関する

研究』

l剖!Ill：、lり，，t10・12lド

サンゴ敏生悠系変動メカニズムを哩I絡にするた
めには．その生息域における生物学的変動のみな

らず．物邸m縫をぬ！えることも!fl'lllである．特に．
サンゴ感｛パッチリーフ｝近傍の微小な縦れをI担
保することは．サンゴのt局長治nや819P.動物プ
ランクトンなどのすみ制現段を姐lる上で1f('F,fであ

る．通常．甜t動布陣のl巴搬には．総込＇Jtを)IIいた係
fl'！系側測がIrわれるが．パッチリー7などの小J!l
燃なi師峻では.Jt3Ma日そのものの大宮古から考え
て使111が凶嫌である．ゆえに．このような羽所で

は．著書41・ ~同自制などの小島H尭な縦続における減
動環l,lの間縄l二111いられるliff/Jf.の妓ifiがIi効で
ある．しかし．行荷球による旅れの計測は.2～3

日 l~J.!l: しか行えないという欠点がある．

そこで．本初予習では．む.ff王者の校術を必縫とし
て，I遡fillから10n前後.Iヶnrwtのli'I~減速が

減価できるl長期般的'l'!M~縦巡センサーの側売を

試みる．さらに．開発したセンサーを!Ifいて~衡

域以験を行い．サンゴの成i長治郎や沌Jfi.動物プ
ランクトンなどのすみ地環I.Itと微小泌動織との関
わりについて』完封する．

ノド年肢は．艮JUIが』.'llllが可能なセンサーを試作
｛』！Mの改良｝し．さらに.:M悔続で各陣拭｛ドセン
サーによる実験｛リ正（4）を行った．その結晶！.行

膏に純子の細かいセメントを配合するとli圃111112
If:の計測がuJf，~なセンサーが作れることが分かつ

た．

今後のill!.'.11として．水ill・極分・減illのi皇いに
よる以作センサーのl'fj解火・験｛メii耐域及び省内）
をIrうことを考えている．そして．純度の向い1?,
j明絞れ可能なセンサーを1!1111¥しそれを)IIいてよ

必のことについて考えていきたい．
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草寓4 石百個湖｛沖縄.Ill石垣島｝に谷ける．島周観揖!l1底追

センヲーの寓渇蟻翼瞳

『科学潟水ダイパーの潜水後高所移動に関する研

究J

)UIIUI：、l勺鼻10・12<j! 

前本f長の，L省所移動のよる減IE：椛の~JJ!において．

iM水煩悶としてはi円水i:lil.!l:とiii水町U:Jさらに呼吸
ガス拾が．またt骨点後の要肉としては局所~ff:

（低庇環境：係筋や航設機の千平常内I.I：）がift官重で
ある．そのため潜水挺凶の測定制lf.l:"!jiの除討を
行った．またitt水後のE買収袋閃に1則しては.I瑚JI!
J世KでI誌もダイパーが俗本f去にIrうI1),1!1えの例と
して.JI！名高h車道路における抗l:JIJ総jgえの際お
を．またI珂内線の航~機軍宇宙内H；を測定した． そ

の紡』I＼.客当内1工は緩段後約15分でi¥':iIJl' 2.創期～
2.700mまで気fF.が低下するため．相官本t「i後の航宮古
機移動が沿もf占険であゐことが判明した．またil1
水後の低1工環)J!縦割宮による減n：桜の動物モデルの
作成をラットをmい開始した．

＂，町内.........《m》
J.000 
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0・6航空岨富量圧肉の梱当高度｛定闘慣の大E盟臨終鎗｝

期待・＂＇高直：’o.眠附n- 11，日時m



「サンゴ犠魚額のバイオマス計測；去の研究J

JOU:lJ 平成10ぺ2fl, 

サンゴI!!’E悠系の『，，で.f!.¥l:/iは向次の捕食ぢと
して｛主的づけられる．従ってその’i：物放のIE桜は
if1 'll!であるが．サンゴa臨海域には多〈の，（(l{liが分
布し しかも海底I由形が彼械なため.!i＼的犯槻が

闘嫌である．またサンゴ峨漁業も生悠系からの！日1
'JIきであり．そのlitをiE績に杷担益する必裂がある．

生物品計測については 三次元テレビカメラを

利mし．そこに分布するf.(lの附百1と寸法の，汁測を
試みた．ケーブル式のテレビカメラの級位・計測－

＇＂＇収が l司勉であったが.I・，J一筋，’iで30分をlit／！£と
してデータを取得することで良好な給処が仰られ

る見通しを得た．鎖似の体型のf.(1mをまとめ．体
llから体mを求める，lh•唱である．またサンゴ磁漁

業については文献調在． ｜聞き取りJ湖1J.などで拠't,I
IEn過をIfった．

/’~. 
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’τ望

λ入A》.，，~.含弘孟メ
・,t ；：~代‘4一 戸宵弘，P唱

-
ト》唱．，、ιγ司 J、
ょ.＿錨ぜJ；ιh;;f;_，.，，九，

耳R・5 サンゴ植に殴置した三ll:完テレピカメラ
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『然水噴出1韓環演の解明と生命現象の相互作用に関
する研究』

J問llil：平成品IO年

地球上で生命が誕生したk:940W.年前町iの地球環
境は．持者溢・嫌気的！m露であることが示唆されて
おり．そのようなm唆 FでlrHJJの生命としてバク
テリア織生物が出現したと考えられている．そし

て.r,r,溢で微企f$.（的あるいはl,!.ii;O<Jなfill主として
代波的なのが，海洋ではiJi耐熱水峨Ill孔で．隙仁
ではi邑J誌である．従来より．センターではei':if~然

水町m孔生物fff..mを対象とした研究I乙行手してい
るが， i':lioo然水町出孔生物鮮~の術illを明lらかに
するためには．様々な｝j帥iからのアプローチも，必
B重である．そこで．より』jlfjijな群JI!情泌をなして
いる泌泉生態系の例制iも｛（径と考えもれ．両r.を
比鮫僻流することにより．然水町UII孔生物tt.mの
構造を燦ること.8；（始がJな生物till!の務を係るこ
とをnr均とする．
イオウ阿1,r.体比から食物巡,nを!If,返した結集．

然水域の~itやエピがパ？テリ7を/l｛食している

ことが明らかになった．深海然水明Ill城と隙l：泌
氏では．一部弱レベルで共通のシ7ノバクテリア
が生産r;となっている可能性が示唆できた.-}j 
で．温泉のパクテリアマ・ノトと漂海熱水引111械の
マットでは．ほとんど綬占的が異なることが示唆

できた．大まかな見111もりでは然水明Ill械のバク
テリアの生成祉は1×104cclls/cm1/d咋と此titも
られた．

孟：－ •.. J 
茸買，6駄目咽田沢湖過県思の現車に帯続さh晶微生物のマッ
ト．確鍵草と呼ばれる．



「中・深層生物の録集・鋳育援置の開発』

IUIIIIJ 平成10-12ljS 

拍iitf.’I，悠系をJll!/1￥ずる I：で.／品も欠如している
情報は.i世jlfの9制以上告占める中 ・深尉に生息
する111物とそれを取り巻く潟境に附するものであ

る．近lf.itt水調貨店tや黒人探査機の綱資により．
•I• .添削には多隙な生物がffイ干していることが知
られるようになった．しかし．中 ・添削生物のほ

とんどはゼラチン質であるため非常に破れ易〈．

駆けーから市り降ろすプランクトンネットなどで完

全な拭約をlfll!することや.r.imした試科を降t
で飼育することは傾めて閥嫌である．そのため．

•I• ・ t事前生物の分級学的． 償却 ・ 生態学的!r'1制iは

ほとんど1！｝られていない．
そこで．中 ・深例生物呼mの1?m:s1及び飼符袋
路の開発を符い．中 添削生物の生物学的特It・の
解明に資することを日的として．平成10年度より

3年計画で本QI＇.先を開始した ．平成JO年後には．日

本海t拘やマリアナ術滑など水深6..SOOtnを俗える泌
械で，p・E躍的生物をlli製するためのfかいこうJス
ラープガン1!16述式キャニスタを製作した｛写点

7）.また.lダイブで可能な限り多〈の生物以斜を

1！｝ることを目的とした fドル7ィンー3KJスラー
プガンlllll!J i!I!式キャニスタの』島本設計を行った．
さらに．凝集した中 .i;軍病生物のll1:1.H局長上で
のr,,rt，こ必要な水榊冷1)1燃を悠備した．

耳R・，rかいこう』に繍置した＠連武キャエスタ

共問研究

『海洋深層水紋水後衛に関するフィージピリ

ティー・スタディー』

1明IHI：事成9・10{j! 

本$f究は.1'並み上げた深府本を利mした後で泌
綬に炭す際の.~自境に純利した深耐水肱水校術の
綬計指針の磁立を日(l<Jにしてffった．本年度はt止
終年It:であり．深m水紋水妓術の』基本的考えIi.
戯水した深耐水の活./11/uの検討.h究水技術のハー
ドとソフトの検討.'.l!i幅域'.I!経実験の内容の検討
等を1rい．成米・をまとめた．過去のE事例水のilJ.水
の事例を調fました結集.~耐水脱水に伴って宮臣官i
が繁茂することが姐S草されている．この‘WMにお
づけば.h量水後の深附本tJlll/:散しに〈いような条
件が;ll!定で宮れば.i骨J峻でのt車場i2t成が可能にな
ることが示された．本初予Eでは．これを実現する
ための椛造物や紋氷方法の慢念設況を行ったが．

今後は：~術域での'.I!託研先を1'iう必if.fがある．

『自本渇固有水の性貌及び分布・変動特性に関する

研究J

l聞JUI：平成9-11年

本研究は日本海凶.／1水の効ヰ！(l<Jな利m. .:lP.；ぴに
11r祭(JI；な利m展開に資するため．その性状や分

布 ・変動の特性の解明lを日的としている．今年l立
は9月におtiIi!車内の前川仲合で海洋絢畿を'.l!h起し．
E震度S00mまでを対織として水i且．属国分．無隙栄礎
自匝宮1の分骨f特性放び前在的記事官I’l;,lli/1の鉛j(（特性
を明らかにした．無機栄，tJiiのうち特1こ制隊出は
t程度 IOOm以深で深lll:がmすに従って刷加し．
250m (e;!段）以穏では仰い浪It:で安定した．また．
治r£的綴l'Ji生産＇）1も250m深度以深でおい舗を示
し．両，，..のfillには高いfflf則関係が認められた．
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「動物プランヲトン自動計測誌を利用した海洋生態

系研究のための1£銀銭街lこ関する研究』

｝岡1111：平成9・11lj, 

動物プランウトンにl測して.ffiたな測総の特色

を担！慌し．その利Illを促iIBすることを目的として．
中央本沌’研究所との共同研究を行った． 今年度の

研究のなかでは特に:Ali領域に’R点を飽き．！日潮内
側..，.心郎．外側において光学式センサー（OPC.

写災害よ照） 電気低抗を利}IJした測恕（EPCめに

よる計測を行うとともに.t者保ネットによるitm
をl'rい．それぞれの測総により符られた紡泉を比

較した．その紡』I!.従来のUHi!手法の問題点及び
新しい測昔日の計測手法に側する峨々な珂Jjlが1:1ら

れた．似体放に凶してはOPCとEPCSとのII”には

前い＃II則がみられた．また.OPCとネットとのIHI

には夜の相l則はみられるが．ぱらつきが大古かっ
た．生物fitに闘しても各計測~のr:tlで正の持l閃が

みられたが.IN体数に比べて相1則が低かった．こ

れらの相側関係は税湖綾などの他の術岐において

1：｝られと側l刻とY！なっており.ll'lm軒l成が計測に
大企＜ii>轡を放ぼすことを示唆している．今後．

これらの知具をさらに検討し．計測手訟の俄rL及
び，n測総の改良を行って行〈子1主である．

~早－
~ 
曲一 h ザ，＂，山

写R・8 虫航。eに幡町された先竿茸プランクトン計調講置

f荷分liiil!fflの効用に関する書基礎研究j

WWII：平成9・ll年

.rr.庄生四i農学.i帥水E医学の研究では．俗語Eの効
mとその1:Jf'tfl11ffll'ilになっている．店主ぷの効)IIに
ついては．この荷分(E倣蝶または術分I虚俄おとti(
S匝f刊との併Illによって純鍛細胞に働いて鰍鋭に対
する抑制効＊告示し．また能濃の，lJM：については
紡織能への影轡が縦続することが畑I€，れている．

本研究では荷分庄西空議長刷機絡による赤血威厳’t
f患の変化をとらえ．白血病などのl血液疾illへの応

Illの可否を検討する』＆.：！資”とするとともに．般
識の；：J伎について肺の形態学的変化と肺機自主の耐

よりill究し， j白水省の安全の儲保と健康l'i'I'I!の1hi
で:fll/11していくことをll的とする．

ーωー



イf人実験で肺機能検売を~験前後．実験終了後

30fl ti までj();)1し検討したがイ'f~な変化は認めら

れなかった.,A<I血球Ri’ヒ（iiiについては間服Fでは
抑制された．白血病細胞（L1210をDBM/IIマウ
スに腹腔内給与し．その2「Illにl,'ililf開DNR 

(D山間mycinc)2mg/lq; Xは lmg/1:g投与し. 3日
1-1より9日tiまでl円l時11117日！日l尚爪下に制縛し
た．また7111-1から9日「lの3円1::1G・CSFを投与
した．その紡；ItDNAlmg/1:g投与静，f.11E下直属鍬併

を DNA2mg/l:g大~ii主jg境投♀鮮でJa1もの延命効

撲を認めた．

『ROVを用いた中 ・深織生物の研究J

l聞JUI: 'l!hlt 9・iI fJ, 

製作の治洋環境研究において．物質愉送や泌派

生悠系を1唱！角揮する上で.Mもm絡が欠けているの
は．中.ili!W生物とそれをとりまく探境である．そ
して．それらの研究には操作性の尚い黒人燦従際

(ROV）が(f効であることは．米関のモンテレ－I帯
水膝自16ff究所（MBARI)などが実証しつつある．
MBARIは.ROVをmいた研究では世界をリー
ドした研究働側で.i帽t判事学妓術センターとは．
研究協力協定（MOU）の）！，に平成6/J＼~から。 モ

ンテレ－il'lと制ltslftlにあるプレート衝突岐を対織
とした生物学・I血球H＇，：：の比鮫研究を行 ってきた．
そうしたなか．上:cのように中.i)li府研究のJ[(:l!,!
性が強〈泌J置されるようになり．かつ．予備的調
伐によりfl1隙間とモンテレーt暗に生息する中・r.l!
m’I；物の!'Ii似性も指摘されるようになった．した
がって．酔，jil'Jの•I• ・ 深肘生物群集を比鮫し．その

特徴を明らかにすることを目的として．平成9fJ1

，宜より3fJ,,ltiilliで両側l闘のROVを一釘効にt品川した
中・深蛇t’I，物研究を則始した．
平成10lj!/Jl'は．島•JI担l測の ROYで共通に使111で

きる併沈下H‘の俄立をn指して「ドルフィン－3KJ
m＆ぴ 『かいこうJJ11 ~II日i式Dサンプラー｛中 ・

深悩生物~集袋inl を駅動するアクチュヱーター

システムを捜(Iiした．また．相l般向』kぴモンテ
レー湾における治鉱調倉を共同で:M絡した．これ
らの訓貨により縦波 ・t:l!JI!した中 ・深前生物の
データベースをt構築し．それらの分.≪，深度．分｛r,
t蝉域.~.J量生態． ’I，話公などをー滞解明した．
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耳E・9輔楓置の近底掴で録集したクラク1ι本櫨肱この海援
で恒占的に出現するが．ζれ＂で凪師伝 生柚以制限揖
If,箇闘であったため軍配積極であった．



5.情報管理室

( 1 ）研究開発の方針

情fflW理常においては．各締観測データのデー
タベース｛ヒ．向性能コンピュータをJtlいた数航モ

デル研究などに11!1ずる例究支JF,!.)kぴ数例シミュ
レーション総!I!の”li,l（ヒ総術．先緒的な計算手法

やコンピュータm』阜の訓売などの漏で.！苗t下の計
算H't-l克術のよりー桝の舵逃を目ざした研究l用51!
を千？っている．

'l勺，EI 0年度にl立.ifohl;J也形データの処理！.可
侵化手訟の由I究として『シーピームのildB）：下段従

ソーナーの＆ぷ機能改i"fに附する由f:1!:<J七H研
究）J.計算機をJI!いた数純解析によるアプローチ
での珂！諭研究『モード型盟諸によるif~，，’I干期解析の

自f究｛経常研究｝』．先封；1針転をJI!いたネットワ－
？~毘獲の調i'I'. 研究をιI的とした f次l吐代ネット

ワークの，没計と符埋子訟の(,If；先（経常由f究｝』をIr
い－~般の業務にも応JIJ している．

(2）研究開発の慣萎

I ）モード珂！必による御中将場解析の餅究

（経常研’,'c)

モードl'H誌は．波動Ji何式によりli-i庄の合成と

して；1tliする手法で．拍J’I•やt蝉~ドの/7被u,mJJ!
S虫の厳14，島幸を求めることを”111監とする下訟である．
しかし 彼鎌なin主プロ77イルをもっt師綬の計
算では． 一般的な：；yt,j!J!l！~とは比般にならない肝

fl.l,lと州立が官役となる．本断言Eでは．剖icklc，ら
の総楽したIr辺iプロファイルをIRI数として解〈方
法やH限~分;l;/'J式として解く下il，などを験討し．

世J中や街路Fの象付・も巧織したモデルと；/Si晦域
データを比鮫し. /j繋をf-iった．平成10!J,1/tは．
平成9lJミ協に作成したモードt哩鎗fft~プログラム

を改F干し．岨1列JtP:I慢に移相自するための昨lJ'l'.iを
Irった．さらに. ,lt~下mゃ給』I!について．鎗文

｛『持I銭Fの影腎を考慮した1也中措j西織の長距猪狩
波！，；般についτJ）として校総し.l・PI< ff轡学会
総. S4~SJ:/.pp3S 1 ・3刷. (1998）に1自殺された．

2）次例代ネy トワークの，＆，Jtと特樫手法の研究
（経常研究｝

勺セン-$7ーにおいては平成5ll!I立にFOOiを基

幹とする椀1勾ネットワークが被備され．各ill邸内
ではIObosc,Tのイーサネットが?Jilliされていた．
その後インヲーネットのI＆絞もあり．ネットワー

クの,fl]/JIは，（.，：（速にmえていった．しかしながらこ
のネットワークは設計から5年以l：が純過してお
り．これにl&J証される機a耳cコンピュータ等）の
件；I曜もあがっているため トラフィックのi!!'.援が
’I，じているセグメントがあるのが現状であった．
そこで本側先では．現状のネットワ一世のl：によ
り高巡の研究Illネットワークを.＆，ltし．その'iY埋
手法について仰究を行うものである．また．イン

ターネットにおいてはその急速なf普及によりIP7

ドレスの紡泌がl問題になっており.IPng(IPvめへの
移行が予定されている．セン6'ーとしてもこれに

対応する必援がでてくる”l能性があり． これにl則
する情制i収集を行うものである．
従米より構内宇ットワー？にl則してはより泌巡
で.f,l頼性の向いネットワークへの必慣が研究何
より1Hされていた．これに対応するかたちで本年
度は．構内ネットワーク同情築のうちU!b.l内トラ

フィ γクへの対策を行った.！！.体的にはより市巡

なトラヲィッOを必1./としている~頒解析輔l. 7 

ロンティア制ti/!il'f.研究機．深泌総合僻究憎の一
部または全てにおいてIOOMbp＜対応スイッチの策

協をf子った．これにより従来の10Mb併の峨総は

もとより.IOOMbp.＜，対応の機:Illにおいてもその性

能をト分にJ~rl!で吉るようになった．ネ・ノトワー
クw理についても. Nc1Vicw ソ7 トウエ7~予を；昂

入し今後詳織なデータを集めてい＜ Viどである．

附1にネットワーク'IT:埋両而例を＂＇ず．
1Pv6に関してはll!lfrインターネット七で61lonc
と林ずる1Pv6の研究JIJネットワータがなちl：がり
9.!l，正試験が行われているが．これに1則してはセ
キュリティ技術と合わせて今後も例制iを収集して
い〈予定である．

3）シービームの海底下係先ソーナーの.！Vi<健能

改涛に附する研究｛共同研究｝

本研究は『みらいJrかいれいJに椛被されてい

筒， ネットワーク符理画面倒
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るシービーム社のマルチナロービームずf樗測e.:!機
(MNBES) Sea0EAM2112.004で得られるデータの

皮示にl則ずるものである．このMNBESには泌ほ
FのI世附附怖を取得するためにサプボトムプロ
ファイラ（S目的 が波附されており．測深デーデ

と同時取仰することによりt姫路にl却する多くの新
しい賀1はがi専られることが期待されている．さら
に．サイドスキャンソーナー（SSS）イメージも1,;J

時に取得できるため．このデータとの関連におい

ても公示刀法を検討する必泌がある．そこで本研

究では．シーピームll：の泌l在地形公示ソフトウエ

アScaVicwを使って~i帽峨で1ri得されるデータを

犯に.MNBES. SBP及びsssの例像をltl適に袋示
するための方法を縦(Lすることを目的としている．

本lj,!Jl:においてはfみらいJrかいれい』で災海
峡のデータを取得するとともに．これを－ji:(l(Jに

管理・保管する方向での検討を待っている．凶2

に『かいれい』で取得されたマリアナ御構の泌J!l:
地形闘を示す．また.SBPにおいてはアルゴリズ

ムのー邸を改滞し．その結集を 『よこすか』11>.£
予定のS帥 BEAMに反映させているとともに説示

方法に附しでも検討を加えている．この結巣につ

いては 『よこすか』のデータを待って評価する予

3主である．

なお．本件研究でmいたSeaViewソフトウエア
は以下のl：望書パッケージで姉成されており. I ) • 
2）は後処理システム. 3）はリアルタイムシス

テム及び後処理Eシステム.＆.ぴ4）はリアルタイ
ムシステム（船上のみ）となっている．

l ) Pos1-Pr0<e崎川島崎flwarc

a) MB-Sysacmマルチビームデータ処理担プロ

グラム

b) GMTマップ作成プログラム

2) JD V削 alizali棚田fl川町

a) Redermaus 30オブジェタ卜作成／表示

プログラム

3) Survey M叩ping団自ware

a）問aloggeιsb2100 データロギングプログ

ラム

b)scasw叫h リアルタイムswalhデータ1v・1,
プログラム

c) scasu刊cy リアルタイムm叩pingプログ

ラム

d ) Scasurvcy_adv sea剖刊cyの機能拡張版

4）田ap,ofilc（船上システムのみ｝

SOP データ収録及び，~示プログラム

KR98・（）5Chαllenger Deep 

8 
!i' 

ぺ唱。ω ...徹ぬ 4峨ω .,000 1000 4陥00 SC,00, 4・” .,10)0 ,2CC訓0 ．吻∞
depth in ,neters 
鴎2 渇底地車問出1l酬
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6.深海環検フロンティア

( 1 ）研究開発の方針

lJl:泌を4持続する生物学的・物理学的・化学的級
事E耳障の動態とそれらの相Ii:関係を明らかにすると
ともに，深海自苦境と他の海洋環境との境界におけ

る鴻現象の動態を解明することにより．深海環境

のみならず泌洋環境の全貌をt也球線機で抱縫する
ことを闘的とし.~究の進捗に応じて，·－,i'.lQlllll.

峨々な専門科学的事？銭を有する閣内外の研究者を

結集した「深海環縫フロンティアjにおいて．深

海環境を対象とする先導的・!Ji砲がJ研究を災廃す

る．

現在は目深t耐に終息する微生物を隔阪m境微生
物ととらえ，微生物が生符するi架海の物耳r化学環
境にまで研究を砕を鉱げ．微生物と物理化学環境

との-ltl友作｝討の綬点から．面H王.!if熱，’t冷，冶
機泌総耐性面白宅事の適応メカニズムを解明し有用微

生物の開発に応用する．

(2）研究側発状況の観要

平成l0骨・2主は．『深海環境フロンティアJの

f i'Jli海微生物研究グループ1内に絞首監された研究チ

ームを再編成し第2）明として深海微生物のゲノム

解析．代il!I!・適応機能．主主びに深海E理唆応答にi測
する研究を集線する．

( 3）主な研究開発の内容

I）ゲノム解析の研究

①好アルカリ伐締i曲目のゲノム解析研究
昨年度からゲノム解析を開始した好アルカリ伺－

Bacillus sp. C・125妹は，好アルカリ性Bacillusn耳総
街のモデル面白綜として．これまで大きなt主将lを然
してきた．しかしながら，本泌総の分慾学的な佼

績は．近年好アルカリ性Bacillus属量Hi輔の分級学
的研究が進んでいるにもかかわらず，未だ不明の

ままである．そこで．通常の｛司)El式験にmいられ
る当；Jm.生化学的性質のllH金討をf守うとともにC-
125線の16SrDNAの紘基配列に法づ〈系統仰の作

成．さらに，その結集近縁種と判断された術株と

のr.:1でDNA-DNAhybrid店副仰を行い.C-125旅を

Bacillus加loduransと作I,宣した．；事件にl河しては．

i氏Iこ織'SC.ti官受F目されていることから．これまでの
Bacillus sp. C-125株をBacillushalodurans C-125株

と呼ぶことにした．

昨年度より倒的した好アルカリ快絢li¥iiC・125株

の会ゲノム塊J車両E列決定の研究は、 ;;j三年段からは
#.i:!;i;Ri! 炉l~，Ef十業のルーチン化を本総化させ．現

在， 4句25Mb中の95%を終γという状況になってい
る.~働人数7 人， WU:il 1 0ヶ川であることを考

践すれば，これまでこのように思い迷後で成果を

上げた研究機関（またはプロジェクト）は傍無で

あり.I準々 な学会・シンポジウム等で向いtf.紙を
受けている．このことは，底鋭配列決定に関する

方法論の確なと，本年度の補正予算によるゲノム

解析)IIワークステーション符の機器i.主主1?11/iの;ff.
災によるところが火吉い．現住のシーケンシング

能力は事l7Mb//'J.82Mb／年で．日本ではHi大，

浪速のゲノム解析センターとなっている．以下に

瓜必配列i先,i：に関わる作淡のお織とその総決をffli
Jjtに述、べる．

(a）ホールゲノムシヨット'Jiンライブラリー
の作成

総也被で破砕したDNA断H・の分申書に際し．分泌
ゲ）I,,の繍智iと濃度.＆び泳動条件を検討すること
によって．インサートの入っている確率が鈎%以

上のライブラリーをIr成することが；；1俊となった．
このように， Bacillus ha/oduronsC-125t串のホール

ゲノムショットガンライブラリーの作成を過して．

1初場の良いライブラリー作成法を俗立した．
(b）λ77ージライブラリーの削減の桜義自己

がl決定
アッセンブJI,,によりできたコンティグ聞を緊ざ

かっ’タ白部分｛ギャップ〉をJ(l！める手段のひとつ

として，約20kbの抑入斯｝十を持つλファージライ

ブラリーの防総の厳島西u11の決定を行う．テンプ
レートとして)IIいるファージの縦製法や．

LongPCRの条n・4事を検討し.J曽約されたインサー
卜DNAの保i取が70%以lであり，またシーケン
スの成功取がほぼ90%の方法を雌なした．

( C）ゲノムアッセンブルシステムの術築

ゲノムデータの7 ッセンブルに必~なコン

ビューティングシステムを柿策する必裂があり，

平成I0年末に．統合7ッセンブルシステム｛仮

林；GAMBLER,Gene AsscMBLER）を開発・導入

した。 GAMBLERシステムは．当センター，家良

光線科勿技術大学院大学．九州大学． 三弁tt／線開

発徐式会針。の共同のもとで1≫1!1tし，現t:t:も改良が
逃められている.GAMBLER yステムは，フラグ

メントを擦ぎのわせるだけでなく ， コンティグl••l

｜てを~ぎ合わせるために符効な4準々なf両者iを排出

する能力がある．

(d）物般地惚lのilr-制解析とrRNAオベロンの

-64-



解析

ショットガンライブラリーの中にはクローン化

されない飯坂（ギャップ）があり． このギャップ

をカバーするために物理地問の持総！な情fflが必必
となる．昨年度は2つのrare.cutter(Aselと

Ssc83871）のうち特にA<clを中心にして幼抑制1随

の完成と解析を行ってきたので．本年度はさらに

詳細な｛1／絡をl!lるためSsc83871とJ.Ceulを中心に

解析を行った．完成した物理11!!1坦を関－ 1にぷす．

• 

s“総出，.，..・...，c;.，、百
‘2銭。

.... 

... 

図帽1 鮮アルカリ往絹蘭8acH/vsha刷 u，加SC-125韓のゲ

ノふ物湿地図

2）代謝・巡応島韓首Eの研究
（！）深海微生物の分英語．保存に関する研究

(a）好圧性細i'ii，耐圧4生細1ilの分頬
昨年度から継続している好庇性・絶対好1主性

Shewane拍車i;J.kびMaritt/la馬車E穏のI司,I:'.はキノン
分析．』旨筋民主分析．生理生化学試験とDNA仰向性

試験を行い．統存舗と比核検討を行った．その結

果， Shcwane/Ja腐の掠はDSS12妹以外は絶対好庇

般書店も含めてすべてS.l)cnthicaと問定された．

DSS12線に基づいて新綴Shcwanellaviola目aの紀

織を行った．旦benthicaと同定された71最OCM

10173～10178. 10262）とS.violacea (JCM 1017” 
はJCMに吉野筏を行った.Morite/Ja腐とした好圧性

的DSKl及び絶対好I王位鋭DB2lMi・5は肉定以験

のug長からそれぞれ新積として， DSKI徐に忽づ
いて新穂 Moritell•japon闘をa DB21MT・st輩に高島

づいて新綬Moritel/ayayano.,iiの記載を行った．こ

の2鯨についても， M・japonica(JCM 10249). M. 

yay11nosii OCM 10263）としてJCMに笥災を行っ

た．

また.l:I木泌泌6500m地点からUl似した底iii:を

・ ·!ftもi姐1良． 爪]Jを変化させることなく総代陥~

を行ったフローラから分綴した抹は．好ffl'.tの
Shtw•ne/la.悦はS.benthicaと肉店された.Morite/Ja 

成はMorite/13j，申抑制といj,ifされた．

(b）深海醇舟の分領

新たに分自揮した両手Iせは202妹｛験Mifi6.マリ

アナ治構176，担l結li帯・fjl司i.巨世t高首＼J)Eチューブワー
ム6，パプア・ニューギニア 14）で．保存妹は計

336,I畢となった， Rhodotoru/a属を含む怨子画面系普聖

母は資化性試験においてみ・舷’来な反応を米すこと

が多いため．有：色骨字母 Rhodotorula, 

Sporobo/omyces.且即日ngtonia腐の全ての易機縁を

合む92t*のITS1凝威及び5.8SrDNA湿器目己炉，を
決定し.r;;Jltデータベースを織築した．また．そ
れらのデータベースを附いて，深海から高頻度で

分間置される泊予泌系の赤色ME祉の食分泌掠につい
て．形態学的.it理体化匁的性状に基づく問)'Eの
妥当性を2事前面した．分1軍隊には形態学的・生線生
化学的性状から.Rhodotorula /iiiの5績が'2められ
たが， R. S加inisと同定された除のいくつかは，系

統学的には尺mucilagin脚のグループとしてiei却
されることが切らかになった．これら5織のmm
鱗向は動物由来のものと土滋由来のものとではっ

きり災なっていた．新緑と~－われる分荷量燃につい

ては唆夜磁~~起験中である．

い）深海微生，物及び深海サンプルの保海に隙i
するfJf究

深海底従サンプルは「しんかい2000』で相領海．

lili球海鴻．伊豆・小笠原の3泌域14縫， fしんか
い6500Jで大凶f卒中央梅若l，街西インド洋の2海
域5綴．『かいこうJでマリアナ海潟．日本海溝の

2刊i峻16樋の合計35積mについて，液体窓撲で
保存をfrった．これにより深泌氏泥サンプルは現

在205級自主体議員揮で保存されている．各錘Type

strainなどのfJi(7干については．各研究者が分績を受
けた除を液体雪在家で保存している．新たに31抹が

.i8加され，現（：(70抹がいつでも使則できる形で保
管されている．深海fix従より分繕した細簡11l輩
（虫T-1正樹6・好冷前2・9子然自由3）を新たに保存し

た．

②新規深海微生物の分続とi'liiilu車世境における微
1'.号均等。的多隙伎の研究

(a）深海底然水孔環境における微生物の多機

i'.t＆びそのi宣伝子ft淑の開発
t~々な派湖底然水孔罰百般における微生物の多機

性を明らかにするため，分子系統解析と微生物学
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的手法をJI]いて総合的に般討を行った． ONAレ
ベルでの解析では.I華々な深海底然水孔環波に憎

めて多憾な古細i摘がor:正していることが明らかと
なった．しかもそのほとんどが米だ分帰結養ある

いは符任すら知られていなかったような未知の古

細自首であった．また．各熱水孔!,:ll）！においてその

古細菌自だけでなく．細凶あるいは微生物群集会体

のUll!備造が%なっており．これらの微生物併銀
の燦燦． 組成放ぴ多様性がft然水孔環境の物理化
学的及びi由貿学的条件に大吉〈影響されることを

初めて明らかにした．さらに．い〈ヲかの未知の

古細t閣の1-Hf.をinsitu wh。lecell hybridi,.ationによ
り鍬認した．

また.j署西？な微生物の分自f＆ぴ際紛も行った．

本年度に符られた新岩手起！Hf.品簡は現（f:新婦筋縄住
録中であるPa/ac，山 町 山 sftrrophilusが挙げられる．

本1¥11立絶対鎌気伎の不,i：形域間で.60～88℃範倒
でm揃し笠通iii肢は85℃．ヨE巡ll'IMpHは7～7.S,
m舶に NaCl を~！Rする海洋性越ff然i'i創悩で

あった．本出II立2自匝鉄あるいは元副院状般民依存伎
のJr)f{tを示し．タンパク1'tやベプチドなどを栄養
源として,flJ/ll可飽であった．本崎の16SrRNAの

趨』基配列を決定し．それを却に系統発生学的検討

を行ったところ． 本仰が鎗~.性脳好然i!i細幽の

Therm回附 1闘争Pyroc附 闘といったグループの総

先般の系統であることが明らかになった．

(b）日本海溝中心紬からのt霊能と．その微生
物フローラ

『かいこう』iこより．日本語草／，l'i'I’心納深度7326

mの地点に~Jlされた鮪”の化学合成二枚具till!
の内側の泥を無品時的に篠宮正し.*kl.相己中の微生物
学的多級住の解析と．深海微生物：M験システムに
よる加阪総代償義（4℃.6SMP•）を行った． 解析

には， ONA/i!~J解街．並びに脂肪政分析を行った．

また．情義にはマリンプロス（MB）と厳俊足元締

分厳llllll地（SRB）をIllいた．その紡且！.多純多

憾な微生物が存復していた元の泥から.SRBでは

好庇性She附 nclld幅剣閣と忠われるものが選次的

にli'lMし.MBではこれまで分厳されたことのな
い全〈新しいタイプの好IE性細仰が則自白している
ことが示唆された• JJU£これらのt目的の分鰻.lul 
2主をITっている．
( C）深海照境における微生物学的多機性の解

析

臼本尚治6400mの海底にてQつけられた.l!tW. 
Mi署シロウリガイfij島問辺における微生物の多織
伎の解析を行った．その結晶！.本底波中には．各

t師峻で共通に見いだされるPscudomonas属鰯磁．

Marine arch•開tagroup I iこ崩ずる古絢附とともに．

ここに特徴的に此いだされた備隊還元納i請に近縁
なo-Protc。加山巾の属する繍凶．メタン生成古細
積雪事の（HEが示された．その結＊・；ド海峡に特徴
的な微生物を介したイオウサイクルの災自主が示唆

された．そのモデルを凶－2に示す．

また．これまで紛られた滞梅低i¥cサンプルから．

t程度別．海域別の微生物多隙性の実態についても
解析した．その給拠．先にid;べたPscudomon><k蝿

絢催は．やはりあらゆるサンプルから検出され．

冷水餅削減やゴミが締まっていたような場所は深

度に関係な〈 酎i西宮還元総泌と近総な 0. 

Protcobactcriaに属する紹倒が見いだされた．また．

深~ 6000 m以上の深if,）悠i1tからは好IE性
Shcw,nclla成倒的が見いだされ．こうした好康俊

締舗は．かなりf震いところから特徴的に分織され
るというこれまでの経験を泌付けるものであった．
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箇－2 日窓2・調シロウリガイ制緩綱辺におけるイオウザイク
，レのモデル国

③微生物における[F.h適応機櫛の解析

(a）日：カ生理学

Ill/.玉によって録怨される細胞内の:B:ftを.tuil'(l 
生理会i!()(J手訟をIllいて解析する”庇力生駒学Daro・

(Piczo・）physiology ＂なる研究飯島査の磁 立を，ヨmし
ている．『耐IT:性.Hr王性．圧力感受性というm鰍
特性を題解するには．細胞内の何を術僚として解

析を行えば良いのか？J「生物が環境の変化をl2t躍

すると考えれば．却l[Eによるm縦の間待はむしろ

一“一



細胞が自ら域絡を停ltさせることと促えられるの
ではなかろうか？ とすれば．面11:E（好I心性.［，千
感受性という特伺は．少数またはlつのスイッチ

のON/OFFだけで綿織できるかもしれない，jこの

ような発惣をもとに，本梓店主はU¥！￥再予防からi均配
下で11!1fllする後民株の取得とそれに続く当談遺伝
子の脱線．そしてf:f.カ～細胞j骨綴特伺の解明にお

ける新たな続念の導入を第・・Fl獄として仰ぎEを
行った．

細胞を高級．のもとで蛾後し．およそ400Ill!の変

異妹を得た．これらの中から34依を選抜し，調11島
え実験を1Tった．結採としてMt誌の尚1主ltlfi/｛能に
は互いに強立する少なくとも4つの遺伝子械が関

与していることが示綾された．そこで．これらの

泡伝子宮下をHl'G(HighPtessure Growth)/, HPG2. 

HPGJ及びHPG4と名付けた．以後これらのl≪:.¥'t総
を悶いて．圧力応答俊樹暗の餅究を行う．

(b WH玉性徴生物の呼吸系蛍（11'iの解析
好J正性絢1蘭Shewanellaviolacea DSS12株からチ

トクロームc遺伝子.虫立びにキノールオキシダー

ゼ（QO)i遺伝子をファージクローンパンクからク

ローン化しその総~従罫Iを決定した．そして．こ

れらの遺伝子発現に対する庇力制御の織精を解析

した．その給梨．可話事候頭分かち得られた2穏の
チトクロームでは，分子鼠8.3kDaのもの（c）は

S. putrelacitnsのScyAと縛めてj¥'ljい軒i向性が見い

だされ．分子獄23.0kDaのもの（c•）はPscudom仰時

様納磁のチトクロームc，と高い相Jt｝伐を示した．
これらの遺伝子発1見は転写のレベルでほ力制御さ
れ．チトクローム%が桃成(l(Jに発現するのに対

し。c.f立加i艇によりその発吸が新平野にt耐えられる．
また－'Jj,l寄られたQO遺伝子の紘』語配列の解析
の絡泉．これが5つの遺伝子クラスター（cyoA,B. 

C, D, and O からなり．それぞれが00蛍刷伐の

サブユニットを織成していた．本li'l伝Fの発JJ/.l立．
加l庇応答し潟1玉下でのみ発現することが；j；された．
これらの車高架から．本好J£1泊には泌fl：下4こ適応し

た呼吸系システムがぬ主任し.ij員境のH.：力条件によ

りそれぞれのエレメントの遺伝子発事tのスイyチ
のON,OFFが綱節さていることを強〈示唆して

いる．

( C）深海微生物の伝写機織にl測する副f究
これまでRNAポリメラーゼに符f.l(., .語手袋精製

とそのコンポーネントの遺伝fクローニングの動j
方f聞かも進めてきており，今M!;i..Shcwanellu 

violacea DSS12除よりコア僻ぷの織成成分である

α（rpoA）.β（rpo/1)/J( [f, # '(rpoC)Oコ遺伝ごf-のIll織を
1-rった．本DSS12株においては． αオベロンの

10kb純度1・8託にβオベロンが見い出された．大腸

艇では72分付近iこs机 Sl0,spc，αオベロンが．
H才ベロンは89分f・，.；止にli't.目立しているが、紡1,t織
では121.fl'付近にβ、SI，λSJO，司pc.αオベロンで
配列している.DSSl2係においてこれら巡伝子の

縦成は大紛紛のものとYI,なっており．むしろ防桜

l筑タイプであった．この編成に附する生物学的態

殺は不明である．また， 綿織実験の給』~. DSS12 

依仰A遺伝rは大総悩IS変~妹rpoAll2線を樹南

することがfiJJらかとなった．

また J 力．本DSSl2総はjf:jJ；干jJのt臨海環境にi車
応した微生物である．孜々は本微生物の高度条件

下における遺伝子発現制御に統制L,' 1.flα：その解
析をill；めている．本線は転写レベルにおいて庇JJ
の~型車を受ける泌総'I'· (J五カ応符オペロン｝を有

L, .そのプロモーター上に05・コンセンサスlie炉！

を見いだした． そこで．本的抹よりσ臼閃子
(rpoN)をクローニングし．その解析をfiった．
DSS12総DNA溢伝子ライブラリーをスクリーニ

ングし.rpoNを含む車/J20kbのDNA断片をf幹線し

て地基晶！タlを決定した．アミノ鮫配列の解析から，
本自画株のσ・・凶子は大H韓両両のそれと62.8%の相向
性をぬ’し。プロモーターを認識する鎖級は高く保

存されており．大E詩的とl司ーのHTHモチー”7.
RpoN b闘が兇mされた．また．。”凶子を介する
t己》1：：はNtr6JkびNtrCが作附するため．問燥に
これらE訂以f’についても.！~.線し解析を行ったとこ

ろ， NtrB ).I(ぴNirCは大腸副首のそれとそれぞれ48.5

%. 70.2%の,Ill間伐を1'Jしていることが確総され

た．

(d）麗llT:l金調E備の生体験組成にi刻するfvf究
り本海消笥古沖の深海底土司自（4418m）から単車E
した両jf.(:悦Pscudomonas続縦j¥¥jの生体E員総成に及
｛ます生街滋皮及び生i'-fff )Jの~絡について研究を

行った．

本線Ii摘を級々な.f,"i境下（I 0～37℃. 0.1～ 
60MPa）において恥養を行ったところ。本絹！舗の

耳耳，両速度は’t宵jl,;¥f.fl'が10＆ぴ20℃においては．
0.JMPaで鍛大であることが認められた． ーガ30,

37℃における＇.f.脊においては，それぞれ IO,

20MPaにおいて峨嫡速度が倣火になることが1,gめ

られた．

I準々 な！.it.I！＇ドで tilll1した量llll'dから件！K似l!j分を分
島屋・（i',J縦し．その誕II点成分の分析を1r’った．本絹i
t均の内肢の品Mi数16＆び18のllWi俊の相対的な
構成比は．いかなる’！，舟J.ll克下においてもほぼ一
定｛それぞれがJ6(), 40%）であった．しかしなが

も．いずれの脂肪般においても生街出皮の低下あ
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るいは生辞任力のi：併に伴って， ;:i；飽利脂肪俄の
:'ill合が.!¥'I力(Iする傾向が認められた．
また.t並々 な！，／t尭ドにおいてゴ・t干したみ；jjjl術の
内般を鱗成するリン2括償却[I£を縦べたe本担Ri崩の

内般を階／；えする主援なリン脂質は．ホスファチジ

ルエタノールアミンであった（61)～70%入また，
生青淑皮が低下するかあるいは生育/F.JJが上列す

るに従い．カルジオリピンの相対的合＋i';;iの減少

が認められた（ホスファチジルエタノールアミン

はその逆の傾向をぶした）．

③微生物のiiiIi lfiH1:隙捕の島幸昭lに関する側先
トルエン脳性磁Pseudomonasputida IH・2000徐の

際線総ft機摘のlilf究をfrい．呼吸jfi米縦貫主化作字通ヰ
をコードしていると考えられるCyr。chromeoho・
問。log遺伝チがトルエン耐刊に関連していること

が切らかとなった．

また， CellSurface Hyd同phobiciry（袋！日副U)(l1'二
度）とj官1.¥耐性との関i!liが報告されているが.1H・
2000株も情畿日寺に添加する治’燥のt。，gP，..に対応
して茨1曲線水性広告1-l:化させていることが明らか
となった.IH-2000 味は Log 九必のi~｛，い溶媒でii•i

儲告書すると，トルエン添加仰の生自由数低下の緩和

告訴した.I官l.11馴化によって起こるiW1尚昆聖水ft.I主
の変化がトルエン脳性I向上に笥与していること。

また.IH・2000練は'l＜筋線水性の変化によって扇
境に鴻応していることが示唆された．

3）日臣海環境応答の研究

Q)~i悔多細胞生物が有する編限環境i必応機構の
解明

細胞は化学物質のシグナルを受けて．細胞内情

綴ネγトワークがtf;f主化され，細胞間情綴伝達物

質（サイトカイン）を分館、する．そこで＇ fE力シ

グナルによっても分泌されるサイトカインがある

かどうかは興味ある倒犯である．

ヒト1E1il'J.主j蹄織総＃S盟胞へのlぽJi刺激によって．
免是正系細fJt:11の情報伝i主物質であるインターロイ
キンー6OL-6）及び－8の分泌促進を織おした．ま

た．この効採が遺伝子ヲVJ!を介していることを発
見した．

ヒトil',:S疲J(i／繊維：！.￥細胞への/JU庄刺激による』し

6＆び－8}lt'.tのi最適nnr:r:条｛＇←を純資し. 20～ 
30MPa. 20～30分のhit／£刺激で．非加IH：時の約20
1告となることを見いだした．
Jmff：刺激によって政ii'.・されるIL・6及び・8の畠II胞

内情制i伝途線路を叩iらかにするため. ~制i抑制実

験を.Ltみた．その紡よ』tJJIIJ王刺滋によるIL-6Pl'.t
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には，プロテインキナーゼCi目。性が関与すること

を』lいだした．

②占l'.l~芥B器t見におけるコロイド＆.び1主体分f
の治泌物性にl刻する＜vi究
ll"i 2 J闘の側先として．微生物を取り巻く物喫化

q：~関与をそのものを取り上げる. ;~.\)£, i*ii畠の鰍隙
環境の水の代ぷとして＇ .w臨界本をl~f究対象とす
る予定である．語、；年度はその紛然体制を鍛えた．

(4）研究支爆妓術の開発

1 ）技術開発の}jjf

fi講話通環境ヲロンティア1が災施する先織的・U

4量的研究を効来的に：土t産するため，深海実験u斜
の熊取・日耳鮫・維持等に必滋な研究xmt.ii持iの開
発・巡/H＆び深海試料の管Il目.総／j宅＇，事に係る研究

x緩司I）佐を~b在する．

2）技術開発状況の概盟主

、j(J,lc:10 {j:J主は．忠臣t告fl¥'.泥等1：：：桜，むしているi'l

t母微生物を似ff状態のまま~IR·mi搬し．尖・験室
でI民自f・ I官主主するためのtJi機微生物災験yステム
のl'!!!/IJ.及び忠臣梅微生物研究グループの{ii/究活動
によってi！｝られる深海微生物の分類・｛話｛itli梓iの
tJH§fを進めた．

3）主な技術開発の内容

①i京海微＇.l；物災験システムの~雇刈
主張泌微生物研究グループの支緩として．本シス

テムにより様泌氏泥を附いた実験及び総好然彼自

絢l簡のJft1聖実験；IP.びに P.~eudomon•s』属網i¥iの焔幾

実験をfiい，それぞれの災験に対しデータを鑓供
してきた．

②iま術微1'’物の系統保存

ヰ；年伎のiitむ踊に~;I;づきト;J；：とをfrっていたH町：｛1:

細i<Iについて.DSS12をShewanolluvio/acea, ~Hf 
判量ij凶DSKJをMoritc/1.,japonica，絶対1/f任性細i翁
DS2JMT-5をMoritellayay>noMi，として新織紀総を

行った．合わせて．好I五位決び絶対好圧性
She附 ncllabenthica 6総もJCMIこ得託を行った．

防隊については， Rhodotoru/a E誌に代表される赤
色許予防がi",li泌氏に頻出することがrgJらかになった

ことから．分総i時｛や分昼l!l!Mま.i苦1主などと．分車置
されるみ色骨f.J;Jの対合や級官1についての関係につ
いて．分・f・系統学的手i11を!IIいて般討を行った．
そのなかには新総と思しきRhodotoru/n!¥.Mt:Jも合
まれており．それらについては製従検討中である．



系統保存については，細菌両信株（好庄蘭6・好

冷繭2・好然003・その他31)，酵母202綜.l聾泌

底泥級料351重績を新たに分措置し．すべて凍結保（!j.

した．
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7.海底下深自制覇;aフロンティア

( 1 ）研究償要

本研究のn的は．海IHヰ’rl真術センターの機能
を活mして．相ji,'1/械で発生する巨大地伐の発'tメ
カニズムの解明(J邑波発生のI去則的モデルの構築｝
を行うことで．‘I！成811；・俊下i聞に研究組織を発足
し．平成9年Ill'.より本絡的なfilf先を開始した．
研究Jill.I'llとして以Fの3線泌を設定している．
I ）拍1JJ11'Ft軍部偽造研究

2 > ~IOI泌氏変動附先
3）袖i低下深／$~形モデリング研究

これら各自t究棟凶で1!}られた成filを総合し．肉
- Iに，T，すような深郷倫理Iの数値モデルを構築し
てf軍部~形モデリングの向IJUヒを凶り． 抽1Ji，向島主に

おけるlゴ大地波発生メ力ニズムを解明しようとす
るものである．

悶．， 蟻揖活動敵舗モデル

(2）平成10年度成梁慢要

I ）海底下深部情治研究

湖l'i海域として湖泌トラ7.n木鴻掃を当蘭の
汗t点剖宮城として関－2に示す絢域で深部機造探貸
をj世i睡している．、，iルtL 0年度は． 『かいれいJを
Jllいて熊野灘rl•. )1Hl'f111Jlrl11首相官トラフ｛肉－3 (•)) 
ならびに術品rl•n本海鴻｛凶－3 (b））において探
l'l'を実施した．
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平成9{!!I/{実施した屯PN•マルチチャンネル反

射法際資デークの必細解析結；IH尚一4）では， I 

946年の南海地震に;ij!隠すると考えられる1也鍵

断刷を哩lらかにした．また静J低地matによる111l!f
滋仲の深部情iti探後続JIH凶－5）では．プレート
の沈み込み構造の詳細が明らかになった．

--≫ . .？：陵N•日本海満のマルチチャンネル反射

法探食データの，ir納僻析晶守JI!では．ホルスト／グ
ラーベン構造とその沈み込みの形態プレー トが哩｜

らかとなり．同時に~絶された大学 ・研究償l別に

よるJl!~t円本地鎚構iZll軍資実験と併せて． 今後も

j控軍事発’Iiメ力ニズムとの附巡について総統して<,Jf

究を池めてf-i＜予3主である． 
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2 l JkJOJ海底変動lilf:i'l 
平成9年l!:'に可f戸仲処置産総合観測システムより
1！トられるj世鍵苦手のデータの解街システムを構築・
常備した.J血鍵データ解析に関しては.-ffll~T,知

大学と共同して鍵源決定を’'.l!bf!iしている．
拘－6に.'.iiド許，’深書事情i置と1li/.J:定された鍵扮；

分.ti,を併せた結＊を示す．これによって．室戸沖
地貧総合悦測システムから紳られる地袋デ

ータをIllいた.，誕(j可決定の符効性が絡泌された．

今後．これらの総源決定純度の泌総I.ft化を関り．
r.iilllll荷造と池袋活動とのl刻巡について明らかにし
てrr＜千2主である．また.~見任情築中の地球科学
データベースをIii/IIした探日制時過の数値モデル化

も．同時にlftill!する．

3) ifti底下潔ffll~形モデリング研究

t留i,1域巨大池鍵先生メカニズムの段JU!モデルを
雌立するためには．数十年から数千年あるいは数

万年といった91/JUIスケールでの自書館地銀変動を干
測し．観測・4由経を，，.まえてその予測シミュレー
ションをi鳴』霊化することが必:ll!不可欠である．
平成I0年皮には．予l¥f主体．給調l位体モデルに

』品づく地銭変形解析のための機能追加を行った．

また．言t戸/II•探綿織造~l'l:データのお細解析結；I!

をもとに． I 9 4 6年樹海JI!!自障の際のI由餓変動解
析を行い｛凶7～9).~ti：研究と比鮫検討を行っ
た．その結果．涼郎4荷造際慌で仰られた断陶モデ
ルをj引いた喝合の11!!殻変動品Iは．日正t.l:研究とほぼ

,---r..’司凶凶u・・・旬~－－ーー園田・・‘
柑開園同 地阻惜

.......... ，－，”・－－－－－ーー・4・ v・側凶眠い・二 ，＂－ーーーーーーー”ー＿ ..，句”~二＿，，・・.－，”。 仲SID m・9・＿，.旭岨きを＠

－－－－－－－－一品...，把~...........国

句曲、0・nεu白畑町雌
‘＂ 
一－．．．．““．．．”．一 ．．一

今．．．．．．．
牟．．．．．．

。
T 

、．

国・6 西国欄渇トラフにおける深部繍適と蹟海分布

主

日正T主研究による断側面 50km 

ロ ヤング耶 （Hl'向｝ポアソン比
f晦f宇佐プレF ト 1.05 .25 

口 上陥マントル 1.61 .2 

口＆』偏t鹿蛾 0.92 .2 5 

口 付凪l体 0.18 .4 0 

1111 • 7 巾•6•手間3毎処置のJl'l!Iモデルと樹世パラメータ

一一一一一一一一一司令体毛ヂルー阻白ーーーーー一一－..“/JJ修正F胴 a≪ttプレート ¥ i耐/fltプレート・明崎
町 一

図.8 ，担6＜李冊珊地貨による網島締官動解析に伺いた践値
モデル
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問符で.J世銀断附の~j韮や余鍵分布毒事については．

この断筋モデルでより』；l＜疎唖lできることから．
深部構造It~紡~ーをmいたI臨般変動解析の有効性

が険J正された．今後は．源llll制時造形状．各物性縦

ならびに拘束・／J'l}Jf.条件のII>轡・役；りlといった必
本的な問題点をlilltll.解明するとともに．実際に

t車線禍巡然資で仰られたモデルを}IIいたケースス
タディを:M絡し．これらの解析結集を締まえ．変
形モデリングの節度化ならびに制度のJi•J.tニを闘っ
て行く予定である．

(3）まとめ

t層構峻巨大Ji!!.il発生メカニズム解明のための深
郷鳩irlモデル僧徒にあたっては．物M:の不均ー伐
の取り般いやプレートU:lのカップリング減価及び

モデル境界条件の設定などが制決すべ世!ft：＆！なrr.1
.2Jjである．このためには．持主主務域における自然

地鍵のJI!・l•ll!aMr1干による池袋活動や1塩鍛変動』手術．

地球科学データベーXを活ffll,
たi?i'!部柳沼モデルのも司祭とソフトウェアの縞度化

が必必である．

今後はこれらの,It~の研究を樵進し．深郎陶.iZi

モデルをJllいたモデリング結JI!ーを泌氏変動モニタ
リング等により検証・n佃iしてI＠！富建発生予測モデ
ルの縦立を目指して11＜予定である．
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8. 地隊フロンティア研究システム

( 1 ）研究活動の織要

地球フロンティア似火システムlま.l也球を つ
のシステムとしてぬ！え．火災．泊ill.長老成の桜前f
な割1r,:wmの解191とこれを反映したモデルの緋
究を行い．地球波紋のJ再現象のf.'11文の1:1；い・f測の
災岐に資することを11僚に。 ＜i<Hi開発事業聞との
共1,,1プロジェク トとじて由f':J'ci活動をli{F,ljしている．

本システムの特~Iま. 2 I i世紀に相応しい新し

い縦穴システムとして．時党総した出f究術単主将のド．
li)千究泌を！l.J内外から広＜!I.Iめ。続j/；研究Hhiえを
llJl!していることである．すなわち.UJ!I！器約は
単年｛主であり．。f先の准妙に応じて~~：1を!1!'$11し ．

研究慌の持出品に件jらず．俊秀な師F究.r.・cこまjしては
能力品川；の/-!il践を従｛！もするという！.tlいさった給与

体系を導入している．この流動制手tf.l方式により．
地£!1~flrr-古gの実lJIという目的i主，＆に向けた柔軟

な研究体制が可能となっている，

これらの悦究を:loKl!iするには伶られた知J,lの

餓からしさの検ぷ実験放t,<・fi!l!I実験的な；／tP:を尖
腿するための計算機が不可欠であり..n-~能刀や

計算時IHI勾について研究の進捗に交際のない沿i?:
1護民税若宮If!次被備している.t.'iに． 平成10 l［，浪・
;e 3 ;_t.;繍if,,.ri:r：より．大!tiスーパーコンピュー
タを紘とする fl1!!総量主f!J予測研究約制iシステムj
の場人ti'rkまり．本年l0月から線｛勧r,1主である．

また．印f究4習が研究lこ＇.＇／.念できるf>i唆を作るため．
却f炎t世.iffiスタッフ制度を波け・：J~務的．技術的な文

!Jiを行っている。

1!l (f'. I可内の地味変動f~I究所 ｛拠点本部とつく

ばサテライト.IGCR）にJJIIえ， IB転コモンアジエ

ンダに必づく地味変動予測のための共例研究のベ

殿として．没立されたハワイの凶際太、i’；.'f.fi)f究セン
ター （！PRC)＆びアラスカのl制限~t柑l倒防火セン

ター OARC）の緋究討を合め合計 I3 0 f，余（H
I I W 3ぷil!i.o.！.（）のf,Jfヲtnで研究活動を行ってい
るーまた.3 J lにはEUとのワ｝クショップ．シン
ポジウムも1,fl'fするなど．本システムはEl;.t,；の.It!!

止ま変動研究・予知lの分野におけるl!il際協力の中心

的役制を伺いつつある．

(2）主な研究活動の内容

1気候変動・r-昔ilfilf先鋭峻
変動モデル餅究グループ.:i.l:!liJJl!'/.f/i柑｝究グ，心
）もープ．変動予測”i能何，IJf先グループの3グルー

プ桝Jえで附従を3止めている＇ i(ij ;y，大筋mモデりン
グ；；1,1.くからお干し..'H湖の変動など州太平洋治
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WJ,:tの討。洋自1,1,l:1変動のr,s,1をL-1備した店.lill'-1像度モ
デルti.拍ょ(1¥，の制IIかい初klをj1iJ)lして＇l¥',i：した；lj・
f,iができるようになった． また．低総If;:に •Ti.o.'i.を

iltいたサブグループのモデJ!,fまインドl'f..ベンガ

）！，／勾にエル・ニーニョにll.f倣する独占：した本節変

動が＇I＇.じることを泌すなどの成裂をのている．こ
の1品＊＇ま， 99ip・9Ji先行の科ヴ・秘主主fNaiure；に

も！日載され.l"'iJW(l'1な成；I!とのがIt闘をのている．

中l!/.J主総tr:術祭（~f究のサブゲループでは＊’I＇解

像度においてi世界のトップクラスとなる全然泌f子
大循~モデルをtllii£t...科学技術庁紋布市街技術
研究所との共r.iHvf炎の・F1こ．本モデルの季節炎動

%験を総統<I ・であり， 事」（I：』2ij，の，tlW.を終えた~

P,'iである.1.l 1 i\1j総JJl'.の海ff簡潔は初期~lLのi潟！iii

泌総にあるが．低級1主峨の循環はほぼ力学（匹Jな平

世田状態に迭していると考えられる．本号デルの結

決を今！Iムle!のHPC Asia98にて紹介し． 向性能；ii~

科学の分野においても・··~の，i干itl!iを得るにすーって

いる.［！泌l・1は水平分解能’／61真（みluJ：では
約18畑、）メッシュのすそ1$大筋!'.lモデルによる；；tn
紡＊の一例．決附拍t訴iや＂’Ml校渦i,'if/J~がシミュ
レ｝トm~ている. ］ さらに. j香水・火平洋の火災

泌t下総合システムの変動をンミュレートする閥的
で総合モデ，払をfJIJ発中である． ・）j,JJ!;J;lの大気－

t幅削iの10(r.数10q，の会JJJ(DICE）の'.:l!慾を切ら
かにするグループは.-!It (l' IJ！芥，1，で峨んにf~I炎が

/j-われている北大’ドt下城の大気・t毎然変動につい
て， ユニークな観点でデータ解析を行い，然｛I',域

の－~、郵Jとi草Hr，占段級の変動が）JI（であることを脂摘す

るなど.M,.!llを母宅げつつある．

、芯水曲目I,';!予tllfilf究i.fi域
広域水'(f;t,i過綜ゲループ．鎖的i水i泊自民過I'，！グ
ループ－ ~ ・ 4帯広治絞グループの3グループかも

Ji.11.る．全体として， if~際協同研究プログラムの
GAME (GEWEX Asian M。nsoonExp目iment）と
巡狭t...野外削減でi与もれたデータをもとに降水
i品-If日と除水文泌総のより良い壬デルをw・り．次U!:
代の気候モデ）！，における水管i政治殺の1/,JJ-.にi:'iす
ることを目的としている， GAME集中観測に伴

う．タイ｛然骨？｝．チベッ ト．機iiリi庇城（!W.然J持｝．
シベリア （：な{Ir,）の各特別の観測データ収集を1'i

い． fマiiO~W,.f1iにii 'I'• した．また， 永久cl! :I：紙で
の水自民~. If/（’1・．を介しての大気・隙ifij:,((SI:換のモ
デル化も，l，（みている．三・降水冶wグループでは．
袋解｛相モデルをUH1~t.. .然i：~大干ff lでの似測さ

れた.t.tif.t ＇..＇.；のシミュレーションのI可燃比較実験
(GCSS 0)-・ii,）に参加している．



：司、他王者il'l.暖化予測（,ff究官民械

？品媛｛ヒ自f炎グループ.／.品＃有!'i!:1自t炎グループ，
i1i気候（¥/1）免グループの3グループで勝成される．

絶縁i凪綬化が台風に汝l正す彩守宅を検討するためー
災なる対i斑スキーム，異なる持！）1/1i1且l主分荷iによっ

て終採がどう笈わるかの兆験を行った．いずれの

ケースもi品厳守化にl'I包い台風は減少するという結＊
がねられた＠決議笥i島iモデリングにl民｜しては．
Ocean Carb側 －CycleM。delJn1ercomparison ProJeCI 
(OCMIP)Iこ著書朗lし．それに治った大気・泌洋1:11物

質交換の実験を行い，また．海洋生態系の量老化を

もとり人れたモデルを作る憎ll,'iを治めた.l1!!~i温

暖化予測を僚かなものとするため．それに似敏す

る過去の気候~J./Jのメカニズムを説べ．モデルで

jlj!J!で意るかどうかを検討する治以鉱例究グルー
プでは.I詰終氷ig1＜軒12 J'i ff. iJわとSi¥w,i品綬JUI（約
6千年前）の条件下での気候の；tr,1(,:(~ Jjtモヂルに

よるシミュレーションに.（Ff，した．

:,i；大気組成後動予i!哲研究棺t島主
アジア・太平洋総（ユーラシア入・闘をIt・＊泌.:Iヒ
繊械を合む｝を中心として目 f.，餓~f)うや大主（f.ill昆

汚染に関わる大~微減成分の給i韮. ~~. t.t?Iの

物線的・化学的プロセスを明らかにし．この地域

の化学火災関を締くとともに．気候変動への

フィードバッタを含めて将米の火災級1，£五tJ./JをF
ff!Iするモデルの附~を行い＇ ，：~，J主な将来干’測をfr
うことをflI震として，品｝｝究おの／lit!を始めとした

由1究体制の狼備を行っている．

も：モデル統合化鉱i域
事t砲のスーパーコンビューターの1,000f，点もの
沿！？：商E力を｛jする地球シミュレーター （ト｜本!Ji(子
力紛究所．会i'llil則~＇＇.jljl~tJ＆び当センタ｝のJt l••J 

プロジェクト）を稲川して品！？究を行うための i次

i佐代以絞モデルJのl制発をRWiす．守？に．対派'!t
の取り4泣いにl対してtt!J足乱1：.（を検，Mし，次の2つの
;1;1i;Jで火災モデルのllll~をill1めることとした。

(A）水市島幸像度 30・50km州立で~本(l'~には従

米1！のパラメタリゼーション｛旅子の物~l!

Ii＼をJllいてf'6・fより小さなスケールの現
叙が絡干の物~I！依に与える~巴拷を見続も

ること｝をIiい．高午｛訟l兵に応じた改nを）JII
える.lt!l止まシュミレーター上で.10・羽ii'

IMl'が2・3f Iで行えるようになろう．
CB);J< 'I'解除I:.(1km 水、I’解除皮Ni主の’~解像

I瓦領域モデル>kび水、1<11'｛，／：融J~5 km r,l J_!tの

全球大気モデル．合唱－：：，~o）ヲラウドケラ

スヲー｛数例以上の紛lU陸が1搾れをなして
組織化され． つの）.；.さな径の塊となっ

ている状態）をほ！主取り倣うことをl;I備す．

;,;:;m像度化に11'い．それ窓外のプロセス
も1W産扱うことになるので．そのための
J.~舵研究をllll飴する．

彬I下モデJI,.持j氷モデルについても，モ
デルの;/;1,4:.¥となるプロセス防災を進める．

溺I溺際.It桜餅幅十余センター

ヲjl;E主主i似変動における~t桜島まの役制を明らかに

するとl百I仰に，潟暖化などのJI!!止ま炎動が起こる過
f!Jでオt嵐官盟で級事Tにあらわれる；i悼を験；Hし． 予
測することを巨i際としている．、当初のlilf:i'c,1星組は
次の2つである．
(A)niit'/e • i樹氷・大気総合システムの解明1
(B）花粉i闘における生物化学治政とう佐怒系の
解明！

これらの総泌をさらにいくつかの1::1泌に分け．
＆：，~な研究対公券を行うなど研究体制をf自制した．

i餅下モデルに闘しては.3次Jじの~－I械を扱う街角岸
像以4［：的氷｝正モデルのIJH1aに~~tτ．した．

てti同際大平洋紙究センター
アジア・太平洋峨におけるド1然の気候変動を解

明iし予測1iJ能性を明らかにすること.illl暖化など

地止ま拠校fit岐変化の地域(I'』特刊：を叩lらかにするこ

とをt'I~としている．
IJ米協和iで次の4研究諜泌をかかげ．グループ
｛十りを進めている．

(A)7ジア ・大平洋の気候

(8）大・j(/:'f.の械ill'-変動の予測”／(ilz悦

(C)7ジアーオーストラリア モンスーンと

水割高波

(D）地球燦膜炎化の7ジ7・大》Ill芋峨の気候

への泌移

行深刻について慨に研究に将下し， i指l!f.泌合l併
の向島幸像度モデリングや， 10111～数104'変動に限！

すると考えられる主制度縦胸中の待望告）ft昨iI・の循
環の術然モデルによる検討.7ジ7・メ；‘P・I下峨に
おけるモンスーンの降泌による火~（i畠然の解析．
特例な数1i1rnr1u去によるみilli阜の伝備のii'隊なモ
デリングなどでt,li:＊を準げつつある．
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第3.研究支媛活動
1 .情糧管理室

。（1 ）黛務の概要

情報管局！雪道は平成10年度より情報袋と数班解

析妓術家の2;i量が統合され．情報管原蛍として再

編成された組終である．これは．センターの研究

成巣の効果的な普及のため，出版物.Webによる

活動紹介．銀測データの提供等を媒体にこだわら

ず効司目的に管理.I迫供する部l"lの絞E立を意関して
いる．また．これに加え紛納得による調査観測活

動によって得られる観測デでタの公開を実現する

ため，鋭部lデータの純正．精度向上理事を定常的に

行う「データ品質管理体制Jを情報管思議の新た

な業務として｛立絞づけることとなった．

組織の締微としては．研究支綾部門＆ぴ管理部

門としての機能に加え，インターネッ ト等を話Jfl

した情報発信妓術．そのためのデータ処理技術及

び先端的計算科学技術に関する研究支緩妓術の開

発を実現する併究組織を内包していることが挙げ

られる．

主な業務内容は以下の通りである．

・海洋科学t車両陣に関する情報の収集．分額．
fl理．加工，総｛共及び保管に関すること
－泌洋科学技術に関する妓lfi相談に附すること
. i蝉ff.科学妓術に関する各種データの数値解析

処唆・加工・可線化に関すること

海洋科学妓術に関する各自重総測データのデー

タベース開発及び巡期に関すること

・2草子計算機を朗いた各磁データ解析処砲にl測
すること

・7草子計算軽量システム及びネットワ｝クシステ
ムの管理型見直miこ関すること
・先鑓的計算機後術の2調査に附すること
・データ品質管製妓術の測量空研究に際lすること

この他．日米miの地球観測データ相互利用プロ
ジェクト（GOIN:GlobalObserva1ion lnforma1ion 

Ne1work)Iこおbては，平成711,J.ll:に日米合戸1デモ

ンストレーションへの著書加に鋭意．平成8.9. 1 

0年度にもGQINワークショップへ参加し．

JAMSTECのデータベースなどの紹介を行ってい

る．また.J七l;;J研究．経？官。f究などの研究1活動も
fl!鋭的に雌逃しているとともに.i揖rt科学f主体iに
関する情報をtド~fil'nかつ迅速にIll供する事により。

センターにおける積々の支店産活動及び我が閣にお

ける海洋科学技術情報噂門機関としての役割を偲

うことをその自僚としている．

(2）図書逐次刊行物等の収集・管理・鰻供

m婆な情報総務として，海洋側主Eの図書事・錯綜・
伎術レポート等を錨広〈収集し、分鎖・自！l!l!を
行った後保管している．図轡資料の管理と検察の

ために術祭していた情報管理 ・総供システム

(ILIS/X・EL）を． 平成10年I互にはこのシステ

ムをWぬに対応するようにリニューアルを行い．

fJAMSTEC所蔵資斜検察サービスJデータベース

として．これまでよりも一廓利期しやすくした．

また図書運営打合せ会のIIN縦などを通して．利用
者が関申書資料を活用し易い環唆作りに鍔めている．

1）所蔵図密資料の状況

平成10年度末における所蔵関脅資料を，表1

～3に示す．
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a時
ヨ‘
n 

6.6 5S蝿

2,9'7量

事，...島

I S,4 09E 

et・2 所麗鎌箆

AfQーτ一「
S2・y
＇＂徳一’..鍋

事時雄槙入

&H喪

.. S量

'!O費

l.3 8 I脅

経.・ t会
'3ft. 

－ E・‘
3?1l 

et・ 3 センター嶋悟出厳帽

鍾 " ’ 
司食 鳳 ~ " 

定 鳩 予を " " I ＂＇号
毒 蛇傾究報告書 ＂号
~ ＂砥究 報骨書 。笥

• の " ’If号
合

’阜 ＂縛

2）関l!}運営打合せ会の倒縦

情報管理議が図書h"t斜管理規則に必づき．図書
資料の収集・管思を行うに当たって．図書5利用者
の滋見を反映さぜ関窃資料の:ff効利Jfl；を隣るため

に，凶絡管~，，m務五H~・1&i鎖に基づいて殺けた闘綴
述営打合せ会を3閲IJijilo.した．
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(3）内外情報の収集等

地球上の広大なt国税を占めるt晦l.'f.1まそのほとん

どがいまだ未知の分野であり.i栂ff.に関する自f究
開発は骨従来のように1隠隙！やli到のカだけで淫
行できないことは呼l'c>かである．内外の関係機関

の協力さらには関係閣の政府レベルの協力が不可

欠となっている．またセンターの研究JIU~；及び業

務にl対しての級制iニーズも複総化・多面化してき
ているとともに.i栂洋科学妓郁iにl噂する情報mも
m大している．特に研究開発活動が総合的・学際
的・間際的になりつつある現1£においては．内外
の悦軒i関係機関との協力関係を維持し海洋l掲巡f白
書iを収集しておくことが必要である．

1 ) I週内活動

①裁が1却における海洋資料に附するj!li絡会であ

るfi紛下資料交検問内連絡会J（事務局：海上保安
Ji'J](.~部｝に参加し．我が闘における溺／！tj理科刊

行の現状やl主l際機関における刊行状況についての
情報を犯縦した．

②神奈川県内に所（｛：する企業及び公共際関簿の

資将遂の交換会である 「神淡川県資料~研究会』

（神資研｝に綴鎖的に喜参加IL.，情報管理議の巡i'tの
向上に拠する級新の情報を托！綴した．

③時！”l腿1術館の間体であるWI＂！悶命館協総会主
催による『専門隠1担！~l'rr願者・実務省セミナー1及

び総会に著書加し.l,市銀管政省のr!i!’dのI向上にl刻す
る級新の情報告肥媛した．

2）悶際活動

当面．地球環続Jill~等の社会ニーズの潟まりに

対応して．地球選提融iの71/1］を緩い．人類の彼近が
鴎幾である海t平の尖~を他l溺i::1との協力のもとに

抱綴することがI！！：界的な怨勢となっており．セン
ターの研究開発も悶際化しつつある．したがって

締鰍管理省としても，このような情勢に鑑み，掛i
t手先進®である欧米の主,u闘や主主語由f究機関，~

びに民l際機関． 問際~f究プログラムの動向につい

て常時犯践しておくことが必要であるとの考え

にJ.！づき情報収集t活動を展開している．

①IOC 刊行物の管m・t珪供
政府i::Ji師l.'f.'.'i，＇：後民会 OOC）は。海洋の自然現

象及び悔rti草紙にnuする:lll畿を.lf!ljffiすることを目
的として設：立された俊l測であり． 当センターは
I 993 fJ，俊から，闘l勾で2需巨IにIOC刊行物の1;,HJt

を金けることになった．

入手したJOC刊行物の最紙f/1絡は．センター

ニュース fなっしま』lこ随時ぬ縦している．

②IAMSLIC (ln1ema1ional A羽目剛山向。fAq凶lie

and Marine Science Lib同町esand Jnforma1ion Centers: 

l到際隙水絢／！t科名手術級協会）
IAMSLICは海洋科学情報の交検簿を目的とし

て1975lJ，に設立され．世界38か臨．約200機

関がlm¥¥.1している．当センターは，殺が闘では峨
ーの加盟l機関で. 1993~（から参加している， 1998 

年91'1にアイスランドのレイキャビクでl剤怖され
た第2410年次総会に出旅し，参加告側とのM軒i
交換を行った．

③ASFA (Aquatic Science and F油開esAbslruc1 : 

術洋科学校術にl刻するデ｝タベース）

ASFAは総合的な泌t宇科学I.Ii衡を；！＇f~としてI刻

,illの41躍l矧（FAOが事務局）が雄i草している公的

なデータベースである.i市朝Irrt.!l!遂では入力機器
を導入L..ASFAデータベースの締築に協力して

いる． 当センヲーでは， rJAMSTEC深海研究jと

f冊目l!t科学妓術センタ一試験研究報告Jの英文アブ

ストラク ト：1111｝をASFAに鎚供するという形での

協力を行っている．

③｜剥際機関・1副際自f究プログラムにl婚するfl／軒i

悶際機関・間際研究プログラムの動向は．今後

の海洋科学・研究の大きな枠組みを決める!fl!J'kな怖
純であると考え．引き続きm制iの入手に努めた．

( 4）各編出版物の編集・刊行

センターにおける併究成果を広く＇／！／・及させるた

め．また泌停にl刻する知泌を~泌するために．平

成 IO iffjfはl/，・4に示す刊行物を編集刊行し

た．

(5）鋼査 .f宵縄サ司ビス活動

所内，，w外の平•Jm ，留に対して各績の情報鑓供を

19い， 利lll'tilが資料もしくは情報を街効に活用で

きるよ告にしている．

1 l I知性 ·~誌

①新ii鴎i1t案内をセンターニュース fなつし
まjにt也被する．
②締約制ta主般のコンテンツサービスを．従来ま
での紙での1:,rntからt也子情報に君主交し，オンライ

ンlからコンテンツを閲覧できるようにしている．
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表.4 tンヲー刊行物

事3 行 軸 名 内 容 平成20年度提荷

8・滞粉学技術センター鉱験研究級世 研究車祭を収録した学術鎗士能 指揮38.3 9号

脚榊欄センタ・糊碕欄告側聾 ｜上認の要旨｛和決）を収録 11119号

JAM計EC湾海碕究 深海飼葺碕究峨来を収録した象衛Ill文It I! I・号

JAMSTEC濠様暗究抄録後 上院の要旨（和英｝を収録 !113号

JAMST臥＝ 海岸惜帽の聾彊詑 鯵39.40.4142号

海洋輔学』重傷センタ・，a手線 司匹量級告 乎底9.需年度

｜川町附畑岬町 ••t11告｛喪主隼線｝ I 9 9 7＜写版

表e5 現在使用できる外剖1データベース

データペース名 厩 要

φ JOIS 草寺拳伎稀医学文献情報等 ｛日本勝／英絡｝

② STN International 的200櫨のデータベー九≫＇-I'）用可能 ｛英勝）

③ G-SEARCH 国内・国舛のデータベースの軍ロ （日＊＇量／其 Ill

＠ DIAI..OG 持4S 0のデータペース合唱リ用可能 ｛甚指｝

⑤ JOIDES 揖土保安庁水路軍蝿棋のデータベース ｛日本持｝

＠ K!S-NET 化学物質問通データベース （回調航路｝

＠ コペルニタス 神帝川県’廃3セクターのネットワーク ｛日本語｝

⑤ NACSIS 集術研究描動宜檀のためのデータベω ス ｛日本将／英m

2）内部・外都データベース

① rJAMSTEC所縁資料験索サービス』データ

ベースによる図君臨検索サービスの策総

②i苛銭外の文献等の所在案内について外郎デー
タベース利用による代行倹索の~Mil （袋－ 5) 

併特技術媛興事業団（JIαT）のSDIサーピ

スを利用した特定テーマに関する情報提供を月2

回実施

③ユーザーによる外郷データベースの使用件

数・ l 6 3/1牛

3）カレン卜情報

①海洋に関する新聞l記事情報を毎日fニュース

レターJとして提供

②t蝉f宇に関係した新聞記事の索引をf海の新制l
情報jとしてホームページ上にて縫供

③会結・展示会情報をホームベージ上にて随時

総供

④IOC刊行物の刊行情報をセンターニュース

fなっしま』及び臼本海洋学会機関総 f海の研究』

に随時掲載

4）レファレンスサービス等

①所綴E調書｝・錐t.¥;.資斜君事のレファレンスサー

ビスの実施

②海洋科学技術に関する相談窓口として、外部

からのlfflい合わせに対する相政及び紹介等を災施

(6）情綴システムの運用

l）情報管理・m供システムの機能向上
t極洋科学校術センターで所蔵する図轡・鍬E志望事
を管理するためのシステムで．本年度はWebブラ

ウザからアクセスできるようシステムの改良を行

い. rJAMSTEC所蔵資斜検索サービス』データ

ベースとしてリニューアルした．

2) JAMSTECホームページの速)fl

当該年度において.JAMSTECホームベージを

活用した情報発信活動を本格化させるために．笑

S語版センターホF ムページのりニューアルを針
繭・実施し．前年度の和文ページのリニューアル

に引き車道き， 一般の方々が興味を持てるような．

魅力あるホームページの構築に努めた．また． 狩

少年のための瞥緩ベージ第2弥として，前年伎の
fしんかい6500Jページに引き続いて f海洋観測

船の活動』 を~Mとしたベージの作成を行った．
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( 7)コンビュータシステムの整備状況

I ）スーパーコンピュータシステム

地球規校の環境問題を科学的に解明するために

は．広大な海洋が来たす役·~Jを餅191 していくこと

がm袈であり．観測被総による綿街餓測はもとよ
り数恕解析手法による泌f干の諸規畿の解明及び
数値モデルによるlll:動の予測が不可欠となってい
る．これらの研究を効率よく雌進する上では．大

容館記憶3毒症tを備えた超高速滅型車淡彼が不可欠で
あり， 当センターは，平成7年度の認可予算にお

いてスーパーコンビュータの導入が総められ．平

成8年3Hl日より運用を開始している．

スーパーコンピュータシステムは，関.1に示

すように.SX-4β0を中心Iこm合型光健気ディス
ク装訟に商法ディスクアレイ裟位．フロントエン

ドサーバなどが。伝送速俊800MbpsのHIPP！チャ

ネルで俊鋭されており．またFDDIクロスパース

イッチ（GJGAswitch）を経由して既得の機内ネッ

トワークに嫁統されている．

また，スーパーコンビュータで解析した結果を

グラフイカルに表示するため． 闘像解析処殿装~

としてシリコングラフィックス社製のONYXシス

テムが議入されている．海洋の大館療シミュレー

ションなどは．アニメーションで袋示したほうが

攻象を抱擁しやすい場合が多く．その処砲を行う

ための削像編集終的も鍛怖され，ONYXの出力を

ディジタルのまま記録・編集することが可能であ

る．

2）共1日計算機システム

当センターでは従来よりOSとしてVMS上で動

作するソフトウェアが数多く存在しており，平成

I 0年9月末にはDEC7620(0penVMSAJpha)VMS 

クラスタ康境をAlphaServ町4100に9!新して重盛期し
ている。また.UNIXの淡rt-サーバとしてDigi阻l
UNIXで動作するAlphaServer 8400が運用されて

おり．この他平成8年度には．分散メモリ』目立HIJ

計算機として8ノード構成のIBMSPが当時入され．

海洋大循環モデルをより大燥機．高速に行うため

の鍍列化研究に/fl手し，その適用純泉の検阪、性
能解析などに利用しつつある．

これら共鋼計算機システムは全センタ一的に利

用されているもので，泊予メール草IJ/jjのための

ユーザ登録は平成10年度末で約560ユーザと

なっている．

’‘倉＂’，.，.ダイ..倒置
ス＿，，・2シピ.，＿－， SX•・..，

20CPUs ・G8maitltl'ゅ何ゆ。
・同＂＂＇’ S 帽抽・榊帽・e＂＂＇明？

図.1 海洋科学緩衝センターコンピュータシステふl!il
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(8）ネットワーヲの箆備状況

I) JAMSTECネットワーク

①敏須賀柿内ネットワーク

当センターでは＇I＇成 5年度に本絡的な機内ネッ

トワークカ官i置｛曲され．平成10年度には支線LAN
の怯化を災ireした．このネ・ノトワークは共用計算
機システムの絞i貸されている数理解析機内の
FOOi？ロスパースイッチ（GIGAswitch）を中，心Iこ．

各建ffifUIを結ぶIOOMbpsのFDDI｛光ケーブル）幹

線と.1皇陵l勾のイーサネット｛IObasc-T/JOObase-

TX）の支線LANとから成る．ユーザは谷E号室の端
末から‘榊1勾ネットワーク及びインターネットへ

アクセスすることが可能で，インターネットとの

接続i立セキュリティ鰍保のためファイアウオール

を介して行われる．

また.』陣内ネットワークに篠事者されるワークス

テーション及び端末はJl'IJmの一途をたどり．平成
1 0年度末現｛Eその数はサーバ及びワータステー

ション軒J110台．／可ソコン（Macintosh）奇守580台．

パソコン（Windows他）約210台.x端米約80台
となっている．

②検須鎚外ネットワーク

関.2に現在Eのネットワーク1iu1凶を示す.)ft 
1京連絡所は平成6年からISDN悶線により検須賀

締1勾ネットワークへの後続が1'iわれていたが．事t
(f:は浜松町への移転にともない7ロンティア研究

推進議とあわせて128kbpsの専用銅線でl:ll綬され

ている．また，むつ事務所は平成8年3月に
64kbpsの専用l笥線で銀統され．平成10年10 ii 

にはトラフィックのt曽加lに対応するため128kbps
にm逃されている．
③船舶メールシステム

船舶メールシステムは平成7年度から紋験を

f'rっており．順次船舶への設備を進めてきたが．
平成10 ip l月にはi詰後の fなつしまjにもメー
ルシステムが海人され． 当センターの所有する金

船舶でi温存f傷患Onmarsat及w<N-star）を利JI!した

'ii!子メ｝ルシステムが線動することとなった．こ

れにより．紛紛とセンターfl11のill・i絡のみならずイ
ン夕日ネットへの也子メールも磁妓送受信できる

潔吸が銀総された．

ナホトカ勾i湖盗や書，g号丸淵主主のときにはこのシ
ステムを!llいてI画像の伝送をl'rい，験上でもll'lリ
アルタイムで湖盗匝Ji（：駐を見ることが可伎となった．

J 

国・2 ~ットワーク11.i続国

2）インターネ、ノト

①！Mnet t量級
当センターでのインターネ、ノト般市tは平成5年
lHのTISN（悶際理学ネットワーヲ｝よりはじま

り.lf'-~lc.6ft!. 1 0月からは科学技術庁翁下の研究
機関をネットワーク化するSTAnetに768kb肝の早i

!ll笹i線で銭統した．その後平成8年7月に

l .5Mbpsに匝l線を射；強．平成 10年5月には

ST.加削の終了にともないIMnetに級車車を切瞥えて

.!Illしている．この高速な回線を事JI有することに
より，大きな通信バンド縞を必要とする削除デー

タや動耐の通俗などに有効に利用するζとができ

るようになっている．

②WWW (World Wide Web）サーバ

当センターでは平成6年9月よりWWWサー
バを立ち上げ， JAMSTECホームページを公開し

ている， URLは http://www.jamstcc.go.jp/,

平成101ド7Hに深海断像データベースをイン

ターネットで公則したことで飛鋭的に7クセス件

数が119/JUしている• I滋・ 31こWWWサーバのアク

セス数の月JJ11m百十グラフを~す．

(9）データベースの開発

以下に示す各締データベースを開発するととも

に．順次Web化をITい必裂なものからインター
ネットを介して公l制できるよう憎備を逃めている．
平成10年度には深海自国像データベースの公l闘を

｜別h古した．

1 ) i1I!航情報データベース
センターが保有する船員(J,i惜水剣'l!i:躍；．無人傑

~機笥iの巡航怖軒iのデータベース．平成81ドから

W曲J:Uのu»~を行っている．
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2）深海副像デ｝タベース

時守水車時:ff.船．空襲人際空E機等でt専られた闘像（ス
ライド｝のデータベース．平成1o ir,J.ll:米でI5万
件のデータを授録している．

3）海洋観測データベース

各Ml鮒でt専られた海洋鋭部lデータを管煙．総｛比
するためのデータベF ス（プロトタイプ入 fみら

いJfかいれい』の船上データベースとしても終戦

されており， －litlWeb化も行っている．

4｝凶畿管原Jllデーヲベース

従来VAX上で迩mされていた1羽部管態別デー
タベースを.WJflワークステーションで管理する
分散型データベースとして!f!新． 平成I0年度に
Web対応のシステムを側発した．

5）公IJllJn統合製データベース
当センターの持つt華々なデータベースに共通の
インターフェースを介してアクセスできるような

データベース．平成I0年度にWebに対応したプ

ロトタイプシステムを開発した．

図・ 3 WWWサーバアヲセス量生の雄移

-82-



2.研修事業

( 1 ）活動の織要と研修実績

~］.／（ . 広純潔では治水業務やt師洋研究に燐わる

技術者並びに術究者などを対級に治水にl則する訓
練や教育を行い．当核分野の人材育成に勿めてい

る．また，これと波行して，潟水作業劇場の傑符

者等に対する安全衛生教官や.I間水従事者並びに
初心有に対する体験Iii水を実絡している． ー方．
lf'成7年度よりr.:;校生及び高等学校の教絡を対象
として「柿J洋科学校術JIこl則する啓鋭普及活動を
実施している．

地水l則述の研修は昨年度と同級に 『治水技術
研修Jと 『体験漏水Jのこ網野lの特別研修と rIll 
水量世務代理研修』 を~B在した．このほか．高校生

を対象とした fサイエンスキャンプ.98Jと．円

本財団からの補助を約て将校生放びjl'f,等学絞殺諭

を:XtUiとした『マリンサイエンス・スクール＇ 98』
岳災絡した．

( 2) 特別研修

I ）治水技術研修

本研修は.b;(Jlllとして.51'11:JI C-flll l 0目l:ll)

の目線でスキューバ別水にl則する知撚や基本的
枝樟iをrli早させることを目的として行っている．
本年度は．笹野01＇ーをはじめとして .2 7機関から

社21 5名の参加を得て袋路した．

2）体験治水

木研修は初心者を対象にプールにて治水を体験

させるコースであり．本年度は科学技術健保組合

の加入者・2 I名に対して．スキューバ治水の体験

潜水を2R ffl!で実施した．

(3) 潜水幾務管理研修

本研修は治水作業者Jkび治水i対i!li会社匂の社Ji
に対して実施するもので．治水業務にl刻する安全

衛生教育の内容にImえ．飽有Ii静水の慨｛裂やt悔外で
行われているi帥水作業の尖自主等.I十？水J'l!t泊全般に
ついてtlol広い情報をn供している．本4f,1Jl'.は. l 
2機関から I4名の参加を得て2恒I実施した．
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(4) サイエンス ・キャンプ ' 9 8 

科学技術斤と科学技術鍛興市灘日I＆ぴ（1101'1本科

学技術厳興財聞の主骨量により．科妓Ii'$Fの5法
人放ぴ5研究俄I測で>j!.J;Jo8年l!f.より災施している．

本年度は8月10日～l2日のi::J.2泊3日の日

終で~8在した．今同は 8 5 名の応JH~の中から
作文で選ばれた23名（!TJ8.火L5）の高校生
＆び術，，，生を対象に当センターで1'iわれている

種々の研究得を軒i介するとともに．日fヲiJJI場を災
体験させ.i時t'f.科や技術に対する興味・rn1心を；：）；
めることができた．

(5) マリンサイエンス・スクール

本スクールは．街校生と彼らを教習する教泌を

対線に.i師洋に関する型tll予を深め．興味をl,;jめる
ことを臼的とし。日本則自lの鳩助をf!fて当セン
ターが間H躍しているイベントである．本スクール
の特徴は参加計の』也峻を限定し．高校生だけで

なく教織も対象としているところである.,i<lf；伎

は縮問＼＼（.佐賀l¥l.長崎県．熊本県.1＇／森県. ！史

lllM. 耳t字以．及び山形県：'i,の将校教諭（1 4名｝
と荷校生 C5 0名）を対象にぷ休みと符休みに

3泊4日の日程で計3同;Ji絶した．スクールの内
容は，当センターの研究おたちの研究成・栄や体験

ぷ．それに実習を多くi血り入れることにより参加

者の関心をより踏めることができ成功挺に終える

ことができた．

写真・3 マリンヲイエンススクールでの
マイティーホエールの段朗風儀



3 . 鉛飴軍事の運航関係業務

当センターでは， fしんかい2000Jシステムと

して．湖水縦波書a『しんかい2000』とその支t盛時
紛 fなつしま1及び無人l:it'l空機 『ドルフィンー 3

I{J，『しんかい6500）システムとして治水鵬資紛

『しんかい6500）とその支m母船『よこすかJ.
10,ooom級無人係資機『かいこう』、また梅洋測量E
船『かいようJ'l':lii晦剥資併究船 fかいれいJ：＆.び

i萄狩ー地球＜vi究船『みらいjを保有し．深海純資及
び梅It観測を始めとする各磁の柿H宇科学総術にl対
する叙験．研究に活用している．

これら鉛納得の巡航のうち，主として潜水制盗

紛及び無人係資機の巡航と，日常の保守!If紛につ
いてはセンターが政俊これを総当し．文銀l;J船並

びに各級研究船場の巡航と一般的被備については

船員由巡航会社にその業務を委犯している．

平成10事業年度の巡航概！＆！は次のとおりであ

る.rしんかい初OOJは，駿河湾.lll時！f.1i.述州自陣．
f羽海トラ7.ifi凶絡ぬ．秋日1和I•. ~t泌ii!道Jl!N’．日

本衡法び伊豆・小笠原の日本周辺縦波． 外航とし

てパプアニューギニアのマヌス拍1i1,tの前町1i増資を

ll:l飽した．
『ドルフィン・3KJは.rしんかい2000）の治鋭
ルートの安全機ggのための駅前湖資のほか．鹿児

島尚.t日般潟..富州滋， i帽t晦トラフ，秋悶仲．北
海道道ii!:沖にて車司王Eをl)l/J(Jiした．また．ニューギ
ニ7ぬ:ttW沖地袋持1被域の悔悠純資を実!Isした．
fかいようJは， f然ii｝赤道域の観測研究

(TOCS) J f太平洋赤道成トモグラフィー観測Jの

証Q測lilf究．然－物質循環と生物闘の相互作J1Iに閲
する研究及び術底下lJliffllf,11造調資等を実施した．

『しんかい6500』は．『MODE'98Jによる大凶

洋中Jki晦綴及び有人潜水量aとして世界で初めて時i
樹インドt干潟昔iの治統制貨をll!施した．
『よこすかJは， IMODE’98Jによる『しんか

い6500』の潜航文畿のため， 204 13 llilの世界一周

の航海を災絡したほか（JI:fl • 小銃』；（御成君事での

f持1j~民主ダイナミクスの叩「先J：＆.ぴr和I・J Ji.~.~－1似証書
システム保守・鍛術J等を実施した．

『かいこう』は，マリアナ泌I凡ハワイar,，，.，周辺．
悩ぬ許，，. ＝：.険itl•. 日本ifot：可及びi首凶絡めで淵'ti湖

町Lを；I!絡した．
fかいれいJは、 fかいこう』の潜航支怨のほか．

『かいれいJto，般のマルチチャンネル反射法然資袋
路による三総事I•. 日本持1jj品及び1剖隠litl• . i指術トラ

フの制作を：~ll臨した．また． マルチナロービーム

資鮮側深機等によるフィリピン持~i臨域のi制:et放び
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ニューギニ7:ttl'l•J也111iヨt被jf,j域の湖ti.を実施した．

fみらいJは． 『:It太平洋filj耳草－＇＊～混然滞街加系

の変動にl則する観測研究J（三俗世l’～小笠係機域｝，
『大気・諦lj/平柿Iii1'JllIこ｛，＼＇，る観測研究 J（陥商絡ぬ
術域＞.r r.百*5/./Jt岐における物質循協の観測研究J
｛北西flt太平洋ifij域＞. r北側術城の観測併炎J
｛チュクチ悔・ベ｝リング持1泌総＞.r赤道域におけ
る法後生総力観測研’先J（太平滞然続赤道海域〉，

『陸iffil然裕太平洋の限測研究j（磁太平洋赤道術域｝

を~bーした．
各船納得の被悩については．例＇＂どおり、 Ji!JUI
的な鍛備検統工事を行うとともに．機能向上のた

めの各積改良を災絶した．

( 1 ）「しんかい2000／なっしま』の運航

fなつしま』は．平1&10事~ii寸ill'11 行動を災施

した.11!*1！総決を週，－I.行動l)l紅i泌域闘を凶・1
に示す．

内訳は.rしんかい2000）による7行動，『ドル
フィンー3KJによる5行動である.i情航S瑚lliは，器提
繊細科研究if＇.次nt耐検討委員会でlfi定，深同｝制ti.
研究機i並~Ji司会で謀議され． 当センター型Rllf会に

て；p.;認された年度計磁にしたがって行われた．
平成IO lll l¥!! ff.皮は年i::111行動， 90！由航（紙験・

:llll鯨前航を含む）を針i曲し，;tl'll'l:l帥島，i1』!ill，紙験・
Jill事Ul自動i(14恒iの計85闘の潜航を，駿和libi.制限

t世i，温州滋．織泌トラ7.1fJ凶紺品'1,./)I！，立・小銃
店（.日本筋 ・道WN•J.立ぴマヌス村証言tの各泌峨で災

絡した．

『ドルフィン－3KJは． 試験t世fliL4倒.rしんか
い2仮防Iの前航ルートの災全般保のためのlHil•i iWI 
~＆ぴ相絞泌. j剖骨iトラフ.El，名前.I彪児島憾で

純資総航を28闘ll!絶した．また． 平成JOi!!2fl 
から 3月にパプアニューギニア』みIt／弔辞I•において

池袋袋綴峨の泌戚；制盗を4厄IW施した．上？.i!のと
おりに平成10:/JI来年度は．合計38闘の漏航をeJ.
施した．

寄港地におけるー鍛公1≫1は．機浜 （S月30Ell. 
llti事（7月2013), I.ζ』~／ (7月24El), rt巡りfl

26 日）において~絡した．

(2）『しんかい6500／よこすかJの運航

『よこすかjは．平成101）（栄作成9行動を災施

した．災t曲線l!<を若4・2..f'i!llJJ災級制減I訴をl羽・2に
示す．

内訳は．『しんかい6500）による6行動.rょこ



すかJ単独による3符動である．

潜航純資は．深海側査研究年次計調検討鋳.t1.会
で策定，深j輔調査研究推進袋員会で宇野織され． 当

センター思：事会にて泳総された年度計制にした

がって行われた．

平成10事業年度は年1106行動，68潜航（試験・

訓練潜航を含む｝を計画し．郷l!1.訓練潜島i(49回，
試験潜航5聞のE十S4回のii:!航を，大西洋中央梅級，
I師商インド洋海議海峻で実b(!iした．
fよこすかI厳重虫行動としては， 『無入浴水機

fUROV-7KJ ；島泌域1,it験J（相際海・駿河海上 『海

洋曜まダイナミクス研究J（伊豆・小笠原・マリア

ナ）. r沖ノ鳥島観測lシステム保守点験作業J（沖ノ
μ励）の目的で実施した．
寄港地における｝般公聞はリスボン（7l'l 19日

～20日）において実施した．

(3）『かいれい／かいこう』の運航

fかいれい』は．平成10事幾年度12行動を実絡

した．実績線表を表・3.行動実績t晦峻闘を関・3に
示す．

内訳は， fかいこうJのV:験 ・訓練2行動， fか
いこうJによる綿資潜航を4行動，海底下深部精

進湖l!i:3行動.rかいれいj単狼自曜まま3行動であ
る．

fかいこう1による滋航行動は.&it験・訓練潜航
6回のほか．側資調書航をマリアナ海r持，福島和1，・三
段抑・ 日本海鴻，ハワイ絡島周辺， I輔酉路島の各
海岐において33回の潜航を実施した．

海底下深部品構造絹査として．マルチチャンネル反

射法E監査装置，梅底地震計を用い，悶悶N’・南海
トラフ及び三陰沖・日本海溝海減において測量主を

行った．

fかいれい』の単組行動としては．ハワイ諸島周

辺及びフィリピン海泌域において『かいれいJに

俗載している観測機器を用いた線査を実施した．

また．パプアニューギニア仲にて絶鍵津波海域

の調査を災路した．

一般公開は，当センターの噂用I羊~ (4月11

日），ハワイホノルル（9月20日札機須賀 (JO月

4臼｝．神戸 (It舟25日～27日），清水（II月29

B）において実施した．

(4）『かいようJの運航

fかいようjは．特殊な船型〈半汲水型双鱗船｝

のため．作業申敏が広くとれ． 動絡が少ないなど

の利点を有することから．極々の海洋絢盗研究に

適しており，平成！Olli量産年度13行動を実施した．
災ltl線淡をi~・4，行動集縦海域闘を闘4に示す．

t蝉洋観測研究として.fi悔祥智響トモグラフィー
システム観測J（太平洋稼ju縦波l.r大気ー海洋相
互作JIJに係る奴測妓衡の開発及び観測研究

(T促 S)J（西太平洋赤道）を目的で.4符動実.!l<i

した．

線漏織宮§の開発・獄験として.r多m反射音場計
測試験J(f,持泌トラフl.r海洋観測プイシステムの
開発実経紙験Jを目的で. 2行動実絶した．

深t晦繍'l!f.研究関係として．相模降、問問伸、釧路
沖， 三隙沖において.rディープ・トウJ及びマル
チナロービーム智響測深般による深t面目見航純資等
を6行動実絡した．海底下傑綿織進湖査関係とし

て凶闘争l’にて海底地袋針（OBS）を使用した綱l!1
を1行動災施した．

得/1.！地における｝般公Jlijは，汗J水（8月1日～2
日｝において実施した．

(5）『みらい』の運航

『みらいJは． 平成10事業年度に. 8行動をjJ:!

施した.~鎖線表を表・s. 行動実級t蝉域凶を凶・ 5

に示す．

内訳は．慣7.<'¥lllll練4行動．中高緯度実証機ブイ
の研究開発l行動及び共同利用豊富海洋観測研究3

行動である．

韓IR<'I訓練行動として.r北太平洋亜i簿待・箆然繊
循環系の変動に関する級自陣l研究J.r大気・海洋相
互作用に係る観測l研究jf ?,r,純度岐における物質循
環の観測研究J,qt甑海峡の鋭昔，1研究Jを実絡し
た．

共l司利用型観測研究行動として 『高純度におけ

る物質循環の研究J.r赤道域における袋縫生Niカ
観測研究J.r商都然都太平洋の量約111研究Jを災施
した．

一般公JJ日は，峰釜（5月3日久平良（61'14日〉．

狩森（6月25日～26日入アラスカ州スワード（8

月13日｝．八戸（II月1日）.1寺l;IJ公開をソロモン
ホニアラ（3月11日）において実施した．

(6）鉛舗の聾偏

平成10年度の検査工事と[ii&¥な空軍備司JJ'Jiは次の
とおりである．なお．本年度は 「しんかい2000J

r Lんかい6SOOJrなつしまJ『かいようjfかいれ
いjfみらいJが法定中IU！検注工事を;it!JJ(iiし.rよ
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こすかJは法定の定期検査工事を行った．『ドル

フィン・ 3KJ fかいこうJについては所定の年次

鍍備工事を待った．

1> rしんかい2000J
平成10益事12月S白から平成tHJ,3月23日の1師、

潜水綱~船銘備場において，年次検~に｛半う各機

＊苦の点験!!'it備及び必裂な許容品交換を行った．その
後，駿河湾及び紺綬t嘩にて．鼠大潜航深度潜f(liえ
験を含む紋験潜航を災施し， 3月31日に全ての紋

験検査を終7した．
本年度は， 11'定中r.:JI貴査項目である11!a軍装釘の
主夜明E盤，インバータ主回路等の開放検まま及び油
密検査＇ 4虫灘安全装沼の雌脱ボルト及び司I線カッ
ター等の開放検1t及び性能検＊・油圧日十並びに深

!Jf8tの鮫正試験理事を含む全ての検査を~B直し，そ
のi百鎖性の確認を行った．
なお，老桁化対策工事のー環として．推進用

動力用・通信用インバーター装置置の制御基盤を新

品に交換し，摩耗の進行していた主権進Ill電動機．
潟水ポンプ用at動機の回転納と減速機の交換を
行った．

2）「なっしまJ

平成10年12月16日より平成11年1月初日の

問．年次験資工事を実施した．各種機総の点検箆

1躍を実Milしたほか，プロペラ軸依き出し慾備及び
可変ピッチプロペラ開放!I!備を行った．また．
No.I受波器アレイ及び錨鎖（7節）の新替を行っ

た．第3ラボラトリー内の配償改普及び実験用海

水ラインを車暗殺し研究紋備の充実を闘った．電波

航法装筒等については2000年m1泌対応を行った．

3) rドJレフィン・ 3KJ 
平成10年12月14臼より平成11年2月6自のr.:Jに
年次保守慾備工事を実b@iした．

本年度は．システムの保守に必望書な消縫部品の

点検交検や僚級制鐙のほか．例究者が持ち込む観

測l機器をビークルに装備するため1ll線の別殺工事
を行った．ビークルの油圧系統では．設備制慾を

容易にするため祭気抜書弁を絞けた．

また．船上装置盟関係では，映像の記録分配袋t置
等を原町匹ラックにまとめて効率的な機器t西日践とし
た。

4）「かいよう』

平成10年5月18日より6月14日のr::1.第二穣
中m1検まま工事を実絶した．各種織lr!；の点検鎗織を

'/l.!B臨したほか．インマルサットB.)lぴEメール
サーパーを紋獄しi垣俄機能の向上を飼った．また．
作業甲板上の湖水機総の撤去を行い自国王宝船として

の機能性能の向上を行った．

5）『しんかい6500J

平成10年 12月11日から平成11年3月10日の

rm，潜水綱まま船鍍締場において．年次験査に伴う
各自H語の点験段備及び必要な部品交倹を行った．
その後， I両西路島海滑にて．員住大潜航深度鴻航紙
験を含むt式験潜航を実B臨し.3月22日に全ての紙
験検資を終了した．

本年度は法定中Ill！検資項目である電源義債の主

配司I盤，インパータ主回路簿の開放検鐙及び泊密
検査を，応急安全装i置の織脱ボルト及び司自線カッ
タ一等の開放検査及び性能検査，油圧計主主ぴに深

度計の較正試験号車を含む全ての倹査を実施し．そ

の館敷伎の磯認を行った． ー・鍛工事では，混在理装

t罰金般の敏正を行ったほか．油圧装鍛の油圧ポン
プ．トリムポンプ．トリムモータの分解鍍織を実

施し．性能の維持を闘った．

6) rよこすか』
平成10年4月2Bより5月13日のIUJ，年次検査

工事を実B在した．本年度は定期検進工事のため，
滋例の保守，護備に加え．プロペラ軸依きIllし!'l
備．可変ピッチプロペラ，パウスラスター側放!'l
備及ぴ給水揚収・潜航支援装鍛について入念な点

検艶備を行った．船底部については．全簡のサイ

ドプラストを路工し．船体腐蝕に対する｛君綴性を

磁保した．また，鋪鯵17節及びfしんかい6500J用

舵mカメラの新懸えを行ったほか，格納I車内照明
設備の改普及び線照灯の新設を行った．

7）『かいこうj

平成lOiFl;lf保守艶備工事を平成10年12月38

から平成IIif, 3月38の附lランチャー・ビークル
は無人探査証機ff備織に隙絡げして，船上装債は

fかいれいJの中間検盗工事（！月27日から3月18

日のr::1＞の際に行った．その後．駿河湾において
試験it!航を実絡し3月29自に全ての紙験検査を終
了した．

また．水，1，樹i末鑓ケーブルハーネスの油漬け均
庇化，サイドスキャンソーナー／サプボトムプロ

フアイラー船上5書館の換裟及び綿資眼視n主総TV
カメラの予備品を依光し機能低級住の向上告行っ

た．
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8）『かいれいj

平成11年E月初日より3月19日の問．第一割i
中i:司験資工事を災施した．各種機総の点検鍍備を
?l!B告したほか， fかいこうJ一次ケーブルハンドリ
ング裟~トラクションウインチの機能1,,1上及びエ

アガンコンプレッサ－m殺をはじめとする3次元
MCS （マルチチャンネル反射法システム｝のf州
を行い機能性能の向上を符った．

9J rみらいj
平成9年9月27臼の引き渡し後l年経過した．
各種の研究航泌に従事してきたが．平成10年9月

17 8から平成10年10月25自の問．年次検統工lJI

及び保&iE工事をjl_，施した．各種織~績の点験・型軽

｛簡のほか以下の工事を行った．

新・l日船体様合部の鮫J草（超音波飯原計測｝を
42箇所針決l，良好であった．
減矯装置量ケーブルベアー憶久対策に備え，減Ii
S毒償当旨le舷監査にポルッテドハッチを2箇所新設し
た．また袋自在汽験)llJr. I倒｛前ll!¥lハッチ4倒 ｛前
後部各2側）をt曽殺した．
海洋レ｝ザーシステム俗載に備え光学窓取付苦

行った．

なお入llil磁後の船底点検でAD.C Pの送受波総

紛底窓の爺（アクリル製｝が破t員しており新燃え
を行った．
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第4章むつ事務所

1.むつg務所の活動の慨寮

むつ事務所は，平成9年I0月に運航を開始し

た梅洋地球研究紛『みらい』がむつ市関根浜港を

母港とすることから．これを円滑に運用するため

に．海洋科学妓持jセンターにおける初めての地方

都銀所として平成7if.10月1臼に倒紋された．

当事務所の当面の業務は，次の通りである．

. i晦洋地球研究船『みらい』により爽絶され

る研究に必要な純鮫・紋織の)illffl

・1時f事地球研究船『みらい』の円滑な巡航を
可能にするための普及・広報活動

・その他むつ郁務所巡営に必~な業務

( 1) ~鮫・餓備の運用

海洋地味研究船『みらいJは，地味線総気候変

動機織の解明のため，太平洋全域及びインド洋の

広範囲にわたって観測を行い，データとサンプル

を収集し．研究に資する．中でも梅洋地球研究船

rみらいJの主要な使命は．西部赤道成及び中務総
/.ll'.太平洋に股倒する予定の泌洋観測プイ「トライ
トンブイIの綬測海峨でのalt訟・回収にある．『ト
ライトンプイ』は，エルニーニョ現象に大きな関

りを符つことがわかっている暖水処の実自盤解明に

威力を発搬することが期待されている．

観測機材鐙備場では．これら悔洋観測プイ箆晶t
保管．センサーの敏定型事を行うとともに，プイ

データの受信処理及び管理を行っている．

総料分析棟は．『トライトンプイ』や海洋地味研

究紛 fみらい』により得られた海洋観測データの

処理，緩取された紙料の分析，保管を行うほか，建

屋内にat蝕された海水前処理システム〈梅水中の
放射性炭紫”Cを加速a§質量分析装置置で測定する
ために必要な海水の前処理を行う装置｝が．訓練

及び~験的速mを経て本絡が」，車働を開始した．
また，むつ事務所管理部門が業務を遂行する建

物として，日本僚子力研究所所荷の建屋を借り受

け，事務舗｛として業務を行っている（悶－ I). 

(2）広報活動

ilii洋地球研究紛 fみらい』の円滑な巡航にとっ
て．母港が所在する地元むつ布市民の理解と協力

-98ー

が不可欠である．むつ事務所が行う瞥：＆ .広報活

動は．｝般市民はもとより．次代を./!.Iう背少年を

対象に海t平科学技術の成!I!と拶を広めることにあ
る．

このため平成I0年7月25日・26臼には，

荷量車市背森港において海洋地球研究船 fみらいJ

の入港欽迎式及びー般公I用を行い5,265人の見学
者があった．また27自には.i守森港からI刷機浜
港までi年総＼~I内の中学生38人を対象とした洋上教

議を実施した．

また．平成I0年 I0月3I自には．八戸港に

おいて八戸判事洋少年間の児m，生徒約50人を対象
に措』/Zf.，教惑を実施した.I I月1日には，入浴歓

迎式及び一般公IIUを行い，2,970人の見学者があっ

た．

さらに..目書践する店t研のむつ科学技術館におい
て．深海ジオラマ電車の展示棋~}JI.び泌底ステー

ション絡の磁自訟を泌総科ザヰ主術センターの研究成

ll1:として展示することにより海洋研究への魁解の

促進を図った．

2.むつ事務所の施綾・綾儲の型車偏

( 1 ）建物

むつ事務所では．海洋地球研究船『みらい』の

研究航海．共例研究}JI.ぴ研修等で，当事務所を紡

れた研究者に良好な環境を鎚供することを§/l<Jと

して事務所榊内にむつ研究交泌敏を波紋した

（袋・ I.写真－ I). 
本械は．研究員翁（8準｝．大会織昔話（80名収

容｝．セミナー滋．絞H品宮草．食堂理事から構成されて
いる鉄骨造3階球，遜床蘭鰍約1,547n¥・の建物で平

成！ !4f.3月に完成した．

(2）館鎗

紋料分析棟lWi化学災験議等に fみもい』航機
の準備及び航海後のデータ処理朋として，栄4車境
自動分析袋置を本書官から移設するとともに，経純

水製造僚を鐙備した．また， 21115船舶データ処理
窓には.HRPT術鑑データ受信システムを鐙備し

た．このシステムは．気銀総恩NOAA＆び海洋鰻

測術filOrbVicw-2を追隠し， 1.2m径のパラボラア

ンテナによりHRPT（潟解像度鴎像伝送フォーマッ

ト｝信号を受俄するシステムであり，NOAAl/f織の

AVHRR（改良型尚解像度放射H『）から鴻表面ii温度
分布図及びOrbView-21/fi肢のSeaWiFS（務域広観野



センサー｝からクロロフィル4 濃度分布図を作製

するものである．さらに. 2際コアサンプル保管

室（2）に冷磁股悩（hi（内i1il皮：＋4℃，ぜi'WJ寸法：

2.9mX4.5m×2. 2m）を設け．海洋地球

研究船『みらい』句の採取したコアサンプルの受

入れ保管体制の強化を図った．

また.t,'I密機械の鍛償．取り緩いや研究家とし
ての環境改怨を目的として，鋭測機材鐙倒場2階

研究滋 （ 2室）の~剣紋織彼自主工事を行った．

表ー 1 むつ事務所の研究施彼等の綾備状況

建贋区分 仕織 起床面積｛而｝ .備年度 傭 考

観測繍材艶備i轟
鉄骨造

3,046.26 平成7～8年度
3階建‘一郎吹篠げ

事務線
鉄筋コン9リート造

521.90 平成8年度
原研の建屋を僧用

2階建 し、改量産した．

E式斜分析練
量生筋コンヲリート遺

1,942.59 平成8～9年度
2階建

むつ研究交流線
鉄骨造

1,547.42 平成10年度
3階建．繕鹿1階

？
P
1ト

圃

写真－1 むつ研究交流線
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第s• 研究鰐備

当センターは，平成9年8月にl勾l副総燥大股決
定された I闘の研究開発全般に共通する；If仰の災
,OOiの絞り方についての大綱的婦針jに基づ吉．セ

ンターにおいて実施する研究開発銀姐について厳

正な将仰を行い．研究資源（人材．資金）の街効

かつ効率的な活mに資することを目的としてφf海
洋将学f主幹iセンターにおける研究部鏑のための実
施後鎖』を同年I0月に策定した．これは．外郎

の専門家＆び干I読者によって榊成される外郎訴鋪
体制によって.fil点的資金による研究（プロジェ
クト研究）線:.!f.iについては，事前，中1111.llli;去の

符側を．また越礎的資金による研究｛経常．共同

研究など）線組については事後の採備を．研究t県
民自af.備委員会が定める符価項目．線価方法に基づ
き厳正に行うものである．

平成I0年度は.r術洋科学妓！fiセンターにお
ける脱炎符悩のための災泌総領jに基づ〈正式な

餅究微量!i~f悩の場として， lJI前W仰を平成IO If 
8月に， rt’flll・事後続4加を平f占I0年II flから
平成lJlj;J舟にかけて尖B在した。評価*Ii来は．
いくつかの研究線組については改善の必渡性につ

いて指摘を受けたが，概ね肯定的な訴錨がなされ

た．今後，この結果を絡まえた研究開発の推進に

9革める所存である．詩編給泉は．以下のとおりで
ある．

1 事前評価

( 1 ）実施内容

I l対象線組 (}JI）淡Il 

研究線泌際価の対~として． 平成 1 1年度概算

必求において新線のに諸手するとして予算婆求を

行うill点的資金による研究開発銀泌｛プロジェク
ト研究について．研究線泌締仰I(lJHif;i事街｝を災

B在した．

2) !f価体調

海洋科会学後術に闘して部門的な見地を拘する外

部時門家及＇（，(;Jヰザ：技術に知見を有する外語草t，~達者

によって締成されるf研究線11!!:i'手側委.！ll会J（別表
2）で綴備が1'iわれた．

3）詳細方法

各都！~について勉当研究者の発波及びi，価委れ

による質疑を行った．各終値i袋flは．この発後・

質疑及び配付された被桜他者作成の自己lf.価E高等
の資斜をもとに4）に示す羽目に治って合織によ

り1l制iが行われた．

,1 ) 3事制1.!Ji13 
；持制は以下の線価尉闘をもとに1'iわれた．
・研究開発の臼l'l9.€It?:，方向性の妥当性

研究開発計画の内容と手法の安当性

－研究開発費と~総体制！の妥当性

期待される成果．波及効W:

(2）鰐価結果

1 ) i?l'ii毎1il車系に関する研究のうち f化学合成生

態系の環岐にl刻する研究J
研究J深泌としては，海洋に特街な現象として妥

当であり．過去の成果やセンターの研究資源をw
mするという観点から綜艇できる．センターもし
い研究手法を活用した研究であり， i~ffiなデータ

を多く取得することを期待する．ただし．深海観

aiJJ支持jの終色を生かすとともに新たな手法の側発
表泌を取り入れるなどして．目的とオリジナリ

ティならびにセンター念体の脱究における位綴付

けをもっと明般にすべきである．

また..fi)f火災,OOi体制における資ff:体制を明般に

l,.主体的に研究を行うことも必縦である．

研究成栄として化学合成生慾系の周辺のE量級榊
巡の解明が期待されるが．これの学会得への公表

のみに終わることなく．涼海やj悔t干物質循環系の
総合的なメカニズムの解明に反映するべく活JTlす

ることを期待する．

2) i曽野海妓生態系の観測研究
本線ll.!lでは．艇に研究が始まっている治／.＼11曽野
泌峻待の生態系側究やサンゴ敏生悠系研究との関

係や研究対畿を外洋に鋭；大する自際．闘W1が不明

確である．また．深府水研究との迅！俄を図ること

も検討すべきであろう．

研究手法としては．航定連続測定システムや深

約水府JIU亡事のセンターのこれまでの成果の発般を
目指せば．センターの特色を訴かした研究として

将備できる．ただし 他機関における経験を反映

させて研究計倒を戦略的により具体化するなど。

F.S.をあらかじめ行っておくべきである．なお， ／［,j

地問］鮮と沿路プロセスとの織別が倒灘であること．

m鼻＝Xii生涯という定型的な考え方にとらわれな
いほうがよいことを認；殺しておくことが必袈であ

る．また.(vf究成W:が気候変動の予測に役立つこ
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とについては疑問であるが，時間・ ~ll司スケール
の9もなる影響が定i量化できれば楽的しい成』院を111
ることが期待できる．グローバルなi明男現象に主

点をおいた研究苦行うべきと恩われる．なおL碗

次貨は概ね妥当と考えられる．

3）自Ut製無人潜水機（AUV）紙験機の研究D≫

~ 
本ill磁のような妓術開発はセンターの特色であ

り，次世代新妓術の目玉として有用性．将来性は

大きくJセンターにふさわしい研先側発の一つで

ある．目傑，計画Iについても具体的かつ明瞭であ
る．なお，＊悶・欧州の妓符iの動向を11:!l!ilt.，，闘
内技術と競争させつつ経済的．効積約に側発を進

めるとともに．裕織する計測総の新規性，互換性

などで日本らしい独創的技術開発を進めることも

肝要である．

AUVによる連続観測は海洋機造の解析に錨め

て有力なデータを提供するであろうし．試験機に

ついても北極術以外への対応や現場での分析・紀

録も自指すことが必獲であり，将来.~JR却のA

UVの1開発を自偲すことに期待する．

ー方．研究体制については．計錨・殺Itの段階
から利用者の意見を取り入れ．嵐官学の研究体制

を確立して推進することが望ましい．また．・セン

ター内の体紛としても．定員の鉱充はもとより．

疏動・特別研究員などを活用して海外から優秀な

人材を確保することも必要であろう．

また， Z雪期対効泉についても検討することが肝
婆である．

4) i悔f羊の物質循環に係わる観測伎術の側発及び
観測l研究のうち，

①地球温暖化モニタリング妓衡の研究開発

箇太平洋溺岐において定点での海洋化学的な項

目を含む泌洋観測を日本が級統的に維持すること

が必裂であり，本妓術がそれを可能にする般有力

な候補として，また，日本がオリジナルなデータ

を耳元J！｝できるという大きな意義があることからも．

将来の必須技術として一刻も早い実用化に期待す

る．研究計濁についても艇に実施したF.S.に基づ

いて組み立てられている．

ただし，海外の情報の入手や悶際的な情報交換

や連機が必援である．また，開発ならびに維持・

管理聖などの技術については．悶内では広〈メー

カーや大学の協力を得ること．悶際協力や悶際入

札を行うなどして~当なコスト設定を行うことが

盤援である．

なお.Utt発においては．当蘭は観測精度よりも
継絞殺を目指すとともに．衛星！などft!Jの腿測手法
との組み合わせや革新的なセンサー捌発，ならび

にグローパルなネットワークや特定海峡での集中

した展開などの提言誌も必獲であろう．

②地球温暖化機構の解明に関する研究

我が闘で給路線僚の気候変動に係わるオリジナ

ルなデータを取得する研究として意義があるが，

本課題単独では『機械の解明jまでは関灘であり．

研究実施体制や世界の研究動向との髭合性を考織

して 『ll:!態の解明Jとしてg的を絞って実施すべ
きであろう．また．過去の地球環境の再現や，異

なる時間lスケールを持つ古海洋学と現海洋学の時
間lスケールの違いを埠！めるための研究テーマも設
定する必要がある.3次元的な潟水の挙動の解明

も期待する．

研究手法については．既存のコアサンプルの荷

効利用や．新たな研究（分析｝手法を開発して新

しい情報を得る労力も必要である．また．猿立し

た研究テーマとして時限を殺けて~錯するより，

fコ7・アーカイピング・アナライジング・セン

ター』を設立してその業務として長期にわたって

継続するべきである．

研究体制については人的資源の締保のため閲際

的に側かれた体制を柵築するなどして対応するこ

とが必要であろう．

5）熱帯赤道域における海洋践測妓術の開発及び

観測l研究のうち．
①時嘩f羊音響トモグラフィシステムによる広峻同時
集中観測週！JR
海洋管理聖トモグラフィシステムの開発はセン

ターの倣界に締りうる業績の一つであり，その宥

効利用の観点から務価できるものである．本課題

は，目的が明解であり，2年間iの観測計画として
妥当な計繭である．日本としてオリジナル・デー

タを取得できる意義は大きいが．センター自らが

研究目的を待つこと，ブイ．船舶その他の手法に

よる観測資斜とのデータ同化訟を工失することを

期待する．また，データの解析に闘しては閤際共

同研究として行うべきであり，センターに解析・

利用妓術の落績を図ることが蜜裂である． 一方．

外洋型自のシステムのさらなる実験の必製伎につい

て検討することも銀製である．なお．研究費とし

ては，観測lのための費用が中心である．
＠インドネシア通過流館際共同研究

現象解明星自の研究で撚飽の虫lP.!性は認めるが．
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研究針闘の目的があいまいであり，国際共同研究

の中でセンターの主体性が壊没しているように見

受けられる， Gordon教綬の鑓家（仮XS!）に対して

科学的によ〈吟味し．国際共同研究における分偲

を切線にして、センターとしてのしっかりした計

画を策定すべきであろう．観測針蘭については，

水平方向の海洋現象の犯綴のためには観測点が

lヵ所だけでなく.3～5点の観測サイトが必裂
になるであろうし．通過慌の出口（インド洋｝担I]

の続鐙の妃媛も検討すべきであると考えられる．

なお，本線量豊の綬測対象j蝉械は．悶際的に費量しい

（危険な）海域であるので，社会情勢を含めた事前

繍査が必獲である．

6）民主球フロンティア研究システムのうち．生態

系変動予測研究鎖威

及び

7)地球フロンティア研究システムのうち．全地

球変動惨断研究領域

地球フロンティアシステムについては．そのl!
本方針ならびに各研究徽械における研究の目録や

方針（プログラムの総宮｝については航空.1li予
等技術審総会が平成8it; 7月にとりまとめた fl&

E事変動予測の実現に向けてJにおいて示されτお
り， f生態系変動予測研究領綬jならびに f全地球

変動鯵断研究鎖域』についても既に目線や方鈴が

示されている．また，各領域における具．体的かっ

詳細な目的．方向性などについては，本フロン

ティアの性絡上．領峨長が策定することになって

いるが．現段階においては領域長は未定であり，

前鎖績の研究錬題の内容について現段階で事前得

価することは図嫌である．

しかし.~に実施されている地球フロンティア

システム全体の中での依鍛付けという観点から際

価すると，生態系変動予測研究領域は f予測の難

しさjに正筋から挑戦する研究であり，全地球変

動診断研究領峨はf全てのデータを総合する紋み』

に意緩を感じる．したがって．両線組ともに，自

様とする成集は大きく，日本が縛るべきプロジェ

クトになることを期待する．

ここで符うプロセス研究．モデル研究を行うに

あたっては．内外の関連の観測研究の実施機関と

の網態が必要であり，また研究成果がフィード

パックされて，観測研究の効事的．効果的な計画

の策定と実施に反映されていることが肝要である．

なお．地球フロンティア研究が， IGB Pやwe
R Pといった国際共同研究の中に占める位鐙付け

を明織にして欲しい．

生態系変動領域については，海洋の生物活動と

物質循環の変化が及lます気候変動への影響の解明

は磁域と閉じ考えでは理解できないこと．また，

シミュレーションの騨イ商事E僚や海洋生態系のモデ
ルの作成には図織が伴うことをJl;l織すべきであろ

う．

研究体制としては，『人Jにお金をつけるという

従来に無い方式を用い，システム長が総指して進

める方式は，理想的な方法のーっと忽われる．

8）北極海峡における海洋自動観測技術の開発及

ぴ観測研究のうち．

①次世代型海洋自動観測プイの開発

線:Illの盛~伎．先導（綿〉性の観点から卸価で

きる．地球燥機の気候変動の解明という観点から．

新たなプイ（次世代裂禅洋自動観測lプイ）を多数
緩附することは妥当であり，日本のオリジナリ

ティのある線量露である．プイの開発・絞置は，観

測研究との関連がlfi!l!!であり．研究計画について
は概ね妥当である．地球泌暖化に敏感な北極海域

におけるモニタリングやプロセス研究・解析が進

み．地球フロンティアシステムなどにおけるモデ

ル研究へも貿献するものと考えられる．なお，衛

星観測などとの連携や研究体制や施綾・綾備の充

実についても配慮することが必援である．

研究体制としては，データの解析体制に対する

配臓はされており．また国際的な協力のもとで進

めるようになっているが，関内の協力体制が十分

とはいえない．

研究開発費は綴ね妥当であるが，ブイのコスト

については米関・NOAAの情績を得るなどして

低減について検討することが必裂と忽われる．

②氷縁海峻における観測研究

全球的な療境・気候変動についての解明は本線

mの実絡のみでは困難であろうものの，地縁環境
変動に敏感な北極海岐に関する研究として盤要な

錬E露である．本線婚に関連する研究については．
これまでにも同種の国際協力研究が実施されてお

り．これによって得られた研究成巣をよく杷録し

て．本線題の実施により解明すべき問題点を豊富理

して．効率的，効果的な観測計画を十分に検討す

ることが必要であろう．なお．悶際的な協力体制

のもとで舵進していることなど本線j磁の実施体制l

は妥当である．

(3）全般的解価

事前符価として以下のような全般的な評価につ

いても怠見が出された．
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①研究銀~の数に対する人的資担説得の研究体制は

十分とほおえず．充実を図るべく．改穫について

検討することが盛袈である．

③平成10年6月に改訂された潟洋科学妓術セン

ター長期計樋に基づき．総統的に実施している研

究練泌を鐙思して，センターの全体計繭の中での

研究線婚の佼鍛付けと研究体制の盤合性を関るこ

とが必裂である．

③研究実施体制において，研究抱当者の実質的な

爽任体制を明確にすべきである．

⑥研究開発貨については．当E東灘~の実施に使用

した船舶等の還期に係わる経費を含めたコストに

ついて配慮することが肝要である．

③センターが取得したデータについては，闘内外

機関のデータベースとの互換性を念殺に置いて．

その維符管理に関する方策を明確にすることがill
要である．

2. 中間・耳障後書平価

( 1 ）実施内容

1）対象線勉｛胆l表3)
研究開発着苦手後5年を経過した，もしくは終了

した蜜点的資金による研究開発綴飽｛プロジェク

ト研究｝と平成9年度に終了した基盤的紛究（緩

常研究．共同研究及び特別噺究）について．研究

線組E平価（中1悶・事後評鏑｝を袋路した．

2）評価体制｛別表1及び4)

海洋科学技術に関して噂門的な知見を有する外

郎噂門家及m枠妓術に知見を有する外宮間議者
によって構成されるf研究紋題符価委員会J（別表

2）と．研究領成ごとに放置された外部専門家に

よる4つの専門部会（海洋闘体地球科学研究係会．

海洋観測量時究郎会， t師f学生物・生態研究部会.i晦
t草技術開発部会） (g1J淡4）で評価が行われた．
3）評価方法

f研究線勉符価望書員会Jで．本年度のS判国対象n!
勉.!fj面項目.3干価方法などの稼織を行い．審織
結果をもとに，外邸に公倒する形で各専門総会を

開催した．

各噂門部会では．各銀当研究者の発表及び主

査 ・ 部会員による質疑応答が符われ．各主~・部

会ftは，この発表・質疑応答と配布された組当研
究者作成の自己評価耳障，諭文別Jill］り等の資科をも

とに，研究線~線価~員会で審E接された採価項目

に沿って線価を行った．

その後．各専門都会での線価総燥を踏まえ．『研

究部担:llli;判＇dli~昼食会J において f平成10年度研究課

題桜山田Jの取りまとめがなされた．

なお．評価対鉄線泌のうち f大型ilii芋観測研究
船 fみらい1の型車備jについては．科学と妓術の

両面からのff.価が必援とされ，海洋観測研究及び
海洋伎術開発の2つの総会において辞価が行われ

た．

4）野価項目

1利面対象課題の進捗に応じて中fllll,f価もしくは
事後S平価に分け．各々に以下の項目をもとに際価
が実絶された．

①中Jl司線価（現在継続中であるが．治手後5年以

上経過した線組）

・研究附発の目的， el機．方向性の妥当性
－研究開発の繊婆，計闘及び研究開発手法の妥

当性

・研究開発授．実絶体制の妥当性

．研究開発の進捗状況

・今後の予定［計画］

②事後2干価（前年度までに終了している線組｝
－研究開発の目的．自様の妥当性

・研究開発の概婆.it闘及び研究側発手法の妥
当性

－研究開発費，災施体制の妥当性

．研究開発の途成状況

・成果の波及効果普及及び新たな線組への反映

・成功．不成功の原図についての考察

(2）評価結果

1）プロジェクト研究「海底絞縫製金管システム

の研究開発』［中間評価］

｛総統共同研究：共同研究機関山形県｝

本線~では，地減の特産品であるイワガキの櫛

箇生産から海中獲嫡B量殺まで． ー貸して，地域綴
興に2寄与する経済効果や派生効』I！.ならびに基礎
科学的知見の滞縦などに配織しつつ研究開発を進

めている．過大な自様を絞定せず，開発の過程に

おいてユーザー｛地元の漁業者｝の滋見を反映し

ながら，常に手法の見直しをl'iう慾突さや，政終
的には地元の帯i!i'Iする傑算性を混線した施設に収
紋させ.I開発当初のデザインにこだわらずに柔軟

に対処してきた点が綜仙できる．

しかし，このような施般の存住による周辺海峡

への生態学的影響．イワガキの生態や生息象件の

一廓のlilf究．ならびに，経済性に関する産業的な
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可能性や総合的なメリットなどについてもさらに

検討することが必要である．したがって，今後も

本課題を総統し．盟主終年度まで実絡すべきである．

なお.ft聖域共同研究は，センターの研究者が主

体となって笑絡しているが．センターの限られた

リソースの有効活用のためにも．可能かつ効当日的

であれば共同研究相手（地方公共団体〉に研究費

を出すことも検討することが必要である．

2）プロジェクト研究「沖合海中空間利用鉱大技

術の研究開発J（事後評価｝

｛地域共同研究：共同研究機関治手県）

人工海底は，養殖するアワビの捕食者｛タコ，カ

ニ）を近づけないなどの効巣があり，回線は的を

得ている．内湾型の施設の研究開発によって培っ

てきた知織と段術の応用， ならびにその成果の~

2置は意緩深い．本探題は，実績のある内海型!Iii般
を沖合外~!tlに改良して利用の可能性を鉱火しよ
うとの紙みであり，続済性の検討を含む研究側発

の遥成度は荷〈，また，地元の協力など実施体制

も妥当であったと評価できる．

しかし．新線伎や実用化への努力はやや稀薄で

ある．ここで得られた知織や技術を地域で活用

（応用｝するため，それらの継魚に努めることが必

聖書である．また，本妓術を漁業者の実用に供する

ためには．初期投資額の低減を図るとともに．差

継のみならず中間育成を対象とするなど，利用範

簡の拡大及び地元（漁業者｝のニーズを吸収する

方策についても配慮するべきであった．今後，こ

のような地統共同研究欄発事業を行うことにより．

センターの工学系研究開発体制が．ユーザーとの

相互関係を混視し．水底分野への実用化を自指す

という目様を達成できると思われる．

3）プロジェクト研究 f海洋レーザ観測技術の併

究開発』［中間野価］

船舶というプラットフォームにレーサ．観測装償

を俗裁し， 1ド1量触で純物プランクトンの爺の鉛磁
分布とf毒性を綱べることは人工衛星と組み合わせ
るための海洋袋属の観測手法として蜜袈であり，

このような紙みを世界に先駆けて始めたことにつ

いて評価できることから，本線Rliの目的．目標の
絞定は妥当であり．意義が認められる．

:it行錯叙を練り返しながら開発された測総は，
ほぽ所定の性能を発機していると思われるが，梢

物プランクトンの反応による昼夜変動などの問題

に遭遇したため．レーザによって励起される蛍光

シグナルが必ずしも拘置物プランクトン録に白抜対

%しておらず．測定値を織物プランクドンの現存

滋にまで結び付けるに?eっていない．しかし，こ
れまでに．蛍光強度の昼夜変動の大きさから舗物

プランクトンの光の利用率の推定まで踏み込んだ

ことは本袋飴を利用する上では当然の方向であり，

Z平価できる．本事長億の厳大の特徴は散乱光の鉛磁
分布を何時にE十れるということであり，今後．海
中懸濁粒子の鉛自主分布データとの検証やAOCP

（普轡式減向・8時速計〉のデータや生物・化学デー

タとの比較を行うなどして，前述の問量重点の理由

を明らかにするとともに．何らかの経験式を導入

し，得られたデータを有効に利用するための関連

研究を癒点的に~~すべきと考えられる．また，

その絡果などを用いて本方式による観測手法の静

価を行うとともに．場合によっては他の方式の場

入についても検討すべきと考えられる．

今後の計画として，海洋地球研究船fみらい』の

船底に取り付けた後に検筏実験をI年穆実絡する

とのことであるが．本方式の事長鑓による測定が可

能になったところで研究開発を完了したと見るの

ではなく，植物プランクトンの現存鼠が戒められ

る見通しをつけるべく鍔めるべきと息われる．ま

た．光合成能力のモデル化に関してはモデルを｝

般化することが今後の限勉であり．その後に基礎

生産力に関するF高度の再買い解街モデルが出現する
ことに期待する．

4）プロジェクト研究「大型海洋鍛糊服究船 『み

らい』の鐙備』［事後評価］

く海洋観測研究部会＞

極域や荒天のt幅峨などでの長期にわたる観測を
可能にする．所定の目標通りの研究船が出来たこ

とは，今後の気候安化と地球環境変化に関する研

究を展望しても時機を得ている．原子力船fむつJ

を改造して大製海洋地球研究船を作るという制約

のもとでの出発であったが，大型の船体という大

きなメリットをよく活かしていると思われる．ま

た， f苦戦されている設備等は• Iまぽ所期の目的通

り完成し．世界に誇れる観測l船である．特に荒天
海綾など今まで観測できなかった梅緩や時期でも

可能になったことで．より精度の高いi晦況マップ
（海洋の気候｛直｝の般立に寄与するポテンシヤルを

脅しており，日本全体の海洋研究，気候研究の進

展に大きな窓味を持っている．阪子力紛の有効利

用という観点からも鰐価できる．

ただし．大型船のために、プイの係留作業｛特

に回収作業〉などでは不便な点も多いこと．大型

~水allっきのCTO (t塩分・水温・圧力針）の役
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入・場収作業なども含めてなるべく動力を使った

確実な作業を確立することなど，今後のi!/(i普が必
要な点もある．また， fみらい』の効率的な利用の

ためには，運用にあたっての俗餓設備・機税者事の

定常的な鎚備をきちんと遂行することが是非とも

必主要である．

一方．大型の観測（研究｝船を運用して費用対

効果の点で効司直良く観測成集をあげるには相当の

工夫が戒められるが，『みらいJの場合にはこれが

有する特長を貴重大限に引き出す観測計画を立てる

ことが必要であろう．

く海洋伎術開発郁会＞

原子力船「むつ』の活用という制約のもとで，大

製の船体を活用した大製プイの綬鏑・回収，荒天

下や鑑域における運用を目指した観測l研究船への
改造という本線婚の目的，目標は妥当であった．

研究開発手法としては，改造にあたって様々な

銭術的改良を加えたことは鮮舗でき．続ね妥当で

ある．しかし，綬測研究船の研究環境に対する嬰

求性能（機能）の定性的，定fl的絞定を明織に行
うことが必袈であったと考えられる．

また．動力源にE喜朗したサイリスタによる級審
については．従来から実施している海洋観測にお

ける音響伝微実験などでの経験によっτ格われて
いる知見によって予測できたものと考えられる．

今後，本線Xiiの実施による成果や知見が継承さ
れるためにも，綬測研究船としての絡性能を評価

する手法や綴念についての研究開発を進めること

を期待する．特に．観測機鵠などの~織となる測

定方法の開発などはセンターの主要な役割でもあ

るものと考えられる．また.'j在天下での音響伎術

は．厳しい分野の問題でもあり，今後は必婆な技

術になるであろうことから．詳細な験討を続ける

ことを期待する．

研究開発の達成状況としては， 一部に不具合が

みられるものの，概ね順調に実施され，達成状況

は良好といえ．本線題は成功であったと曾うこと

ができる．

経費については．改造によるコストパフォーマ

ンスの評価は困難である．今後．運用目的に即し

て．いかに利用実績をあげるかが箆婆であり，大

いに活用することが必要である．

5）プロジェクト研究『大型海洋観測研究船 fみ

らいJの活用体制のII'!備』［事後n価］
海洋地琢研究船 fみらいjの母港としての役割

と． 『みもいjによる研究・餓測のうちの主婆な任

務である梅洋観測ブイ｛トライトンブイ）の展開

のサポートならびに取得した海水の処理などを行

うための絶放を磁備したものと野偏される．プイ

の艶備のためのスペースや，トライトンブイの主

センサーである係留式CTD＜峰分・水温・圧力

計｝の綾定が閣内で笑/J(qできるようになったこと

は評価できる．また.巴匹自動化（作業の定式化｝し

た海水前処理装越ならびにこの運用体制は今まで

の海洋研究に見られなかったものであり，将来の

研究の芽を生むであろうモニタリングのためには

是非とも必要なものであり，海洋科学校術セン

ターがこれの運用を開始したことは日本の海洋科

学に閲して大きな意緩を持っている．

また，型車偏された施殺を有効に相理能させるため

には十分な人的体制ならびに周辺支銀体紛が必嬰

と怠われるので，これらの体制の獲備を緊急に符

う必要がある．なお，CTDの綴~については，係

留式の俊器のみでなく船舶式の隙緩までをも対象

として実篇できるように設備を設備することがE埋
ましい．

ところで，プイからのリアルタイムの取得デー

タの受信・処理などについては．研究支緩体制が

必ずしも十分に取れないfむつ事務所jにおいて，

ここでしかできない項目とそうでない項目と仕分

けすることが今後必要になると息われる．また．

『むつ事務所』の管理・進営には相当の資金と労力

を裂するので，単に慣総書華僑場・絡納席という消

極的な発忽ではなく，北の海の研究拠点として発

展させるという積極的な鏡野も必袈と恵、われる．

今後，揺を備された素晴しい事長億を有効に活用し

て，海洋科学技術のそれぞれの分野に貢献するこ

とが虫聖書である．

6）プロジェクト研究『海洋音響トモグラフィー

システム般観装償の研究開発J［事後傍価］

深海底でのモニタリングは1監察な線題であり，
大深度まで織航する f磁視装鍛（締筏ケーブル方

式無人機（UROV)Jを開発するという研究開発

のB僚は妥当である．ただし， 当初の運用目的は
余り現実的ではなく．実行伎を混線した運用目的

を明確にすべきであり．研究内容を表す研究線題

名とすることが望ましい．また．各種のRovな
どの他の方式の無人俊との仕分けがいま少し不明

確である．

l摘発した使い総ての光ファイパーケーブル方式
に新規性があり， m要なllll品を含めほぽ全ての綾
針を内部で行い，短期間に 『手作りJで開発する

など．今後のAUVの側発へつながる伎術として．

-106-



本線紛の開発手法は線価できる．

しかし．本研究開発の究鋭的な目録が無人際資

機からの情報訟を光ケーブルを使って飛鋭的にt曽
やすことにあるならば，光ケーブルの破断の彪険

への対策方法をも含めたコストパフすーマンスの

考然が必ずしも十分とは言えない．なお，ケープ

ルの破断の際の緊急対応装償の俗頼性についても

間際的な安全に係る鋭敏などを参照しつつ研究す

ることを期待する．また．装i置を』構成する光ファ
イパーケーブルやリチウム司i池などの新線段術に
ついては．それぞれ単一のメーカーにII≫発委従し
ているが．本来は綬合した開発方式を綴期するな

どしてよりコストの低減化を閲るとともに，情報

システムをいま少し充実させるなど各構成従来の

コストの全体的なバランスについても考慮するこ

とが必製である．

研究開発の途成状況としては， 5陸海域猷験が担E
.!(!lできなかったことを除いてほぼ途成され，~当

な成築地吋専られており，本課題は成功であったと

考えられる．なお．波及効』~を高めるためには．研

究目標をいま少し具体的な展銀に感づいて明確化

し，その成果に対する工学的意味付けが十分に行

われることが鑓ましい．

7)プロジェクト研究 f音響データ伝送システム

の1摘発・製作J（事後際価］

研究目綴は海中・海底観測装訟のデータを普轡

により伝送するという明餓なものであるが．研究

開発期間中途において使期目的が変更になったた

め．研究開発成功後の利用自様は不明織である．

研究側発計繭・手法については，中途での使用

目的の変更による研究開発の方向性の修正はあっ

たものの，僚ね察当である．ただし，t輔t事で智波
を磁f量.1111続的に利用するためには音波の伝織総
体である海水の物理量的特性．とりわけ不均質性の

解明も愈裂である．また，本線婚を単にf電子図書告

の開発に終わらさないためにシステムの使m環境
を幾つかl¥)Eして，その使m目的に対応した成果
をあげているか否かの符側を行うほうが次期的で

あると忠われる．

遠目以R況としては．今後も：来質的にはJllJの筋線

操砲の中で継続するということであり．本:IUiiの

みから評価すれば当初の回線の半分程度を達成し．

問題点、も明らかにしている．今後は，実際に画像

表示等の具体的な目楳を設定し，これを速成する

べく研究側発を推進し．実用化に結び付けること

が期待される． ｝方．波及効架としては，水中i函
借金般やAu Vの聞l§！などに役立つと思われるが．

成果の滋味付けをいま少し深＜f'rわなければ実際
に波及することは闘織であろう．

研究側発費は．コストがシステムのー郎に偏っ

たきらいもあるが．続ね妥当であると脅える．全

般的に，本織犯はほぼ成功であったとおえる．

8）経常研究 『沿岸泌城公動の生物指線としての

君事場府側手法の研究J［事後if.価］
脅車場の研究は，水厳・海洋生物分野において必

要性が僧えられていながら．これまでにグローパ

ルな療境変動の評価にliJ/llできるまでに至ってい
ないが．それは灘場のさ）；HIJ分布の定最化への本絡

がJな取り組みが不足しているためと考えられる．

本線磁は．これに取り組1み．音型車を朋いた計百！J手
法により．｛可が可能で．｛司が不可能かを明らかに

するなど，その成』~・はJ.'llliである．本分野の研究

者への良き刺激となるような今後の展開を期待し

たい．なお．採取奴般など人為的起草響を受けやす

い泌灘署員の様相居や古書類の少ない君事場も対畿にした

研究が望まれる．

9）経鍛研究『抑圧下級過潔境に附する碁略研究』

［事後評価］

高高圧下での活動を展開するにあたって必製な基

縫的かつ災鉦的な研究線組であり．将来の応用ま

たはIt/II妓術開発研究に発燥するきっかけを作っ
たものと在制面できる．ただし．いま少し実験例数

が必製であったと思われる．今後，高庇のみなら

ず他の庇カ環焼〈高山君事〉への応用．ならびに他

の!.E壊学的な変化との側巡についての研究への発
肢をmむ．

JO）経常研究 f沿際海水機動と外洋の相互作期に

関する研究J（事後時価］

本線量Eにおいては，研究（シミュレーション｝対
象海域として， まず条f~，，の単純な悔績を選定すべ

きと恕われるが．宮城県の地威共同研究線組への

貢献を目的として沖合の条件が常に変動する他台

鴻1にチャレンジしたことは，困難さを党mの上の
回線設定として評価できる．また．仙台湾周辺の

割程況のパターンを肥鑑したことについても評価で

きる．しかし．研究線組名を研究内容を適般に袋

すよう限定することが必援であるとともに．研究

対象海域に与えた初期条件の適切さの線価．既得

のシミュレーション針fi.プログラム（プリンスト

ン大学が開発した海水流動モデルPOM）に絶し

た工夫がどの緯度成功したかの評価がもっと行わ

れても良かった．
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II｝共問研究「路1王環境が管の発生．発育．成長

に及ぼす影理署J(llli量鍔価］

（共同制f究機関 神話を川飽潟大学）
発想の舗が広い．前白い研究テーマであり，研

究目的は明解である．このような研究は，f海中館

伎における潟庇環境（fl:カ）jということをヒント
にしたもので．本センターの研究としては特色の

ある探題として詳細できる．本線~においては．

影鍔関子として圧力そのものよりも行動係式や底

力，細胞般の精進なども関係があるかもしれず，

このような点について幅広く追究すると有意殺で

あろう．なお，本研究の成果として，寝たきり態

省や骨粗係書E電車の治療への応庇治療の有用性につ
いての倹討をiiむ．

12｝共同研究『サンゴ憾の魚鮫及び鈎斜生物の研

究J［事後2¥!1面］
｛共肉研究機関水産斤商海区水底研究所）

一つの共同研究膿VBとしては予算線機．実絡体
制．研究内容及び成果のいずれも十分とは脅えず，

より大きな枠誕iみであるプロジヱクト研究 『サン
ゴ磁健康度の評価手法の研究開発1と切り雌して

野価することは適当ではなかったと忠われる.£耳

生物とW内容物の比較により鎖倒生態（釦生物選
択悦等〉の解析は可能になるが．今回の結集はあ

まりに銅i獲数が少なすぎたという感は否めない．
また，海績の栄後環境や泌犠全体の生態系との関

係について調査Eすることが必裂である．なお，ラ
インセンサスの結果については際価できる．

13）共同研究 「海洋物理盟学研究のための衛星デー

タの利用Iこ附する研究J（事後将価］

（共問研究機関宇宙開発事業団｝

衛裳データを利用して泌氷の運動を観測の立場

から詳細にとらえて記述することは軍事学の問舗と

してilll!l!であり．興味深い．ただし本線勉にお
いては．目的．目糠が明織でなく．研究線題名が

研究内容をi直磁に畿していないなど．当初の段階
において，もっと焦点を絞った形での研究計画が

必饗であった．

また， 当初の目的はほとんど途成されておらず

成果が十分に出ていない．この態仰として，共同

研究相手｛宇宙側発事業関｝から衛星デ｝タ（合

成側口レーダー｝の入手が不十分であったことが

あげられているが， 宇宙H開発事業団の衛filにこだ
わらずに．他の術援データの使用を考えてもよ

かったのではないであろうか．

また．本線泌を3陸路するセンター側緩授が0f'J 

ということである．これは，実質的には関連する

プロジェクト研究の経費で研究を実施できるもの

の．本線泌を推進するモチベーションとならず．

9事容を生ずると思われる．研究体籾についても不
十分であったと思われる．

なお，北婚の海氷の研究は重要であり．海氷を

紡弾性体のーっとして観測データを絵理し．巨観

的なj晦氷モデルの中のパラメータとの対比．意味

付けが行われれば．大変森崎しい成果を出せるこ

とであろう．

14｝悶際共倒研究『21世紀の悶際深機織削針繭

のための利学的繰越の検討J（事後将価］

｛共例研究相手先 CONCORD悶際相備委及

会， CONCORDI週間四備会員会， ODP/
JOIDES，東京大学海洋研究所｝

本線路を~施することによって， IODP （統
合闘際深海錨聞IBt蘭）という極めて大規模な海底
綴錦網目If研究の国際共同事業の推進に貧献すべく，

CONCOR D会織（ライザー鍛自If科学会総）を

はじめ各磁の凶際会織を開催．運営し，研究探題

の設定， 妓術的アセスメントの~~，及び邸内に

おける強闘な研究体制の組織化などを憐震に推進

しており，高〈鮮側できる．

これより，所期の目的P 自僚は妥当であり，こ

れが達成されていると言うことができる．

CONCOR D会織において設定された6つの
分野の具体的な研究図様のうち，すでに悶際的な

ワーキンググループが発足して検討が欄始されて

いるものもあるとのことであり，本線題の実施に

よる波及効果が総められる．

ただし，本銀総を策絡している2年間のセン

ター内におけるこれに関わる~/J!i体制とセンター

としての取り絡み方．方針などが外部からは苧lり
づらく.ODP （悶際・悶内）との協力・巡携ば

かりが強刻された惣がある．今後は， 0021と

しての運営体制と方針を具体化し．『ニ船体制』に

なった場合でも裁が闘が人的にも．経済的にも相

当に2寄与するべく検討することカ切F袈である．
本線泌の実施に関わる経費については妥当なも

のであったと考えられる．

なお，このような線級の事後線価にあたっては，

例えば.CONCORD会織の成集としての報告

illの闘内外での周知・活用のされ方， 設定された
6分野のその後の動向などについての報告，つま

り所期の目的．目標に対する述成状祝の具体的な

綴告がli'J.まれる．

-108-



15）共同研究 repSによるプレート後形と精進
変動に1期する研究J（事後線側］
｛共同研究相手織関：東京大学地震研究所）

研究繰犯としては科学的に興味深く，概ねi苛期
の目的を』I!:たす観測結果を得ていると評4舗できる．
しかし.lilf：先手法として係期した機ずれ断胞を侠

んだ2地点rmの距織の変化については．続ずれの
相対的運動が明らかになっていない地歯車では一義

的に決めることはできず，証書測・解析結果に対す

る線価が困難と考えられる．また，観測量Eが少な
いこともさることながら，解析手法においては悶

土地捜院のデータとの併合による変動ベクトルの

解析・決定や軌道鹿データの改i!i.ならびにマン
パワーの路線のための大学との速機などについて

考成すべきであったと忠われる．共同研究として

の研究の全体像を示すことも必要ではないだろう

か．

プレート鉱大速度を lCm/年とする給総を出す

には．これからl0年伎の観測が必要であり．こ

れだけの観測結果だけからの解釈は早い．ただし．

本銀泌の実施に製した絡授から考えれば．成功し

たという自己鮮側は妥当である．

なお．今後は． 久米島にも凶土地理院の綬測点

を設慣すべ〈働きかけるなどして．悶土地理院の

データを併せて解析することが期待される．

(3）全体的な評価

全般的に以下の事項についてのコメントがあっ

た．

①海洋科学妓梓iセンターは．科学技術庁／海洋科
学伎！島センターの特徴であるプロジェクト研究と，

4基礎的（経？官｝研究をうまく分組して同時に推進
している．今後もこれを続けるべきである．

②センターで実施する研究開発等において製作．

購入する際には．海外の状況も良く刻廷して， !ri
F売を1ft進することが必要である．
③センターは．広く．浅く全般的な知織を持つ

f主幹1容がmえているが，特定の繰泌（I.主lfi）に対
するスベシャリストが育っていない．今後，これ

を育てるような仕組を鍍倒すべきと忠われる．

④研究繰題名が研究内容を表していない線題があ

るが，これは， H極力．研究内容を淡すものとすべ
きであり．必援に応じて自由l泌などを付けるべきで
ある．

⑤t主体；j!J日発によって得もれた成果についても． 積
極的に‘関内外の適切な論文総総等に発表すべき

である．

⑥海洋生物・生!Ill研究部会の対象分野は．海洋生

物．海洋技術から医学まで広範にわたっている．

今＠の終値i会の対鍛錬泌のなかには，車Ill刊に闘し

各委.nの専門外のことがあり．現委員だけで鮮側
することにはi直さないものもあった．このことか
ら．今後．必lt!に応じ書店員を追加し．符備できる
よう体制の見砲しが必要であると思われる．
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事前評価対象線題 別表1

研究線組名 区分 抱当部
実能開始
年度

海洋湖査後術開発貨のうち （プ｝ 海洋技術研究部

ー，..・4島ー 一一ー一一－・.陪＋ーー ー． ー．ド...，唱申品川崎ー 耐岨 d』ーーー－ 4・・一“...島町一

新規繰題 f自律型無人潜水機U1.UV）紋験機の研究開発I

熱宇野赤道破における海洋観測妓術の開発及び緩測研究のうち 海洋観測研究部

ト・・ー・4・ー司＋ーーーーーーーー，－－’帽 骨1・H・岨日・酌曹骨骨V引 F世一日ーーーーーーーーーーーーー一日晶＋＋ー四－・・・ 一一－一一一“・4・圃 ・－－・・－一・世 叩ーー
新規線Ii『海洋音響トH・Wィバテ主による広峨開時集中観測選 Hl 1～12 
用J
一時一一一坤＋…ー一一一一一ー一一 一一一両・円・ー一一ー一一・←ー・ー＋

新規銀題「インドネシア通過琉図際共例研究J Hl 1～15 

海洋の物質循環に係る観測l絞術の開発及び観測研究のうち ｛プ｝ 海洋観測研究都

一一一…ーー－・ .. -－－’一一一一一一一一』一一一一 一一一－一一一一日 一一一一

新規錬c≫llr地球出級化モニタリング妓術の研究開発j Hll～16 
一一冊・・－ －…ー一一一一一一一一一一一一“一一一一一一一町一一

新潟線題 f地球i晶暖化俊締の解明に関する研究J Hll～16 

北極海壌における海洋綬狽l技術の開発及び観測研究のうち （プ） 海洋観測研究部

一一一一一一一一ー 一一一四一一一一一一

新規繰題 f次世代型氷海用自動級担IJプイのf摘発』 Hll～19 
一一一一一一畳一一一一－一一一一 一一一一一一

新規錬題「 氷縁海厳における観測研究J Hll～16 

新線銀題『湧界海峨生態系の観測研究j （ブ｝
海洋生態・環境

Hll～20 
研究部

深海生態系に関する研究のうち （プ〉
海洋生態・環境
研究部

一一…ー…一一一一一一一一一一一一－一一－－－四一一一一一一

新規線IA『化学合成生態系の療境に関する研究J Hll～20 

地球フロンティア研究システムのうち （プ）
地球フロンティ

大気・海滞研究領綬の推進のうち ア研究システム
一一一一一一一 吋 u，目－・－ー…ーーー＋一一・ー一一一一ー・--ー一一山一一－－－一 一一一－一
新線線題「 生態系変動予測研究飯峨J Hl l～15 

地球内剖：変動研究大領域のうち ｛プ）
地球フロンテイ
ア研究システム

4・H H 由.....・ ー・＋・...・ドー一一一一一ーー一一一 『時旬陣・『・ -・・・・ ー，，.刊一一ーー " 恒 ＋ーー.・F

新線線題 f 全地球変動診断研究領峨j Hll～15 
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別表 2 

平成10年度研究課題評価委員会（事前評価、中間・事後2平｛面）委 員織成
C'l;; HJ追他‘五十音胤）

氏名

一 L 
所熊 t緒考

委員長 t主主t- 1富雄東京大学名様教佼

委員 浅井慨Fニ；酬シー
（海洋限測研究都会）
委負 1才野敏郎Mi各市脇大学大気醐餅究所殿綬
委員 。谷口 東北大学tl＜＇／＇研究科教綬

(i品川下生物・ 1:！添削t究郎会）

一 」一一一
委員 新邸桝 ！<!U> ・l，！川附金問

委員 i 野沙 諸監治首o；＜大学大学院政学系研究科教俊 ！玉木:'I，査の代埋
（市11'品H本地線科学研究i部会）

委員 i前回久明 g｜ぉ；（;k!!'/:;f;:'i':I旋；悦附側m「｜ 
（海洋段術開発総会｝ ！ 
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中指1・2判長；事前面対象銀短 日lj差是3

対象.l!l!Wf, iメ：＇，；＇ 担！、’＇1；首； l目立ifi・ 中1::1 'I＞後

』＇！＼＇/i!,j1下草喧

人；W！泌i宇鋭臼明白11.:時nrみらいjの被｛品 フ
測自11.;qai詰

、1<1,JW～9 主［4f>印fヲE尚IJ}'. ・汁 ＊後詳倒i
揃フロジヱ

クトチーム

行事平データ弘、i星システムのmi発・手1/f プ
i向iH.lil見守印i 、f<i,]<7～9 越f:＼＇臼tヲtn ＊後訴(iJJj
ゲ，＼：;11’， 

ili)i下n望号トモグラフィ ・システムw,rnww1の
ブ
同IJi宇t.li!r-i6)/ 

平成7～9 山本別手＼：J！幹 首，，後占軍側
研究開発 究部

t員ii¥＇レーザ鋭iillt主M:iの研究llll1f ブ
ilii i>rc挺Ii！割『リi

11/ll1162～ 
むつ事務所

中lii)Jf./1Hi
'f'i：川，' i主il｛研究£ti

大，rwo将校測研究部tfみらいjの活Ill体；r司の l議fillむつ ·J<'f~頃u'P.11
フ むつ・J•絡所 可勺，~8～9 諜l{/rJ下円，.！＇俳／，＇.11 :111をJf/1TI1j，直前 IH.t'!U,lt燃

J鹿島R共！日lliJf究
プ
海洋：l二自主 、1え1,.116～9

l時イ－削究・j!俳 :・i.i長沼ldn
i Jl／中合総中空r::1手II川似大技術の（，Jf究mi~ 環境印ft.:iit 、i’！i足lO

拍，ji-H:!i!i:i印f 、l’成7～9(3iibiほ，，:zin1r1’L f「システムの副f究開発 ブ 平成10～ ti;）.己申tヲ＼：1,¥!Jl,~t 中11:1,W/1向
'f'U:f, 

'' 

if 1 i；‘潟水／f,t仰jと外ffのlllD:W/11に！刻する耐l究 絞
同riff’，，坦I• 

'111&7～9 .!HI Ii申fア；；H •！）パ長Jf. (1耐
mi宛MA羽；

向rCFl&i盟事話段に関する~•.:.liilf究 iI 
品lj/下！U!1¥

、lえli!i.6～9 1111. i研究的＇）:1＇斡 '.'JI後i,'f.fi出8自4定自11,;m;

if 1 i，‘i師域変動の生物mtまとしての泌総，ifi，白T
ft 
同di干＇.l'iu.¥

'111&6九 9 l;i;l本勝Jt・j，・申F ・)'1長2平｛画
法の臼I：光 !.)J克印／)'tilt;

GPらによるブレ｝ト笈｝陪とm;Ll徒動にl対する
Jt i誕ifij印i究ill: 平bli.7～9 松本側先品目立・：，ii 、Mをa'I＇’f晶!illア4

;::; n，・1話潟市If（の1f午、 5Uf、；，Ji.1~Iこ＆！正す＼器 if~I平’l!!i皇 ・
）［乙r&i～9

f也谷M’先／，＼l)j，併
・M圭，；iHfi

品d &ii立副I火；刊； E利UJ:餅ヲHi

if世iH陣内＂i'fリf究のための自よ!1＼.デ－11の手ll)IJに 拍ij？平総計Hvf
‘I’P北7～日 f'111uv1先日 ‘lバ~；if！市

関する研究 '1'巳;1刊；

サンゴ燃のf.(•J!Uk.び醇lfif :<t・4却の併究 JI 、 i品iff'.i'慾・ 、l’1,J<s～9 校HI研究M'I1：併 ・:1，後Jf（，品l..'.1土定例究日｜；

21 l!t紀のl<IIZ'li深海高f:r/lJ，汁山のための科＇-7'(l~.l!J! I ,,J 係ifrj申t究泊； ‘ドhli.8～日 111'1’印f)'t/,',IしE~t. ，，月~.f(;描i
:/ljの検討
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別表 4 

平成10年度専門部会評価委員構成

．海洋閲体t世J.:f<科学研究部会 (::tl!l'他.Ii十音順）

氏名 所属

同一 i東京大学海洋研究所教授主査 玉水質策

部会員 Ji原 E握 i富山大学理学部助教綬
自E会員 Jllf津粉 ｜東京大学大学院理学系研究科教綬

部会員 湯浅 3証人 i工業技術院地質調査所海洋地質研究家長

－海洋観測研究総会 (:t~他、五寸貨店i)

氏名 所属

主査 才野敏郎 ！名古屋大学大気水劉研究所教綬

部会員 今脇資自fl ｜九州大学応用カ学研究所教綬

部会員 金子 新 ；広島大学工学部教授

部会長 時岡達t( l気象庁海洋気象部気候情報線長

－海洋生物・生態研究部会 ｛ミヒ盗｛也． Eけ・lJ*I)

氏名 所属

主査 谷口 旭 ｜東北大学幾学研究科教綬

協会員 太田 ヲ号 ！東京大学海洋研究所教授

務会員 今 f皮 i福井県水産紋験場場長

部会員 白木啓三 .ilf業医科大学教綬

・海洋妓術開発部会
(3'.・~/Ill. I，十g阪｝

氏名 所属

一
主査 前田久明 ！東京大学大学院工学系研究科教綬

部会員 菊池年晃 ｜防衛大学校教授

総会員 t青水久二 ｜横浜悶立大学教俊

総会長 本多中ニ 亀気通信大学教俊
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